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Ⅵ. 事業構想学群

事業構想学群での学び

　事業構想学群では、社会の動きや仕組み、人間の感性や行動をグローバルな視点で理解し、地域の
歴史や特性を踏まえて、新たな価値を創造し、事業を計画・運営することで、地域を活性していくこ
とをめざし、事業に関する幅広い知識を学び、自らの専門領域を探究することで、論理的な思考法を
身につけます。さらに、フィールドワークやデータ分析、制作活動などにより、地域や社会で主体的
に活躍できる実践力を身につけていきます。

　この章では、事業構想学群における４年間の学びの流れや、それぞれの学類のカリキュラムの特徴、
教育目標及び必要単位数について記載しています。これらの内容の詳細は、履修規程および宮城大学学
位規程に記載されています。
　とくに、各学類の「科目配当表」は、年次に合わせて修得の必要な単位数や専門科目の修得の仕方に
ついて記載していますので、学びの計画を立てる際や履修登録を行う際に役立ててください。

「フレッシュマンコア」を中心とした基盤教育科目を学ぶ

◆大学での学びに必要な基礎的なスキルを身につける。

選択したコースの基幹科目のほか，他コースの基幹科目も選択が可能です。

地域創生学類事業プランニング学類

「しごとづくり」で
地域経済を活性化したい！

「まちづくり」で地域社会を
豊かで元気にしたい！

「ものづくり」で
新たな価値を創造したい！

価値創造デザイン学類
グローバル化・情報化する社会の中で、
新たな事業を創出し、持続可能なものと
するための知識や考え方を学ぶ。

地域課題を明確にする科学的な分析手法
と、地域活性化のための都市・農村政策
や恊働まちづくりの手法を学ぶ。

人間の感性、地域の自然や文化に根ざし
て、新たな価値を生み出す情報デザイ
ン・環境デザインについて学ぶ。

1年次

学類を選択・決定

各学類で学類共通の専門基礎を学ぶ

1年次末

２年次

コース選択前期末

より専門性の高い科目を講義と演習・実習を通して学ぶ２年次後期～４年次前期

４年次

事業プランニング学類

事業戦略
コース

新たな事業を創出
し、接続可能なも
のとするための戦
略的な手法を学ぶ。

事業管理
コース

事業資源を有機的
に結びつけ管理す
る理論と技術を学
ぶ。

事業プランニング学類

事業戦略
コース

新たな事業を創出
し、接続可能なも
のとするための戦

事業管理
コース

事業資源を有機的
に結びつけ管理す
る理論と技術を学

地域創生学類

地域政策
コース

行政機能，住民協
働などまちづくり
に関する理論と考
え方を学ぶ　　　　　。

地域科学
コース

地域の現状分析，
将来予測，施設設
備などの理論と技
術を学ぶ。

価値創造デザイン学類

感性情報
デザインコース

人間感性と情報技
術をつなぐメディ
ア開発・ものづく
りの理論と技術を
学ぶ。

生活環境
デザインコース

地域資源に根ざし
たものづくり・生
活環境づくりの理
論と技術を学ぶ。

卒業研究において4年間の学びの集大成
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１―事業構想学群の４年間の学びの流れ

　事業構想学群では、１年次に学類選択の希望を調査し、申請・選考の上、学類を決定します。２年次にコース選択を行い、
さらに２年次後期（価値創造デザイン学類では３年次前期）に指導教員（研究室）選択を行います。卒業研究は、選択した指
導教員の指導のもと取り組み、必要単位数の修得と卒業研究の合格をもって卒業となります。４年間の学びの見通しを立て、学
修に取り組んでください。

1年次 2年次 3年次 4年次

事
業
構
想
学
群

入
学

卒
業

結
果
公
表

希
望
学
類
届
出

学
類
決
定

選考学類希望調査

事
業
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
学
類

地
域
創
生
学
類

価
値
創
造
デ
ザ
イ
ン
学
類

学
群
共
通

基盤教育科目

専門基礎科目 インターンシップ・学外研修

キャリア開発

コミュニティプランナー養成講座

指導教員選択
指導
教員 事業プランニング演習（ゼミ） 卒業研究Ⅰ・Ⅱ

指導教員選択
指導
教員 地域創生演習（ゼミ） 卒業研究Ⅰ・Ⅱ

専門基礎科目（学類共通）

コース選択

コ
ー
ス
決
定

コース選択

コ
ー
ス
決
定

専門基礎科目（学類共通）

地域政策コース専門科目（基幹）

共通関連科目・社会基盤科目・生活基盤科目

地域科学コース専門科目（基幹）

指導教員選択
指導
教員 卒業研究サーベイ 卒業研究Ⅰ・Ⅱ

専門基礎科目（学類共通）

感性情報デザインコース専門科目（基幹）

造形・プロダクトデザイン科目

生活環境デザインコース専門科目（基幹）

事業戦略コース専門科目（基幹）

共通関連科目・社会基盤科目

事業管理コース専門科目（基幹）

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

コース選択

コ
ー
ス
決
定
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修に取り組んでください。

1年次 2年次 3年次 4年次

事
業
構
想
学
群

入
学

卒
業

結
果
公
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希
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学
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デ
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専門基礎科目 インターンシップ・学外研修

キャリア開発

コミュニティプランナー養成講座

指導教員選択
指導
教員 事業プランニング演習（ゼミ） 卒業研究Ⅰ・Ⅱ

指導教員選択
指導
教員 地域創生演習（ゼミ） 卒業研究Ⅰ・Ⅱ

専門基礎科目（学類共通）

コース選択

コ
ー
ス
決
定

コース選択

コ
ー
ス
決
定

専門基礎科目（学類共通）

地域政策コース専門科目（基幹）

共通関連科目・社会基盤科目・生活基盤科目
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指導教員選択
指導
教員 卒業研究サーベイ 卒業研究Ⅰ・Ⅱ

専門基礎科目（学類共通）

感性情報デザインコース専門科目（基幹）

造形・プロダクトデザイン科目

生活環境デザインコース専門科目（基幹）

事業戦略コース専門科目（基幹）

共通関連科目・社会基盤科目

事業管理コース専門科目（基幹）

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

コース選択

コ
ー
ス
決
定
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２―事業プランニング学類について

（1）カリキュラムの特徴
事業プランニング学類では、1 年次に「フレッシュマンコア」を中心とした基盤教育科目と事業構想学群共通の専門基礎科目

を学びます。１年次末までに自分の進む学類が決まり、2 年次からは、学類共通の基礎科目を学びます。2 年次後期からは、事
業戦略コースか事業管理コースのいずれかを選択し、コース毎に専門科目（基幹）を学びます。また、自分の将来イメージに併せて、
他コースの専門科目（基幹）や他学類の専門科目（関連）も履修することができます。4 年次には、卒業研究に取り組み４年
間の学びの集大成となります。

（2）事業プランニング学類の教育目標

　現実の社会で顕在化している諸問題を分析し、新たなビジネスモデルの構築と運営
できる能力（事業プランニング力）を育成することを目的にカリキュラムを構成する。
　事業プランニングにおける専門力を高めるため、事業プランニングを、戦略的な事
業モデル構築を対象とした「事業戦略」、企業・事業の運営管理を対象とした「事
業管理」に分類し、それぞれを履修コースとして定める。

　事業構想学群事業プランニング学類で
は、以下の要件を満たした学生に学士（事
業プランニング学）の学位を授与する。

　事業構想学の学びに共通して基礎となる概念や理論、分析手法を教授するととも
に、事業プランニング学の基礎となる経済学や数理分析に関する基本的な理論を教
授するための専門基礎科目を置く。それを基盤に履修コースに応じた専門科目を展
開する。
　事業戦略コースの専門科目では、戦略的な事業構築に必要とされる経済学や経
営学に関する理論および調査・立案手法を教授する。
　事業管理コースの専門科目では、企業・事業の運営管理に必要とされる経営資
源の管理に関する理論およびデータ分析手法を教授する。
　自らの履修コース以外の専門科目を関連科目とし、専門に応じて必要な知識を補
完する。

　事業計画や経営に関する理論と事例を
理解し、社会の動きや人々のニーズを客
観的に捉えることができる。

学
類
共
通

　学生の協働性を育むために、学生がチームでプロジェクトに取り組む演習を配置す
る。また講義科目においても学生の協働性を生かした教育方法を採用する。
　実社会における協働能力を養うために、学外でのインターンシップを取り入れたキャ
リア教育を実施する。

　他者との関係を意識しながらチームで
プロジェクトに取り組むことができる。協

働
性

　学期毎に設けられる専門演習科目では、学生が主体的に創造する能力を育成する
ための課題設定を行う。
　最終年次においては、学生がそれまでに身につけた知識・技術と思考力・判断力・
表現力を総合的に生かして、自らが観察・分析により発見した事業プラニングの課題
に取り組む「卒業研究」を設ける。
　キャリア教育では、事業構想の諸分野を知り、その中で自分の将来像をデザインで
きるようにするためのプログラムを取り入れる。

　自ら現状を観察・分析し、課題を発見
し、その原因を探求し、解決することがで
きる。主

体
性

知
識
・
技
術

　表現力を育成するために、演習や卒業研究に関する自らの発表機会を積極的に設
けるとともに、講義科目においても学生の表現力育成を考慮した教育方法を採用する。

　課題について議論し、調査・分析結果や
提案を資料にまとめ発表することができる。

表
現

　事業プランニングに必要とされる定量的かつ論理的な思考力とリスクを含めた判
断力を育成するために、各コースの専門科目と協調した演習科目を置く。

　統計学や数理計画など論理的な思考
方法を身につけ、リスクも考慮した判断が
できる。

思
考
力

判
断
力

ディプロマポリシー カリキュラムポリシー

（3）卒業に必要な単位数及び卒業要件

34単位以上

基盤教育
科目

全学共通科目

専門基礎科目

専門科目

配当単位数 選択必修 必要単位数必修単位数

フレッシュマンコア分野（FC）

グローバルコミュニケーション分野（GC）

ソーシャルサイエンス分野（SS）

ナチュラルサイエンス分野（NS）

アートサイエンス分野（AS）

基盤ゼミ

留学生対象

21

15

18

18

11

1

留学生のみ8

6

6

42

20

20

38

8

10

234

21
（留学生：15）

0

0

2

0

0

留学生のみ7

0

0

26

4

6

0

0

10

3単位以上

16単位以上

2単位以上

留学生のみ7単位以上

16単位以上

16単位以上

10単位まで算入可

基幹科目

関連科目

事業戦略コース

事業管理コース

共通関連科目

社会基盤科目

卒業研究（3年次演習を含む）

合計 125単位以上卒業要件単位数

10単位以上

36単位
以上

45単位
以上

区分

0
（留学生：2）

3以上

14以上

2以上

0

留学生のみ7以上

0

0

8以上

12以上

10以上

0

0

0

（卒業要件外）

21
（留学生：17）単位以上
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２―事業プランニング学類について

（1）カリキュラムの特徴
事業プランニング学類では、1 年次に「フレッシュマンコア」を中心とした基盤教育科目と事業構想学群共通の専門基礎科目

を学びます。１年次末までに自分の進む学類が決まり、2 年次からは、学類共通の基礎科目を学びます。2 年次後期からは、事
業戦略コースか事業管理コースのいずれかを選択し、コース毎に専門科目（基幹）を学びます。また、自分の将来イメージに併せて、
他コースの専門科目（基幹）や他学類の専門科目（関連）も履修することができます。4 年次には、卒業研究に取り組み４年
間の学びの集大成となります。

（2）事業プランニング学類の教育目標

　現実の社会で顕在化している諸問題を分析し、新たなビジネスモデルの構築と運営
できる能力（事業プランニング力）を育成することを目的にカリキュラムを構成する。
　事業プランニングにおける専門力を高めるため、事業プランニングを、戦略的な事
業モデル構築を対象とした「事業戦略」、企業・事業の運営管理を対象とした「事
業管理」に分類し、それぞれを履修コースとして定める。

　事業構想学群事業プランニング学類で
は、以下の要件を満たした学生に学士（事
業プランニング学）の学位を授与する。

　事業構想学の学びに共通して基礎となる概念や理論、分析手法を教授するととも
に、事業プランニング学の基礎となる経済学や数理分析に関する基本的な理論を教
授するための専門基礎科目を置く。それを基盤に履修コースに応じた専門科目を展
開する。
　事業戦略コースの専門科目では、戦略的な事業構築に必要とされる経済学や経
営学に関する理論および調査・立案手法を教授する。
　事業管理コースの専門科目では、企業・事業の運営管理に必要とされる経営資
源の管理に関する理論およびデータ分析手法を教授する。
　自らの履修コース以外の専門科目を関連科目とし、専門に応じて必要な知識を補
完する。

　事業計画や経営に関する理論と事例を
理解し、社会の動きや人々のニーズを客
観的に捉えることができる。

学
類
共
通

　学生の協働性を育むために、学生がチームでプロジェクトに取り組む演習を配置す
る。また講義科目においても学生の協働性を生かした教育方法を採用する。
　実社会における協働能力を養うために、学外でのインターンシップを取り入れたキャ
リア教育を実施する。

　他者との関係を意識しながらチームで
プロジェクトに取り組むことができる。協

働
性

　学期毎に設けられる専門演習科目では、学生が主体的に創造する能力を育成する
ための課題設定を行う。
　最終年次においては、学生がそれまでに身につけた知識・技術と思考力・判断力・
表現力を総合的に生かして、自らが観察・分析により発見した事業プラニングの課題
に取り組む「卒業研究」を設ける。
　キャリア教育では、事業構想の諸分野を知り、その中で自分の将来像をデザインで
きるようにするためのプログラムを取り入れる。

　自ら現状を観察・分析し、課題を発見
し、その原因を探求し、解決することがで
きる。主

体
性

知
識
・
技
術

　表現力を育成するために、演習や卒業研究に関する自らの発表機会を積極的に設
けるとともに、講義科目においても学生の表現力育成を考慮した教育方法を採用する。

　課題について議論し、調査・分析結果や
提案を資料にまとめ発表することができる。

表
現

　事業プランニングに必要とされる定量的かつ論理的な思考力とリスクを含めた判
断力を育成するために、各コースの専門科目と協調した演習科目を置く。

　統計学や数理計画など論理的な思考
方法を身につけ、リスクも考慮した判断が
できる。

思
考
力

判
断
力

ディプロマポリシー カリキュラムポリシー

（3）卒業に必要な単位数及び卒業要件

34単位以上

基盤教育
科目

全学共通科目

専門基礎科目

専門科目

配当単位数 選択必修 必要単位数必修単位数

フレッシュマンコア分野（FC）

グローバルコミュニケーション分野（GC）

ソーシャルサイエンス分野（SS）

ナチュラルサイエンス分野（NS）

アートサイエンス分野（AS）

基盤ゼミ

留学生対象

21

15

18

18

11

1

留学生のみ8

6

6

42

20

20

38

8

10

234

21
（留学生：15）

0

0

2

0

0

留学生のみ7

0

0

26

4

6

0

0

10

3単位以上

16単位以上

2単位以上

留学生のみ7単位以上

16単位以上

16単位以上

10単位まで算入可

基幹科目

関連科目

事業戦略コース

事業管理コース

共通関連科目

社会基盤科目

卒業研究（3年次演習を含む）

合計 125単位以上卒業要件単位数

10単位以上

36単位
以上

45単位
以上

区分

0
（留学生：2）

3以上

14以上

2以上

0

留学生のみ7以上

0

0

8以上

12以上

10以上

0

0

0

（卒業要件外）

21
（留学生：17）単位以上
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（4）事業プランニング学類事業戦略コースのカリキュラムマップ （５）事業プランニング学類事業管理コースのカリキュラムマップ

●事業構想学概論

●キャリアデザインⅡ

●地域政策概論

●データサイエンス

●ミクロ経済学

●インターンシップⅠ

●キャリア開発Ⅰ

消費者心理学

●キャリア開発Ⅱ ●キャリア開発Ⅲ

●ビジネスモデル論
金融論

社会調査法

数理計画

インターンシップⅡ

●キャリアデザインⅠ

●データサイエンス入門

●基礎統計学

数学概論

卒業研究

１年 ２年 ３年 ４年

多変量解析

●経営学概論

●経営戦略論

人的資源管理

経営情報管理

企業会計 CSR・経営倫理

●事業プランニング演習Ⅱ ●卒業研究Ⅰ ●卒業研究Ⅱ

会計学概論

●地域活性化とビジネス

●地域社会・産業と
　デザイン

ビジネスプロセス
マネジメント

●事業プランニング演習Ⅰ

●マーケティング
販売促進

地理情報分析

●地域フィールドワーク

ロジスティクス 現代企業論

リスクマネジメント

●応用統計処理

地域調査法

経営組織論

●法学概論

●マクロ経済学

ゲーム理論

経営財務

会計学

eビジネス

マーケティング
リサーチ ブランディング

税務会計

Global StudiesⅠ Global Internship／学外研修

コミュニティ・プランナー
概論及び演習

地域分析学

交通計画 社会起業論

公法

民法

商法・会社法

地域資源論

知的財産管理

カリキュラムマップ

科目関連図

カリキュラムマップ

科目関連図

●事業構想学概論

●キャリアデザインⅡ

●地域政策概論

●データサイエンス

●ミクロ経済学

●インターンシップⅠ

●キャリア開発Ⅰ

消費者心理学

●キャリア開発Ⅱ ●キャリア開発Ⅲ

●ビジネスモデル論
●金融論

社会調査法

数理計画

インターンシップⅡ

●キャリアデザインⅠ

●データサイエンス入門

●基礎統計学

数学概論

卒業研究

１年 ２年 ３年 ４年

多変量解析

●経営学概論

経営戦略論

人的資源管理

経営情報管理

企業会計 CSR・経営倫理

●事業プランニング演習Ⅱ ●卒業研究Ⅰ ●卒業研究Ⅱ

●会計学概論

●地域活性化とビジネス

●地域社会・産業と
デザイン

ビジネスプロセス
マネジメント

●事業プランニング演習Ⅰ

マーケティング 販売促進

地理情報分析

●地域フィールドワーク

ロジスティクス 現代企業論

リスクマネジメント

●応用統計処理

地域調査法

●経営組織論

●法学概論

●マクロ経済学 ゲーム理論

経営財務

会計学

eビジネス

マーケティングリサーチ

ブランディング

税務会計

Global StudiesⅠ Global Internship／学外研修

コミュニティ・プランナー
概論及び演習

地方自治／都市計画

地域産業政策

公法

民法

商法・会社法

地域資源論

行政学

社会起業論

地域環境政策／
地域福祉政策

知的財産管理

● 必修科目
■ 緑枠：基盤・全学共通
■ 白枠：専門基礎
■ 黄枠：専門基幹
■ 青枠：専門基幹（管理コース）
■ 紫枠：卒業研究
■ 茶枠：専門関連

●必修科目
■ 緑枠：基盤・全学共通
■ 白枠：専門基礎
■ 黄枠：専門基幹
■ 青枠：専門基幹（戦略コース）
■ 紫枠：卒業研究
■ 茶枠：専門関連

（１）知識・技術 （２）思考力・判断力

●English for Academic Purposes Ⅰ
●English Self-Expression Ⅲ

●English Self-Expression Ⅱ
●English Self-Expression Ⅰ

●English Reading Skills Ⅱ
●English Reading Skills Ⅰ

●事業構想学概論●地域活性化とビジネス
●地域社会・産業とデザイン

●キャリアデザインⅡ　●キャリア開発Ⅰ
●インターンシップⅠ

●キャリア開発Ⅱ・●キャリア開発Ⅲ
インターンシップⅡ

現代企業論・ブランディング　リスクマネジメント

会計学・経営財務
経営情報管理  企業会計

人的資源管理論

地理情報分析
ゲーム理論・多変量解析

消費者心理学

Practical English
Extensive Listening

●事業プランニング演習Ⅰ　●事業プランニング演習Ⅱ

経営戦略論 マーケティング

●会計学概論・●金融論 ●経営組織論

ビジネスプロセスマネジメント　販売促進・ロジスティクス
マーケティングリサーチ・eビジネス

税務会計 CSR・経営倫理

●アカデミック・セミナー
●情報化社会と技術

●データサイエンス入門
●基礎統計学

●地域フィールドワーク
●社会の中で生きる

●宮城大学の知の体系
●大学での学び入門
●スタートアップセミナー
●キャリアデザインⅠ

●卒業研究Ⅰ・●卒業研究Ⅱ

科目配当年次

事業プランニング
学類の DP

事業計画や経営に関する理論と事例
を理解し、社会の動きや人々のニーズ
を客観的に捉えることができる。

統計学や数理計画など論理的な思考
方法を身につけ、リスクも考慮した判
断ができる。

（３）表現
課題について議論し、調査・分析結果
や提案を資料にまとめ発表すること
ができる。

（４）主体性
自らの分析力・発想力・設計力で、新
たな価値を創造することができる。

（５）協働性
他者との関係を意識しながらチームで
プロジェクトに取り組むことができる。

卒
業
研
究

専
門
基
礎
科
目

基
盤
教
育
科
目（
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
コ
ア
等
）

専
門
科
目（
事
業
管
理
コ
ー
ス
）

専
門
基
幹
科
目（
事
業
管
理
コ
ー
ス
）

４
年
次

３
年
次

２
年
次

１
年
次

地域調査法・●地域政策概論
●ミクロ経済学・●応用統計処理
●データサイエンス
社会調査法・●経営学概論
●マクロ経済学・数理計画

●ビジネスモデル論

●法学概論

（１）知識・技術 （２）思考力・判断力

●English for Academic Purposes Ⅰ
●English Self-Expression Ⅲ

●English Self-Expression Ⅱ
●English Self-Expression Ⅰ

●English Reading Skills Ⅱ
●English Reading Skills Ⅰ

●事業構想学概論●地域活性化とビジネス
●地域社会・産業とデザイン

●キャリアデザインⅡ　●キャリア開発Ⅰ
●インターンシップⅠ

●キャリア開発Ⅱ・●キャリア開発Ⅲ
インターンシップⅡ

税務会計 CSR・経営倫理

会計学・経営財務
経営情報管理  企業会計

人的資源管理論

ビジネスプロセスマネジメント　販売促進・ロジスティクス
マーケティングリサーチ・eビジネス

地理情報分析
ゲーム理論・多変量解析

消費者心理学

Practical English
Extensive Listening

●事業プランニング演習Ⅰ　●事業プランニング演習Ⅱ

●経営戦略論 ●マーケティング

会計学概論・金融論 経営組織論

現代企業論・ブランディング リスクマネジメント

●アカデミック・セミナー
●情報化社会と技術

●データサイエンス入門
●基礎統計学

●地域フィールドワーク
●社会の中で生きる

●宮城大学の知の体系
●大学での学び入門
●スタートアップセミナー
●キャリアデザインⅠ

●卒業研究Ⅰ・●卒業研究Ⅱ

科目配当年次

事業プランニング
学類の DP

事業計画や経営に関する理論と事例
を理解し、社会の動きや人々のニーズ
を客観的に捉えることができる。

統計学や数理計画など論理的な思　
考方法を身につけ、リスクも考慮した
判断ができる。

（３）表現
課題について議論し、調査・分析結果
や提案を資料にまとめ発表すること
ができる。

（４）主体性
自らの分析力・発想力・設計力で、新
たな価値を創造することができる。

（５）協働性
他者との関係を意識しながらチームで
プロジェクトに取り組むことができる。

卒
業
研
究

専
門
基
礎
科
目

基
盤
教
育
科
目（
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
コ
ア
等
）

専
門
科
目（
事
業
戦
略
コ
ー
ス
）

専
門
基
幹
科
目（
事
業
戦
略
コ
ー
ス
）

４
年
次

３
年
次

２
年
次

１
年
次

地域調査法・●地域政策概論
●ミクロ経済学・●応用統計処理
●データサイエンス
社会調査法・●経営学概論
●マクロ経済学・数理計画

●ビジネスモデル論

●法学概論
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（4）事業プランニング学類事業戦略コースのカリキュラムマップ （５）事業プランニング学類事業管理コースのカリキュラムマップ

●事業構想学概論

●キャリアデザインⅡ

●地域政策概論

●データサイエンス

●ミクロ経済学

●インターンシップⅠ

●キャリア開発Ⅰ

消費者心理学

●キャリア開発Ⅱ ●キャリア開発Ⅲ

●ビジネスモデル論
金融論

社会調査法

数理計画

インターンシップⅡ

●キャリアデザインⅠ

●データサイエンス入門

●基礎統計学

数学概論

卒業研究

１年 ２年 ３年 ４年

多変量解析

●経営学概論

●経営戦略論

人的資源管理

経営情報管理

企業会計 CSR・経営倫理

●事業プランニング演習Ⅱ ●卒業研究Ⅰ ●卒業研究Ⅱ

会計学概論

●地域活性化とビジネス

●地域社会・産業と
　デザイン

ビジネスプロセス
マネジメント

●事業プランニング演習Ⅰ

●マーケティング
販売促進

地理情報分析

●地域フィールドワーク

ロジスティクス 現代企業論

リスクマネジメント

●応用統計処理

地域調査法

経営組織論

●法学概論

●マクロ経済学

ゲーム理論

経営財務

会計学

eビジネス

マーケティング
リサーチ ブランディング

税務会計

Global StudiesⅠ Global Internship／学外研修

コミュニティ・プランナー
概論及び演習

地域分析学

交通計画 社会起業論

公法

民法

商法・会社法

地域資源論

知的財産管理

カリキュラムマップ

科目関連図

カリキュラムマップ

科目関連図

●事業構想学概論

●キャリアデザインⅡ

●地域政策概論

●データサイエンス

●ミクロ経済学

●インターンシップⅠ

●キャリア開発Ⅰ

消費者心理学

●キャリア開発Ⅱ ●キャリア開発Ⅲ

●ビジネスモデル論
●金融論

社会調査法

数理計画

インターンシップⅡ

●キャリアデザインⅠ

●データサイエンス入門

●基礎統計学

数学概論

卒業研究

１年 ２年 ３年 ４年

多変量解析

●経営学概論

経営戦略論

人的資源管理

経営情報管理

企業会計 CSR・経営倫理

●事業プランニング演習Ⅱ ●卒業研究Ⅰ ●卒業研究Ⅱ

●会計学概論

●地域活性化とビジネス

●地域社会・産業と
デザイン

ビジネスプロセス
マネジメント

●事業プランニング演習Ⅰ

マーケティング 販売促進

地理情報分析

●地域フィールドワーク

ロジスティクス 現代企業論

リスクマネジメント

●応用統計処理

地域調査法

●経営組織論

●法学概論

●マクロ経済学 ゲーム理論

経営財務

会計学

eビジネス

マーケティングリサーチ

ブランディング

税務会計

Global StudiesⅠ Global Internship／学外研修

コミュニティ・プランナー
概論及び演習

地方自治／都市計画

地域産業政策

公法

民法

商法・会社法

地域資源論

行政学

社会起業論

地域環境政策／
地域福祉政策

知的財産管理

● 必修科目
■ 緑枠：基盤・全学共通
■ 白枠：専門基礎
■ 黄枠：専門基幹
■ 青枠：専門基幹（管理コース）
■ 紫枠：卒業研究
■ 茶枠：専門関連

●必修科目
■ 緑枠：基盤・全学共通
■ 白枠：専門基礎
■ 黄枠：専門基幹
■ 青枠：専門基幹（戦略コース）
■ 紫枠：卒業研究
■ 茶枠：専門関連

（１）知識・技術 （２）思考力・判断力

●English for Academic Purposes Ⅰ
●English Self-Expression Ⅲ

●English Self-Expression Ⅱ
●English Self-Expression Ⅰ

●English Reading Skills Ⅱ
●English Reading Skills Ⅰ

●事業構想学概論●地域活性化とビジネス
●地域社会・産業とデザイン

●キャリアデザインⅡ　●キャリア開発Ⅰ
●インターンシップⅠ

●キャリア開発Ⅱ・●キャリア開発Ⅲ
インターンシップⅡ

現代企業論・ブランディング　リスクマネジメント

会計学・経営財務
経営情報管理  企業会計

人的資源管理論

地理情報分析
ゲーム理論・多変量解析

消費者心理学

Practical English
Extensive Listening

●事業プランニング演習Ⅰ　●事業プランニング演習Ⅱ

経営戦略論 マーケティング

●会計学概論・●金融論 ●経営組織論

ビジネスプロセスマネジメント　販売促進・ロジスティクス
マーケティングリサーチ・eビジネス

税務会計 CSR・経営倫理

●アカデミック・セミナー
●情報化社会と技術

●データサイエンス入門
●基礎統計学

●地域フィールドワーク
●社会の中で生きる

●宮城大学の知の体系
●大学での学び入門
●スタートアップセミナー
●キャリアデザインⅠ

●卒業研究Ⅰ・●卒業研究Ⅱ

科目配当年次

事業プランニング
学類の DP

事業計画や経営に関する理論と事例
を理解し、社会の動きや人々のニーズ
を客観的に捉えることができる。

統計学や数理計画など論理的な思考
方法を身につけ、リスクも考慮した判
断ができる。

（３）表現
課題について議論し、調査・分析結果
や提案を資料にまとめ発表すること
ができる。

（４）主体性
自らの分析力・発想力・設計力で、新
たな価値を創造することができる。

（５）協働性
他者との関係を意識しながらチームで
プロジェクトに取り組むことができる。

卒
業
研
究

専
門
基
礎
科
目

基
盤
教
育
科
目（
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
コ
ア
等
）

専
門
科
目（
事
業
管
理
コ
ー
ス
）

専
門
基
幹
科
目（
事
業
管
理
コ
ー
ス
）

４
年
次

３
年
次

２
年
次

１
年
次

地域調査法・●地域政策概論
●ミクロ経済学・●応用統計処理
●データサイエンス
社会調査法・●経営学概論
●マクロ経済学・数理計画

●ビジネスモデル論

●法学概論

（１）知識・技術 （２）思考力・判断力

●English for Academic Purposes Ⅰ
●English Self-Expression Ⅲ

●English Self-Expression Ⅱ
●English Self-Expression Ⅰ

●English Reading Skills Ⅱ
●English Reading Skills Ⅰ

●事業構想学概論●地域活性化とビジネス
●地域社会・産業とデザイン

●キャリアデザインⅡ　●キャリア開発Ⅰ
●インターンシップⅠ

●キャリア開発Ⅱ・●キャリア開発Ⅲ
インターンシップⅡ

税務会計 CSR・経営倫理

会計学・経営財務
経営情報管理  企業会計

人的資源管理論

ビジネスプロセスマネジメント　販売促進・ロジスティクス
マーケティングリサーチ・eビジネス

地理情報分析
ゲーム理論・多変量解析

消費者心理学

Practical English
Extensive Listening

●事業プランニング演習Ⅰ　●事業プランニング演習Ⅱ

●経営戦略論 ●マーケティング

会計学概論・金融論 経営組織論

現代企業論・ブランディング リスクマネジメント

●アカデミック・セミナー
●情報化社会と技術

●データサイエンス入門
●基礎統計学

●地域フィールドワーク
●社会の中で生きる

●宮城大学の知の体系
●大学での学び入門
●スタートアップセミナー
●キャリアデザインⅠ

●卒業研究Ⅰ・●卒業研究Ⅱ

科目配当年次

事業プランニング
学類の DP

事業計画や経営に関する理論と事例
を理解し、社会の動きや人々のニーズ
を客観的に捉えることができる。

統計学や数理計画など論理的な思　
考方法を身につけ、リスクも考慮した
判断ができる。

（３）表現
課題について議論し、調査・分析結果
や提案を資料にまとめ発表すること
ができる。

（４）主体性
自らの分析力・発想力・設計力で、新
たな価値を創造することができる。

（５）協働性
他者との関係を意識しながらチームで
プロジェクトに取り組むことができる。

卒
業
研
究

専
門
基
礎
科
目

基
盤
教
育
科
目（
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
コ
ア
等
）

専
門
科
目（
事
業
戦
略
コ
ー
ス
）

専
門
基
幹
科
目（
事
業
戦
略
コ
ー
ス
）

４
年
次

３
年
次

２
年
次

１
年
次

地域調査法・●地域政策概論
●ミクロ経済学・●応用統計処理
●データサイエンス
社会調査法・●経営学概論
●マクロ経済学・数理計画

●ビジネスモデル論

●法学概論

4342

事
業
構
想
学
群
の
４
年
間
の
学
び
の
流
れ

地
域
創
生
学
類
に
つ
い
て

価
値
創
造
デ
ザ
イ
ン
学
類
に
つ
い
て

関
連
資
格
・
検
定
等

1

2

3

4

5

地
域
創
生
学
類
に
つ
い
て

1

2

3

4

5

事
業
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
学
類
に
つ
い
て

事
業
構
想
学
群
の
４
年
間
の
学
び
の
流
れ

事
業
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
学
類
に
つ
い
て

地
域
創
生
学
類
に
つ
い
て

価
値
創
造
デ
ザ
イ
ン
学
類
に
つ
い
て

関
連
資
格
・
検
定
等

1

2

3

4

5



（６）事業プランニング学類の科目配当表 凡例 ◎必修科目

必 科目名 単位 必 科目名 単位 必 科目名 単位 必 科目名 単位 必 科目名 単位 必 科目名 単位 必 科目名 単位 必 科目名 単位
◎スタートアップ・セミナー 2 ◎アカデミック・セミナー 2
◎社会の中で生きる 1 ◎キャリアデザインⅠ 1
◎大学での学び入門 1
◎宮城大学の知の体系 2
◎地域フィールドワーク 2
◎データサイエンス入門 2 ◎情報化社会と技術 2
◎ English Self-Expression Ⅰ 1 ◎English Self-Expression Ⅱ 1 ◎ English Self-Expression Ⅲ 1
◎English Reading Skills Ⅰ 1 ◎English Reading Skills Ⅱ 1 ◎ English for Academic Purposes Ⅰ 1

Intercultural Communication 2 Practical English 1 English for Academic Purposes Ⅱ 1
Global Studies Ⅰ 2 Global Studies Ⅱ 2 Extensive Listening 1
中国語Ⅰ 1 中国語Ⅱ 1
韓国語Ⅰ 1 韓国語Ⅱ 1
ベトナム語Ⅰ（集中） 1 ベトナム語Ⅱ（集中） 1
日本の歴史と文化 2 世界の歴史と文化 2

東北の歴史と文化 2
現代社会と哲学 2 現代社会の諸相 2
人と宗教 2 憲法 2
心理学 2 社会と経済 2
数理科学 2 環境科学入門 2
生命科学 2 地球と宇宙 2
数学概論 2 ◎基礎統計学 2
物理概論 2
化学概論 2
生物概論 2
音楽 2 美術 2
健康科学 2
スポーツ科学 1
スポーツ実技 1 体を動かす楽しみ 1
アートサイエンス概論 1 総合芸術（集中） 1

基ゼ 全学自由ゼミ（集中） 1
◎日本語Ⅰ 1 ◎日本語Ⅱ 1

1
1

◎日本語Ⅲ 1 日本語Ⅳ 1

◎日本事情Ⅰ 2 ◎日本事情Ⅱ 2
コミュニティ・プランナー概論及び演習 2 コミュニティ・プランナー実践論 2 2グローバルインターンシップ（集中） 2 学外研修（集中）

産学連携講座Ⅰ（通年）
産学連携講座Ⅱ（通年）

2

◎事業構想学概論 2 地域調査法 2 社会調査法 2 地理情報分析 2
◎地域活性化とビジネス 1 ◎地域政策概論 2 ◎法学概論 2 消費者心理学 2
◎地域社会・産業とデザイン 1 ◎ビジネスモデル論 2 ◎経営学概論 2 ゲーム理論 2

◎ミクロ経済学 2 ◎マクロ経済学 2
◎応用統計処理 2
◎データサイエンス 2 数理計画 2 多変量解析 2
◎キャリアデザインⅡ 1 ◎キャリア開発Ⅰ 1 ◎キャリア開発Ⅱ 1 ◎キャリア開発Ⅲ 1
◎インターンシップⅠ 2 インターンシップⅡ 2

★事業戦略コース基幹科目
◎経営戦略論 2 ビジネスプロセスマネジメント 2 ロジスティクス 2 現代企業論 2
◎マーケティング 2 販売促進 2 マーケティングリサーチ 2 ブランディング 2

eビジネス 2 リスクマネジメント 2
★事業管理コース基幹科目
会計学概論 2 会計学 2 企業会計 2 税務会計 2
金融論 2 経営財務 2 ＣＳＲ・経営倫理 2
経営組織論 2 人的資源管理論 2

経営情報管理 2
★共通関連科目
地域資源論 2 都市と文化 2 地域交流論 2 地域産業政策 2
地域社会学 2 行政学 2 都市計画 2 地域環境政策 2
国土・地域計画 2 社会的共通資本 2 地方自治 2 地域福祉政策 2
地域分析学 2 計量経済学 2 コミュニティ創造 2 行政評価 2

交通計画 2 社会起業論 2
防災計画 2

★社会基盤科目
民法 2 商法・会社法 2 知的財産管理 2
公法 2

卒業
研究 ◎事業プランニング演習Ⅰ 2 ◎事業プランニング演習Ⅱ 2 ◎卒業研究Ⅰ 2 ◎卒業研究Ⅱ 4

★事業管理コース基幹科目
◎会計学概論 2 会計学 2 企業会計 2 税務会計 2
◎金融論 2 経営財務 2 ＣＳＲ・経営倫理 2
◎経営組織論 2 人的資源管理論 2

経営情報管理 2
★事業戦略コース基幹科目
経営戦略論 2 ビジネスプロセスマネジメント 2 ロジスティクス 2 現代企業論 2
マーケティング 2 販売促進 2 マーケティングリサーチ 2 ブランディング 2

eビジネス 2 リスクマネジメント 2
★共通関連科目
地域資源論 2 都市と文化 2 地域交流論 2 地域産業政策 2
地域社会学 2 行政学 2 都市計画 2 地域環境政策 2
国土・地域計画 2 社会的共通資本 2 地方自治 2 地域福祉政策 2
地域分析学 2 計量経済学 2 コミュニティ創造 2 行政評価 2

交通計画 2 社会起業論 2
防災計画 2

★社会基盤科目
民法 2 商法・会社法 2 知的財産管理 2
公法 2

卒業
研究 ◎事業プランニング演習Ⅰ 2 ◎事業プランニング演習Ⅱ 2 ◎卒業研究Ⅰ 2 ◎卒業研究Ⅱ 4

必修を
含めて
36単位

以上修得

/86単位

卒業要件単位に算入可能
/20単位

10単位まで
卒業要件単位に算入可能

/38単位

卒業要件単位に算入可能
/ 8単位

必修を
含めて
125単位
以上修得
/234単位

必修を
含めて
34単位

以上修得

/42単位

(必修)10単位

(必修)10単位

(必修)26単位

(選択) 8単位以上/16単位

卒業要件単位に算入可能
/20単位

10単位まで
卒業要件単位に算入可能

/38単位

卒業要件単位に算入可能
/ 8単位

(必修) 4単位

(選択)12単位以上/16単位

必修を
含めて
36単位

以上修得

/86単位

(必修) 6単位

(選択)10単位以上/14単位

専
門
基
礎
科
目

専
門
科
目（
基
幹
）

専
門
科
目（
関
連
）

専
門
科
目（
基
幹
）

専
門
科
目（
関
連
）

３年後期 ４年前期 ４年後期 必要単位数／配当単位数１年前期 １年後期 ２年前期 ２年後期 ３年前期

基
盤
教
育
科
目

(

全
学
群
共
通

)

F
C

(必修)21単位

※留学生は、English Self-
ExpressionⅠ・Ⅱ・Ⅲ、English
Reading SkillsⅠ・Ⅱ、English for
Academic PurposesⅠの中から2単位
以上選択必修

必修を
含めて
45単位

以上修得

/96単位

G
C (選択) 3単位以上/15単位

S
S

(必修) 2単位

(選択)14単位以上/34単位
N
S

A
S （選択）2単位以上/11単位

留学 ※留学生のみ履修可能
(必修)7単位/8単位

全学共通科目
コミュニティ・プランナー
フィールドワーク演習

事業プランニング学類 卒業要件

　基盤教育科目から45単位、専門基礎科目から34単位、専門科目から36単位（※）、
卒業研究から10単位を履修し合計で125単位履修すること。
履修科目の登録の上限：49単位（年間）

　ただし、1年次における基盤教育科目の履修登録単位数の上限は35単位
※専門科目については、基幹科目と関連科目を組み合わせて36単位を履修すること。

基幹科目は自コースの基幹科目から16単位の履修が必要となる。

関連科目について、共通関連科目は最大10単位までしか卒業要件に算入できないが、
他コースの基幹科目及び自コースの基幹科目の必要単位数を超えるものについては
関連科目としてみなすことができる。

　全学共通科目のコミュニティ・プランナー概論及び演習、グローバル
インターンシップ、学外研修は基盤教育科目に参入可能。

専門科目履修方法

専門科目履修方法

①自コース基幹科目16 単位を履修する。
②関連科目を 20 単位履修する。

＜関連科目の履修方法について＞
①共通関連科目（最大10単位まで認定可能）
②社会基盤科目
③事業戦略コース基幹科目
④事業管理コース基幹科目で16単位を越えて履修した科目

①自コース基幹科目16単位を履修する。
②関連科目を20単位履修する。

＜関連科目の履修方法について＞
①共通関連科目（最大10単位まで認定可能）
②社会基盤科目
③事業管理コース基幹科目
④事業戦略コース基幹科目で16単位を
　越えて履修した科目

通
共
類
学

産学連携講座Ⅰ，Ⅱ及びCP実践論・
CPFW演習は卒業要件単位に含まない
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（６）事業プランニング学類の科目配当表 凡例 ◎必修科目

必 科目名 単位 必 科目名 単位 必 科目名 単位 必 科目名 単位 必 科目名 単位 必 科目名 単位 必 科目名 単位 必 科目名 単位
◎スタートアップ・セミナー 2 ◎アカデミック・セミナー 2
◎社会の中で生きる 1 ◎キャリアデザインⅠ 1
◎大学での学び入門 1
◎宮城大学の知の体系 2
◎地域フィールドワーク 2
◎データサイエンス入門 2 ◎情報化社会と技術 2
◎ English Self-Expression Ⅰ 1 ◎English Self-Expression Ⅱ 1 ◎ English Self-Expression Ⅲ 1
◎English Reading Skills Ⅰ 1 ◎English Reading Skills Ⅱ 1 ◎ English for Academic Purposes Ⅰ 1

Intercultural Communication 2 Practical English 1 English for Academic Purposes Ⅱ 1
Global Studies Ⅰ 2 Global Studies Ⅱ 2 Extensive Listening 1
中国語Ⅰ 1 中国語Ⅱ 1
韓国語Ⅰ 1 韓国語Ⅱ 1
ベトナム語Ⅰ（集中） 1 ベトナム語Ⅱ（集中） 1
日本の歴史と文化 2 世界の歴史と文化 2

東北の歴史と文化 2
現代社会と哲学 2 現代社会の諸相 2
人と宗教 2 憲法 2
心理学 2 社会と経済 2
数理科学 2 環境科学入門 2
生命科学 2 地球と宇宙 2
数学概論 2 ◎基礎統計学 2
物理概論 2
化学概論 2
生物概論 2
音楽 2 美術 2
健康科学 2
スポーツ科学 1
スポーツ実技 1 体を動かす楽しみ 1
アートサイエンス概論 1 総合芸術（集中） 1

基ゼ 全学自由ゼミ（集中） 1
◎日本語Ⅰ 1 ◎日本語Ⅱ 1

1
1

◎日本語Ⅲ 1 日本語Ⅳ 1

◎日本事情Ⅰ 2 ◎日本事情Ⅱ 2
コミュニティ・プランナー概論及び演習 2 コミュニティ・プランナー実践論 2 2グローバルインターンシップ（集中） 2 学外研修（集中）

産学連携講座Ⅰ（通年）
産学連携講座Ⅱ（通年）

2

◎事業構想学概論 2 地域調査法 2 社会調査法 2 地理情報分析 2
◎地域活性化とビジネス 1 ◎地域政策概論 2 ◎法学概論 2 消費者心理学 2
◎地域社会・産業とデザイン 1 ◎ビジネスモデル論 2 ◎経営学概論 2 ゲーム理論 2

◎ミクロ経済学 2 ◎マクロ経済学 2
◎応用統計処理 2
◎データサイエンス 2 数理計画 2 多変量解析 2
◎キャリアデザインⅡ 1 ◎キャリア開発Ⅰ 1 ◎キャリア開発Ⅱ 1 ◎キャリア開発Ⅲ 1
◎インターンシップⅠ 2 インターンシップⅡ 2

★事業戦略コース基幹科目
◎経営戦略論 2 ビジネスプロセスマネジメント 2 ロジスティクス 2 現代企業論 2
◎マーケティング 2 販売促進 2 マーケティングリサーチ 2 ブランディング 2

eビジネス 2 リスクマネジメント 2
★事業管理コース基幹科目
会計学概論 2 会計学 2 企業会計 2 税務会計 2
金融論 2 経営財務 2 ＣＳＲ・経営倫理 2
経営組織論 2 人的資源管理論 2

経営情報管理 2
★共通関連科目
地域資源論 2 都市と文化 2 地域交流論 2 地域産業政策 2
地域社会学 2 行政学 2 都市計画 2 地域環境政策 2
国土・地域計画 2 社会的共通資本 2 地方自治 2 地域福祉政策 2
地域分析学 2 計量経済学 2 コミュニティ創造 2 行政評価 2

交通計画 2 社会起業論 2
防災計画 2

★社会基盤科目
民法 2 商法・会社法 2 知的財産管理 2
公法 2

卒業
研究 ◎事業プランニング演習Ⅰ 2 ◎事業プランニング演習Ⅱ 2 ◎卒業研究Ⅰ 2 ◎卒業研究Ⅱ 4

★事業管理コース基幹科目
◎会計学概論 2 会計学 2 企業会計 2 税務会計 2
◎金融論 2 経営財務 2 ＣＳＲ・経営倫理 2
◎経営組織論 2 人的資源管理論 2

経営情報管理 2
★事業戦略コース基幹科目
経営戦略論 2 ビジネスプロセスマネジメント 2 ロジスティクス 2 現代企業論 2
マーケティング 2 販売促進 2 マーケティングリサーチ 2 ブランディング 2

eビジネス 2 リスクマネジメント 2
★共通関連科目
地域資源論 2 都市と文化 2 地域交流論 2 地域産業政策 2
地域社会学 2 行政学 2 都市計画 2 地域環境政策 2
国土・地域計画 2 社会的共通資本 2 地方自治 2 地域福祉政策 2
地域分析学 2 計量経済学 2 コミュニティ創造 2 行政評価 2

交通計画 2 社会起業論 2
防災計画 2

★社会基盤科目
民法 2 商法・会社法 2 知的財産管理 2
公法 2

卒業
研究 ◎事業プランニング演習Ⅰ 2 ◎事業プランニング演習Ⅱ 2 ◎卒業研究Ⅰ 2 ◎卒業研究Ⅱ 4

必修を
含めて
36単位

以上修得

/86単位

卒業要件単位に算入可能
/20単位

10単位まで
卒業要件単位に算入可能

/38単位

卒業要件単位に算入可能
/ 8単位

必修を
含めて
125単位
以上修得
/234単位

必修を
含めて
34単位

以上修得

/42単位

(必修)10単位

(必修)10単位

(必修)26単位

(選択) 8単位以上/16単位

卒業要件単位に算入可能
/20単位

10単位まで
卒業要件単位に算入可能

/38単位

卒業要件単位に算入可能
/ 8単位

(必修) 4単位

(選択)12単位以上/16単位

必修を
含めて
36単位

以上修得

/86単位

(必修) 6単位

(選択)10単位以上/14単位

専
門
基
礎
科
目

専
門
科
目（
基
幹
）

専
門
科
目（
関
連
）

専
門
科
目（
基
幹
）

専
門
科
目（
関
連
）

３年後期 ４年前期 ４年後期 必要単位数／配当単位数１年前期 １年後期 ２年前期 ２年後期 ３年前期

基
盤
教
育
科
目

(

全
学
群
共
通

)

F
C

(必修)21単位

※留学生は、English Self-
ExpressionⅠ・Ⅱ・Ⅲ、English
Reading SkillsⅠ・Ⅱ、English for
Academic PurposesⅠの中から2単位
以上選択必修

必修を
含めて
45単位

以上修得

/96単位

G
C (選択) 3単位以上/15単位

S
S

(必修) 2単位

(選択)14単位以上/34単位
N
S

A
S （選択）2単位以上/11単位

留学 ※留学生のみ履修可能
(必修)7単位/8単位

全学共通科目
コミュニティ・プランナー
フィールドワーク演習

事業プランニング学類 卒業要件

　基盤教育科目から45単位、専門基礎科目から34単位、専門科目から36単位（※）、
卒業研究から10単位を履修し合計で125単位履修すること。
履修科目の登録の上限：49単位（年間）

　ただし、1年次における基盤教育科目の履修登録単位数の上限は35単位
※専門科目については、基幹科目と関連科目を組み合わせて36単位を履修すること。

基幹科目は自コースの基幹科目から16単位の履修が必要となる。

関連科目について、共通関連科目は最大10単位までしか卒業要件に算入できないが、
他コースの基幹科目及び自コースの基幹科目の必要単位数を超えるものについては
関連科目としてみなすことができる。

　全学共通科目のコミュニティ・プランナー概論及び演習、グローバル
インターンシップ、学外研修は基盤教育科目に参入可能。

専門科目履修方法

専門科目履修方法

①自コース基幹科目16 単位を履修する。
②関連科目を 20 単位履修する。

＜関連科目の履修方法について＞
①共通関連科目（最大10単位まで認定可能）
②社会基盤科目
③事業戦略コース基幹科目
④事業管理コース基幹科目で16単位を越えて履修した科目

①自コース基幹科目16単位を履修する。
②関連科目を20単位履修する。

＜関連科目の履修方法について＞
①共通関連科目（最大10単位まで認定可能）
②社会基盤科目
③事業管理コース基幹科目
④事業戦略コース基幹科目で16単位を
　越えて履修した科目

通
共
類
学

産学連携講座Ⅰ，Ⅱ及びCP実践論・
CPFW演習は卒業要件単位に含まない
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（7）履修モデル
事業戦略・事業管理の各コースにおいて，卒業要件単位を最低限で満たすための標準的な履修モデル（履修例）を示すものである。
実際の科目履修にあたっては，自らの望む進路を考慮して，下に示す各系の履修モデルを参考に履修を進めることが望まれる。なお，
各コースにおける展開モデルは以下のとおりである。

凡例：●…必修，○…選択科目，◎…選択科目（選択が推奨されるもの），★…資格取得に関連する科目

1後 2 講義 ● ● ●● ●
1後 1 講義 ● ● ●● ●
1後 1 講義 ● ● ●● ●
2前 2 講義 ● ● ●● ●
2前 2 講義 ● ● ●● ●
2前 2 講義 ● ● ●● ●
2前 2 講義 ○
2前 2 講義 ● ● ●● ●
2前 2 講義 ● ● ●● ●
2前 1 講義 ● ● ●● ●
2前 2 講義 ● ● ●● ●
2後 2 講義 ● ● ●● ●
2後 2 講義 ● ● ●● ●
2後 2 講義 ● ● ●● ●
2後 2 講義 ○○
2後 2 講義 ○○
2後 1 講義 ● ● ●● ●
3前 2 講義 ◎ ◎○ ○
3前 2 講義 ◎ ◎○
3前 2 講義
3前 2 講義 ○ ○○
3前 1 講義 ● ● ●● ●
3前 2 講義 ○ ○ ○○ ○
3後 1 講義 ● ● ●● ●
2後 2 講義 ● ◎ ○● ○
2後 2 講義 ● ○ ○● ○
3前 2 講義 ◎ ○ ○○
3前 2 講義 ◎○
3後 2 講義 ◎○
3後 2 講義 ◎○
3後 2 講義 ◎○
4前 2 講義 ◎ ◎ ◎○ ○
4前 2 講義 ◎○
4前 2 講義 ◎ ◎ ◎○ ○
2後 2 講義 ○ ● ●○ ●
2後 2 講義 ○ ● ●○ ●
2後 2 講義 ○ ● ●○ ●
3前 2 講義 ◎ ◎○
3前 2 講義 ◎ ◎○ ○
3前 2 講義 ◎ ◎○
3前 2 講義 ◎ ○○
3後 2 講義 ◎ ◎○
4前 2 講義 ◎ ◎○
4前 2 講義 ◎ ○○
2後 2 講義 ○ ○○
2後 2 講義
2後 2 講義
2後 2 講義 ○
3前 2 講義
3前 2 講義 ◎○
3前 2 講義
3前 2 講義
3後 2 講義
3後 2 講義 ○
3後 2 講義 ○
3後 2 講義
3後 2 講義 ○
4前 2 講義 ○ ○
4前 2 講義
4前 2 講義 ○
4前 2 講義 ○
4前 2 講義 ○ ○○
4前 2 講義

専
門
基
礎
科
目

事業管理コース
は必修

事業戦略コース
は必修

専
門
科
目

関
連
科
目

基
幹
科
目

事
業
戦
略
コ

ス
基
幹
科
目
事
業
管
理
コ

ス
基
幹
科
目

共
通
関
連
科
目

地域社会・産業とデザイン
地域政策概論
ビジネスモデル論
ミクロ経済学
地域調査法

事業構想学概論
地域活性化とビジネス

経営学概論
マクロ経済学
社会調査法
数理計画
キャリア開発Ⅰ

データサイエンス
応用統計処理
キャリアデザインⅡ
インターンシップⅠ
法学概論

インターンシップⅡ
キャリア開発Ⅲ
経営戦略論
マーケティング
ビジネスプロセスマネジメント

消費者心理学
ゲーム理論
地理情報分析
多変量解析
キャリア開発Ⅱ

ブランディング
リスクマネジメント
会計学概論
金融論
経営組織論

販売促進
ロジスティクス
マーケティングリサーチ
eビジネス
現代企業論

計量経済学

税務会計
ＣＳＲ・経営倫理
地域資源論
地域社会学
国土・地域計画

会計学
経営財務
人的資源管理論
経営情報管理
企業会計

防災計画

地域産業政策
地域環境政策
地域福祉政策
行政評価
社会起業論

地域交流論
都市計画
地方自治
コミュニティ創造
交通計画

地域分析学
都市と文化
行政学
社会的共通資本

必修科目を
含めて
36単位
以上修得

必修科目
を含めて
34単位以上
修得

事業戦略
コースは
必修を含めて
16単位以上
修得

事業管理
コースは
必修を含めて
16単位以上
修得

10単位まで
卒業要件
単位に
算入可能

3前 2 講義 ◎ ◎ ◎○ ○
3前 2 講義 ○ ◎ ○○
3後 2 講義 ◎ ◎ ◎○ ○
4前 2 講義 ○ ◎ ○
3前 2 演習 ● ● ●● ●
3後 2 演習 ● ● ●● ●
4前 2 演習 ● ● ●● ●
4後 4 演習 ● ● ●● ●

基盤教育科目、全学共通科目、専門基礎科目、専門科目、卒業研究の合計 139 133 140125 125 卒業要件単位数125単位以上修得

社
会
基
盤

科
目

卒
業
研
究

関
連
科
目

事業プランニング演習Ⅰ
事業プランニング演習Ⅱ
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ

民法
公法
商法・会社法
知的財産管理

10単位必修

①事業戦略コース

②事業管理コース

事業開発・起業系

会計・法務資格系

マネジメント系

　実業界の様々なビジネスモデルを評価分析・再構築するためのマーケティングスキルから、新たな付加
価値を企画開発するプランナー・アナリスト・起業家となることを目指す。

　資格試験に関連する知識・技術を学び、公認会計士・税理士・社会保険労務士や国税専門官・財務
専門官・各種公務員等、会計・法務などの専門家となることを目指す。
　幅広い視野から社会経済環境の変化を把握し、それを戦略構築や組織のマネジメントに活かすことを通
じて、ビジネスのリーダーとなることを目指す。

区分ごとの要件１ 区分ごとの要件２ 備考

1前 2 講義 ● ● ● ● ●
1前 1 講義 ● ● ● ● ●
1前 1 講義 ● ● ● ● ●
1後 1 講義 ● ● ● ● ●
1前 2 講義 ● ● ● ● ●
1後 2 講義 ● ● ● ● ●
1前 2 講義 ● ● ● ● ●
1後 2 講義 ● ● ● ● ●
1前 2 講義 ● ● ● ● ●
1前 1 演習 ● ● ● ● ●
1前 1 演習 ● ● ● ● ●
1後 1 演習 ● ● ● ● ●
1後 1 演習 ● ● ● ● ●
2前 1 演習 ● ● ● ● ●
2前 1 演習 ● ● ● ● ●
2後 1 演習 ○ ○ ◎ ◎ ◎
2後 1 演習 ○ ○ ◎ ◎ ◎
2前 1 演習 ○ ○ ○ ○ ○

1・2前 1 演習
1・2後 1 演習
1・2前 1 演習
1・2後 1 演習

1・2集中 1 演習
1・2集中 1 演習
1・2前 2 講義 ○
1・2後 2 講義
1・2前 2 講義
1・2前 2 講義 ○ ○ ◎ ○ ◎
1・2後 2 講義 ○ ○ ◎ ◎
1・2後 2 講義 ○ ○ ○ ○
1・2前 2 講義 ○
1・2前 2 講義 ○
1・2前 2 講義 ○ ○ ○ ○ ◎
1・2後 2 講義 ○ ○ ◎ ◎ ○
1・2後 2 講義 ○ ○ ○ ◎ ○
1・2後 2 講義 ○ ○ ○ ◎ ○
1・2前 2 講義
1・2前 2 講義
1・2後 2 講義
1・2後 2 講義
1・2前 2 講義 ○ ○ ○ ○
1・2前 2 講義
1・2前 2 講義
1・2前 2 講義

1後 2 講義 ● ● ● ● ●
1・2前 2 講義
1・2後 2 講義
1・2前 2 講義 ○ ○ ○ ○ ○

1前 1 講義
1集中 1 実験・実習

1・2前 1 講義
1・2前 1 実験・実習

1・2後 1 実験・実習 ○ ○ ○ ○ ○
1・2集中 1 演習 ○

1前 1 演習
1後 1 演習
2前 1 演習
2後 1 演習 留学生の選択科目
1前 2 講義
1後 2 講義
2前 2 講義
2後 2 講義
3前 2 演習

1・2集中 2 演習 ○ ○
1・2集中 2 演習 ○ ○
1・2通 1 講義
1・2通 1 講義

グローバルインターンシップ
学外研修
産学連携講座Ⅰ
産学連携講座Ⅱ

日本事情Ⅱ
コミュニティ・プランナー概論及び演習
コミュニティ・プランナー実践論
コミュニティ・プランナーフィールドワーク演習

全学自由ゼミ
日本語Ⅰ
日本語Ⅱ
日本語Ⅲ
日本語Ⅳ

科目
区分

数理科学
生命科学

アートサイエンス概論
総合芸術
スポーツ科学
スポーツ実技
体を動かす楽しみ

生物概論
基礎統計学
音楽
美術
健康科学

現代社会と哲学

宮城大学の知の体系
大学での学び入門
社会の中で生きる
キャリアデザインⅠ
スタートアップ・セミナー
アカデミック・セミナー
地域フィールドワーク
情報化社会と技術
データサイエンス入門
English Reading SkillsⅠ
English Self-ExpressionⅠ
English Reading SkillsⅡ
English Self-ExpressionⅡ

基
盤
教
育
科
目

社会と経済

授業科目 配当
年次

卒業要件履修モデル

留学生は必修

留学生は必修

卒業要件単位に
含まない

中国語Ⅰ
中国語Ⅱ
韓国語Ⅰ
韓国語Ⅱ
ベトナム語Ⅰ

English for Academic PurposesⅠ
English Self-ExpressionⅢ
English for Academic PurposesⅡ
Extensive Listening
Practical English

世界の歴史と文化
東北の歴史と文化

基本モデル

卒業要件単位に
含まない

フ
レ

シ

マ
ン
コ
ア

グ
ロ

バ
ル
コ
ミ

ニ
ケ

シ

ン
ソ

シ

ル
サ
イ
エ
ン
ス
ナ
チ

ラ
ル
サ
イ
エ
ン
ス

ア

ト
サ
イ
エ
ン
ス

基盤ゼミ

留
学
生
対
象

全学
共通科目

人と宗教
心理学

ベトナム語Ⅱ
Global StudiesⅠ
Global StudiesⅡ
Intercultural Communication
日本の歴史と文化

環境科学入門
地球と宇宙
数学概論
物理概論
化学概論

現代社会の諸相
憲法

日本事情Ⅰ

留学生は
15単位必修

必修科目を
含めて
45単位
以上修得

留学生のみ
履修可能

3単位以上
修得

必修を含めて
16単位以上
修得

2単位以上
修得

21単位必修
※ただし
留学生に
ついては
備考の
とおりとする

留学生は
2単位以上
選択必修

凡例：●…必修，○…選択科目，◎…選択科目（選択が推奨されるもの），★…資格取得に関連する科目
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区分ごとの要件１ 区分ごとの要件２ 備考
科目
区分 授業科目 配当

年次

卒業要件履修モデル基本モデル
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（7）履修モデル
事業戦略・事業管理の各コースにおいて，卒業要件単位を最低限で満たすための標準的な履修モデル（履修例）を示すものである。

実際の科目履修にあたっては，自らの望む進路を考慮して，下に示す各系の履修モデルを参考に履修を進めることが望まれる。なお，
各コースにおける展開モデルは以下のとおりである。

凡例：●…必修，○…選択科目，◎…選択科目（選択が推奨されるもの），★…資格取得に関連する科目

1後 2 講義 ● ● ●● ●
1後 1 講義 ● ● ●● ●
1後 1 講義 ● ● ●● ●
2前 2 講義 ● ● ●● ●
2前 2 講義 ● ● ●● ●
2前 2 講義 ● ● ●● ●
2前 2 講義 ○
2前 2 講義 ● ● ●● ●
2前 2 講義 ● ● ●● ●
2前 1 講義 ● ● ●● ●
2前 2 講義 ● ● ●● ●
2後 2 講義 ● ● ●● ●
2後 2 講義 ● ● ●● ●
2後 2 講義 ● ● ●● ●
2後 2 講義 ○○
2後 2 講義 ○○
2後 1 講義 ● ● ●● ●
3前 2 講義 ◎ ◎○ ○
3前 2 講義 ◎ ◎○
3前 2 講義
3前 2 講義 ○ ○○
3前 1 講義 ● ● ●● ●
3前 2 講義 ○ ○ ○○ ○
3後 1 講義 ● ● ●● ●
2後 2 講義 ● ◎ ○● ○
2後 2 講義 ● ○ ○● ○
3前 2 講義 ◎ ○ ○○
3前 2 講義 ◎○
3後 2 講義 ◎○
3後 2 講義 ◎○
3後 2 講義 ◎○
4前 2 講義 ◎ ◎ ◎○ ○
4前 2 講義 ◎○
4前 2 講義 ◎ ◎ ◎○ ○
2後 2 講義 ○ ● ●○ ●
2後 2 講義 ○ ● ●○ ●
2後 2 講義 ○ ● ●○ ●
3前 2 講義 ◎ ◎○
3前 2 講義 ◎ ◎○ ○
3前 2 講義 ◎ ◎○
3前 2 講義 ◎ ○○
3後 2 講義 ◎ ◎○
4前 2 講義 ◎ ◎○
4前 2 講義 ◎ ○○
2後 2 講義 ○ ○○
2後 2 講義
2後 2 講義
2後 2 講義 ○
3前 2 講義
3前 2 講義 ◎○
3前 2 講義
3前 2 講義
3後 2 講義
3後 2 講義 ○
3後 2 講義 ○
3後 2 講義
3後 2 講義 ○
4前 2 講義 ○ ○
4前 2 講義
4前 2 講義 ○
4前 2 講義 ○
4前 2 講義 ○ ○○
4前 2 講義

専
門
基
礎
科
目

事業管理コース
は必修

事業戦略コース
は必修

専
門
科
目

関
連
科
目

基
幹
科
目

事
業
戦
略
コ

ス
基
幹
科
目
事
業
管
理
コ

ス
基
幹
科
目

共
通
関
連
科
目

地域社会・産業とデザイン
地域政策概論
ビジネスモデル論
ミクロ経済学
地域調査法

事業構想学概論
地域活性化とビジネス

経営学概論
マクロ経済学
社会調査法
数理計画
キャリア開発Ⅰ

データサイエンス
応用統計処理
キャリアデザインⅡ
インターンシップⅠ
法学概論

インターンシップⅡ
キャリア開発Ⅲ
経営戦略論
マーケティング
ビジネスプロセスマネジメント

消費者心理学
ゲーム理論
地理情報分析
多変量解析
キャリア開発Ⅱ

ブランディング
リスクマネジメント
会計学概論
金融論
経営組織論

販売促進
ロジスティクス
マーケティングリサーチ
eビジネス
現代企業論

計量経済学

税務会計
ＣＳＲ・経営倫理
地域資源論
地域社会学
国土・地域計画

会計学
経営財務
人的資源管理論
経営情報管理
企業会計

防災計画

地域産業政策
地域環境政策
地域福祉政策
行政評価
社会起業論

地域交流論
都市計画
地方自治
コミュニティ創造
交通計画

地域分析学
都市と文化
行政学
社会的共通資本

必修科目を
含めて
36単位
以上修得

必修科目
を含めて
34単位以上
修得

事業戦略
コースは
必修を含めて
16単位以上
修得

事業管理
コースは
必修を含めて
16単位以上
修得

10単位まで
卒業要件
単位に
算入可能

3前 2 講義 ◎ ◎ ◎○ ○
3前 2 講義 ○ ◎ ○○
3後 2 講義 ◎ ◎ ◎○ ○
4前 2 講義 ○ ◎ ○
3前 2 演習 ● ● ●● ●
3後 2 演習 ● ● ●● ●
4前 2 演習 ● ● ●● ●
4後 4 演習 ● ● ●● ●

基盤教育科目、全学共通科目、専門基礎科目、専門科目、卒業研究の合計 139 133 140125 125 卒業要件単位数125単位以上修得

社
会
基
盤

科
目

卒
業
研
究

関
連
科
目

事業プランニング演習Ⅰ
事業プランニング演習Ⅱ
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ

民法
公法
商法・会社法
知的財産管理

10単位必修

①事業戦略コース

②事業管理コース

事業開発・起業系

会計・法務資格系

マネジメント系

　実業界の様々なビジネスモデルを評価分析・再構築するためのマーケティングスキルから、新たな付加
価値を企画開発するプランナー・アナリスト・起業家となることを目指す。

　資格試験に関連する知識・技術を学び、公認会計士・税理士・社会保険労務士や国税専門官・財務
専門官・各種公務員等、会計・法務などの専門家となることを目指す。
　幅広い視野から社会経済環境の変化を把握し、それを戦略構築や組織のマネジメントに活かすことを通
じて、ビジネスのリーダーとなることを目指す。

区分ごとの要件１ 区分ごとの要件２ 備考

1前 2 講義 ● ● ● ● ●
1前 1 講義 ● ● ● ● ●
1前 1 講義 ● ● ● ● ●
1後 1 講義 ● ● ● ● ●
1前 2 講義 ● ● ● ● ●
1後 2 講義 ● ● ● ● ●
1前 2 講義 ● ● ● ● ●
1後 2 講義 ● ● ● ● ●
1前 2 講義 ● ● ● ● ●
1前 1 演習 ● ● ● ● ●
1前 1 演習 ● ● ● ● ●
1後 1 演習 ● ● ● ● ●
1後 1 演習 ● ● ● ● ●
2前 1 演習 ● ● ● ● ●
2前 1 演習 ● ● ● ● ●
2後 1 演習 ○ ○ ◎ ◎ ◎
2後 1 演習 ○ ○ ◎ ◎ ◎
2前 1 演習 ○ ○ ○ ○ ○

1・2前 1 演習
1・2後 1 演習
1・2前 1 演習
1・2後 1 演習

1・2集中 1 演習
1・2集中 1 演習
1・2前 2 講義 ○
1・2後 2 講義
1・2前 2 講義
1・2前 2 講義 ○ ○ ◎ ○ ◎
1・2後 2 講義 ○ ○ ◎ ◎
1・2後 2 講義 ○ ○ ○ ○
1・2前 2 講義 ○
1・2前 2 講義 ○
1・2前 2 講義 ○ ○ ○ ○ ◎
1・2後 2 講義 ○ ○ ◎ ◎ ○
1・2後 2 講義 ○ ○ ○ ◎ ○
1・2後 2 講義 ○ ○ ○ ◎ ○
1・2前 2 講義
1・2前 2 講義
1・2後 2 講義
1・2後 2 講義
1・2前 2 講義 ○ ○ ○ ○
1・2前 2 講義
1・2前 2 講義
1・2前 2 講義

1後 2 講義 ● ● ● ● ●
1・2前 2 講義
1・2後 2 講義
1・2前 2 講義 ○ ○ ○ ○ ○

1前 1 講義
1集中 1 実験・実習

1・2前 1 講義
1・2前 1 実験・実習

1・2後 1 実験・実習 ○ ○ ○ ○ ○
1・2集中 1 演習 ○

1前 1 演習
1後 1 演習
2前 1 演習
2後 1 演習 留学生の選択科目
1前 2 講義
1後 2 講義
2前 2 講義
2後 2 講義
3前 2 演習

1・2集中 2 演習 ○ ○
1・2集中 2 演習 ○ ○
1・2通 1 講義
1・2通 1 講義

グローバルインターンシップ
学外研修
産学連携講座Ⅰ
産学連携講座Ⅱ

日本事情Ⅱ
コミュニティ・プランナー概論及び演習
コミュニティ・プランナー実践論
コミュニティ・プランナーフィールドワーク演習

全学自由ゼミ
日本語Ⅰ
日本語Ⅱ
日本語Ⅲ
日本語Ⅳ

科目
区分

数理科学
生命科学

アートサイエンス概論
総合芸術
スポーツ科学
スポーツ実技
体を動かす楽しみ

生物概論
基礎統計学
音楽
美術
健康科学

現代社会と哲学

宮城大学の知の体系
大学での学び入門
社会の中で生きる
キャリアデザインⅠ
スタートアップ・セミナー
アカデミック・セミナー
地域フィールドワーク
情報化社会と技術
データサイエンス入門
English Reading SkillsⅠ
English Self-ExpressionⅠ
English Reading SkillsⅡ
English Self-ExpressionⅡ

基
盤
教
育
科
目

社会と経済

授業科目 配当
年次

卒業要件履修モデル

留学生は必修

留学生は必修

卒業要件単位に
含まない

中国語Ⅰ
中国語Ⅱ
韓国語Ⅰ
韓国語Ⅱ
ベトナム語Ⅰ

English for Academic PurposesⅠ
English Self-ExpressionⅢ
English for Academic PurposesⅡ
Extensive Listening
Practical English

世界の歴史と文化
東北の歴史と文化

基本モデル

卒業要件単位に
含まない
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ン
ソ
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イ
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ラ
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サ
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ン
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基盤ゼミ

留
学
生
対
象

全学
共通科目

人と宗教
心理学

ベトナム語Ⅱ
Global StudiesⅠ
Global StudiesⅡ
Intercultural Communication
日本の歴史と文化

環境科学入門
地球と宇宙
数学概論
物理概論
化学概論

現代社会の諸相
憲法

日本事情Ⅰ

留学生は
15単位必修

必修科目を
含めて
45単位
以上修得

留学生のみ
履修可能

3単位以上
修得

必修を含めて
16単位以上
修得

2単位以上
修得

21単位必修
※ただし
留学生に
ついては
備考の
とおりとする

留学生は
2単位以上
選択必修

凡例：●…必修，○…選択科目，◎…選択科目（選択が推奨されるもの），★…資格取得に関連する科目

態
形
業
授

数
位
単

系
業
起
・
発
開
業
事

系
格
資
務
法
・
計
会

系
ト
ン
メ
ジ
ネ
マ

区分ごとの要件１ 区分ごとの要件２ 備考
科目
区分 授業科目 配当

年次

卒業要件履修モデル基本モデル

態
形
業
授

数
位
単

系
業
起
・
発
開
業
事

系
格
資
務
法
・
計
会

系
ト
ン
メ
ジ
ネ
マ
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３―地域創生学類について

（1）カリキュラムの特徴
地域創生学類では、１年次に「フレッシュマンコア」を中心とした基盤教育科目と事業構想学群共通の専門基礎科目を学びます。

１年次末までに自分の進む学類が決まり、２年次からは、学類共通の基礎科目を学びます。２年次後期からは、地域政策コース
か地域科学コースのいずれかを選択し、コース毎に専門科目 ( 基幹 ) を学びます。また、自分の将来イメージに併せて、他
コースの専門科目 ( 基幹 ) や他学類の専門科目 ( 関連 ) も履修することができます。４年次の卒業研究は４年間の学びの集大
成となります。

（2）地域創生学類の教育目標

　現実の社会で顕在化している諸問題を分析し、地域資源も活用することで新たな
地域を創生する能力（地域創生力）を育成することを目的にカリキュラムを構成する。
　地域創生における専門力を高めるため、地域行政・政策・まちづくりを対象とした「地
域政策」、地域における社会・経済現象等の科学的分析を対象とした「地域科学」
に分類し、それぞれを履修コースとして定める。

　事業構想学群地域創生学類では、以下
の要件を満たした学生に学士（地域創生
学）の学位を授与する。

　事業構想学の学びに共通して基礎となる概念や理論、分析手法を教授するととも
に、地域創生学の基礎となる経済学や数理分析に関する基本的な理論を教授する
ための専門基礎科目を置く。それを基盤に履修コースに応じた専門科目を展開する。
　地域政策コースの専門科目では、地域課題を見出し、その課題解決に求められる
理論や方法を教授する。
　地域科学コースの専門科目では、地域・社会構造に関する理論や定量分析手法
を教授する。
　自らの履修コース以外の専門科目を関連科目とし、専門に応じて必要な知識を補
完する。

　地域の分析や計画に関する理論と事例
を理解し、社会の動きや人々のニーズを
客観的に捉えることができる。

学
類
共
通

　学生の協働性を育むために、学生がチームでプロジェクトに取り組む演習を配置す
る。また講義科目においても学生の協働性を生かした教育方法を採用する。実社会
における協働能力を養うために、学外でのインターンシップを取り入れたキャリア教育
を実施する。

　他者との関係を意識しながらチームで
プロジェクトに取り組むことができる。協

働
性

　学期毎に設けられる専門演習科目では、学生が主体的に創造する能力を育成する
ための課題設定を行う。最終年次においては、学生がそれまでに身につけた知識・
技術と思考力・判断力・表現力を総合的に生かして、自らが観察・分析により発見
した地域創生の課題に取り組む「卒業研究」を設ける。キャリア教育では、事業構
想の諸分野を知り、その中で自分の将来像をデザインできるようにするためのプログ
ラムを取り入れる。

　自ら現状を観察・分析し、課題を発見
し、その原因を探求し、解決することがで
きる。主

体
性

知
識
・
技
術

　表現力を育成するために、演習や卒業研究に関する自らの発表機会を積極的に設
けるとともに、講義科目においても学生の表現力育成を考慮した教育方法を採用する。

　課題について議論し、調査・分析結果や
提案を資料にまとめ発表することができる。

表
現

　地域創生に必要とされる地域・社会への洞察力と客観的な思考力および論理的
な判断力を育成するために、各コースの専門科目と協調した演習科目を置く。

　地域の歴史や世界の動きを踏まえ、定
量的な思考も加えて、論理的な判断がで
きる。

思
考
力

判
断
力

ディプロマポリシー カリキュラムポリシー

（3）卒業に必要な単位数及び卒業要件

34単位以上

基盤教育
科目

全学共通科目

専門基礎科目

配当単位数 選択必修 必要単位数必修単位数

フレッシュマンコア（FC）

グローバルコミュニケーション分野（GC）

ソーシャルサイエンス分野（SS）

ナチュラルサイエンス分野（NS）

アートサイエンス分野（AS）

基盤ゼミ

留学生対象

21

15

18

18

11

1

留学生のみ8

6

2

4

42

30

22

40

10

37

10

287

21
（留学生：15）

0

0

2

0

0

留学生のみ7

0

0

0

26

10

6

0

0

0

10

3単位以上

16単位以上

2単位以上

留学生のみ7単位以上

20単位以上

16単位以上

10単位まで算入可専門科目

基幹科目

関連科目

地域政策コース

地域科学コース

共通関連科目

社会基盤科目

生活基盤科目

卒業研究（3年次演習を含む）

合計 125単位以上卒業要件単位数

10単位以上

36単位
以上

45単位
以上

区分

0
（留学生：2）

3以上

14以上

2以上

0

留学生のみ7以上

0

0

8以上

10以上

10以上

0

0

0

0

（卒業要件外）

専門の関連科目に算入可

21
（留学生：17）単位以上
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３―地域創生学類について

（1）カリキュラムの特徴
地域創生学類では、１年次に「フレッシュマンコア」を中心とした基盤教育科目と事業構想学群共通の専門基礎科目を学びます。

１年次末までに自分の進む学類が決まり、２年次からは、学類共通の基礎科目を学びます。２年次後期からは、地域政策コース
か地域科学コースのいずれかを選択し、コース毎に専門科目 ( 基幹 ) を学びます。また、自分の将来イメージに併せて、他
コースの専門科目 ( 基幹 ) や他学類の専門科目 ( 関連 ) も履修することができます。４年次の卒業研究は４年間の学びの集大
成となります。

（2）地域創生学類の教育目標

　現実の社会で顕在化している諸問題を分析し、地域資源も活用することで新たな
地域を創生する能力（地域創生力）を育成することを目的にカリキュラムを構成する。
　地域創生における専門力を高めるため、地域行政・政策・まちづくりを対象とした「地
域政策」、地域における社会・経済現象等の科学的分析を対象とした「地域科学」
に分類し、それぞれを履修コースとして定める。

　事業構想学群地域創生学類では、以下
の要件を満たした学生に学士（地域創生
学）の学位を授与する。

　事業構想学の学びに共通して基礎となる概念や理論、分析手法を教授するととも
に、地域創生学の基礎となる経済学や数理分析に関する基本的な理論を教授する
ための専門基礎科目を置く。それを基盤に履修コースに応じた専門科目を展開する。
　地域政策コースの専門科目では、地域課題を見出し、その課題解決に求められる
理論や方法を教授する。
　地域科学コースの専門科目では、地域・社会構造に関する理論や定量分析手法
を教授する。
　自らの履修コース以外の専門科目を関連科目とし、専門に応じて必要な知識を補
完する。

　地域の分析や計画に関する理論と事例
を理解し、社会の動きや人々のニーズを
客観的に捉えることができる。

学
類
共
通

　学生の協働性を育むために、学生がチームでプロジェクトに取り組む演習を配置す
る。また講義科目においても学生の協働性を生かした教育方法を採用する。実社会
における協働能力を養うために、学外でのインターンシップを取り入れたキャリア教育
を実施する。

　他者との関係を意識しながらチームで
プロジェクトに取り組むことができる。協

働
性

　学期毎に設けられる専門演習科目では、学生が主体的に創造する能力を育成する
ための課題設定を行う。最終年次においては、学生がそれまでに身につけた知識・
技術と思考力・判断力・表現力を総合的に生かして、自らが観察・分析により発見
した地域創生の課題に取り組む「卒業研究」を設ける。キャリア教育では、事業構
想の諸分野を知り、その中で自分の将来像をデザインできるようにするためのプログ
ラムを取り入れる。

　自ら現状を観察・分析し、課題を発見
し、その原因を探求し、解決することがで
きる。主

体
性

知
識
・
技
術

　表現力を育成するために、演習や卒業研究に関する自らの発表機会を積極的に設
けるとともに、講義科目においても学生の表現力育成を考慮した教育方法を採用する。

　課題について議論し、調査・分析結果や
提案を資料にまとめ発表することができる。

表
現

　地域創生に必要とされる地域・社会への洞察力と客観的な思考力および論理的
な判断力を育成するために、各コースの専門科目と協調した演習科目を置く。

　地域の歴史や世界の動きを踏まえ、定
量的な思考も加えて、論理的な判断がで
きる。

思
考
力

判
断
力

ディプロマポリシー カリキュラムポリシー

（3）卒業に必要な単位数及び卒業要件

34単位以上

基盤教育
科目

全学共通科目

専門基礎科目

配当単位数 選択必修 必要単位数必修単位数

フレッシュマンコア（FC）

グローバルコミュニケーション分野（GC）

ソーシャルサイエンス分野（SS）

ナチュラルサイエンス分野（NS）

アートサイエンス分野（AS）

基盤ゼミ

留学生対象

21

15

18

18

11

1

留学生のみ8

6

2

4

42

30

22

40

10

37

10

287

21
（留学生：15）

0

0

2

0

0

留学生のみ7

0

0

0

26

10

6

0

0

0

10

3単位以上

16単位以上

2単位以上

留学生のみ7単位以上

20単位以上

16単位以上

10単位まで算入可専門科目

基幹科目

関連科目

地域政策コース

地域科学コース

共通関連科目

社会基盤科目

生活基盤科目

卒業研究（3年次演習を含む）

合計 125単位以上卒業要件単位数

10単位以上

36単位
以上

45単位
以上

区分

0
（留学生：2）

3以上

14以上

2以上

0

留学生のみ7以上

0

0

8以上

10以上

10以上

0

0

0

0

（卒業要件外）

専門の関連科目に算入可

21
（留学生：17）単位以上
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（4）地域創生学類 地域政策コースのカリキュラムマップ （５）地域創生学類 地域科学コースのカリキュラムマップ

カリキュラムマップ

科目関連図

カリキュラムマップ

科目関連図

（１）知識・技術 （３）表現 （４）主体性 （５）協働性（２）思考力・判断力

科目配当年次

地域創生学類の DP 人間や生活環境に関する理論を理解
し、情報メディアや空間設計の技術を
修得している。

実務で必要なプロセスを理解し、デザ
インに関わる分析力・発想力・設計力
を発揮できる。

課題について議論し、調査・分析結果
や提案を資料にまとめ発表すること
ができる。

自らの分析力・発想力・設計力で、新
たな価値を創造することができる。

他者との関係を意識しながらチームで
プロジェクトに取り組むことができる。

（１）知識・技術 （２）思考力・判断力

科目配当年次

地域創生学類の DP 人間や生活環境に関する理論を理解
し、情報メディアや空間設計の技術を
修得している。

実務で必要なプロセスを理解し、デザ
インに関わる分析力・発想力・設計力
を発揮できる。

（３）表現
課題について議論し、調査・分析結果
や提案を資料にまとめ発表すること
ができる。

（４）主体性
自らの分析力・発想力・設計力で、新
たな価値を創造することができる。

（５）協働性
他者との関係を意識しながらチームで
プロジェクトに取り組むことができる。

●事業構想学概論

●キャリアデザインⅡ

地域調査法

●データサイエンス

●応用統計処理

●インターンシップⅠ

●キャリア開発Ⅰ

地理情報分析

●キャリア開発Ⅱ ●キャリア開発Ⅲ

●地域政策概論 地域資源論

社会調査法

数理計画

インターンシップⅡ

●キャリアデザインⅠ

● データサイエンス入門

●基礎統計学

数学概論

卒業研究

１年 ２年 ３年 ４年

多変量解析

●地域社会学

●法学概論

都市と文化

●行政学

●地方自治
行政評価

地域産業政策

地域環境政策

地域福祉政策●都市計画

社会起業論

●地域創生演習Ⅱ ●卒業研究Ⅰ ●卒業研究Ⅱ

●国土・地域計画

●地域活性化とビジネス

●地域社会・産業と
デザイン

社会的共通資本
地域交流論

コミュニティ創造

●地域創生演習Ⅰ

地域分析学 計量経済学

交通計画

販売促進
マーケティング・リサーチ

●地域フィールドワーク コミュニティ・プランナー
概論及び演習

コミュニティ・プランナー
実践編

コミュニティ・プランナー
フィールドワーク演習

景観工学

地区・街区計画

サステイナブル・
デザイン

●ミクロ経済学

●ビジネスモデル論

●経営学概論

●マクロ経済学

※科目はコミュニティ・プランナー関連科目（全学共通科目）

●卒業研究Ⅰ・●卒業研究Ⅱ

●地域政策概論　地域調査法　●応用統計処理

●English for Academic Purposes Ⅰ
●English Self-Expression Ⅲ

地域資源論 ●地域社会学 国土・地域計画

●キャリアデザインⅡ　●キャリア開発Ⅰ
●インターンシップⅠ 

計量経済学 環境心理・行動学 水資源利用学 災害の科学(水)
交通計画 景観工学 災害の科学(土)

●キャリア開発Ⅱ・●キャリア開発Ⅲ　インターンシップⅡ

防災計画 地区・街区計画

地域産業政策　地域環境政策 地域福祉政策 行政評価 社会起業論

都市と文化 ●行政学 社会的共通資本
地域交流論 ●都市計画 ●地方自治 コミュニティ創造

地域分析学

●地域創生演習Ⅰ・ ●地域創生演習Ⅱ

●アカデミック・セミナー
●情報化社会と技術

●データサイエンス入門
●基礎統計学

●English Self-Expression Ⅱ
●English Self-Expression Ⅰ

●地域フィールドワーク●社会の中で生きる

●English Reading Skills Ⅱ
●English Reading Skills Ⅰ ●宮城大学の知の体系

●大学での学び入門
●スタートアップセミナー
●キャリアデザインⅠ

●事業構想学概論●地域活性化とビジネス
●地域社会・産業とデザイン

フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
コ
ア

専
門
基
礎
科
目

専
門
科
目（
地
域
科
学
コ
ー
ス
基
幹
科
目
）

専
門
科
目（
地
域
政
策
コ
ー
ス
基
幹
科
目
）

卒
業
研
究

４
年
次

３
年
次

２
年
次

１
年
次

●卒業研究Ⅰ・●卒業研究Ⅱ

●地域政策概論 地域調査法 ●応用統計処理

●English for Academic Purposes Ⅰ
●English Self-Expression Ⅲ

地域資源論 地域社会学 国土・地域計画

●キャリア開発Ⅱ・●キャリア開発Ⅲ　インターンシップⅡ

防災計画 地区・街区計画

地域産業政策 地域環境政策 地域福祉政策 行政評価 社会起業論

都市と文化 行政学 社会的共通資本 地域交流論 都市計画
地方自治 コミュニティ創造

●地域分析学

●地域創生演習Ⅰ・ ●地域創生演習Ⅱ

●アカデミック・セミナー

●情報化社会と技術
●データサイエンス入門

●基礎統計学

●English Self-Expression Ⅱ
●English Self-Expression Ⅰ

●地域フィールドワーク●社会の中で生きる

●English Reading Skills Ⅱ
●English Reading Skills Ⅰ ●宮城大学の知の体系

●大学での学び入門
●スタートアップセミナー
●キャリアデザインⅠ

●事業構想学概論●地域活性化とビジネス
●地域社会・産業とデザイン

●キャリアデザインⅡ　●キャリア開発Ⅰ
●インターンシップⅠ 

フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
コ
ア

専
門
基
礎
科
目

専
門
科
目（
地
域
政
策
コ
ー
ス
基
幹
科
目
）

専
門
科
目（
地
域
科
学
コ
ー
ス
基
幹
科
目
）

卒
業
研
究

●計量経済学 環境心理・行動学　水資源利用学 災害の科学(水)
●交通計画 景観工学　災害の科学(土)

４
年
次

３
年
次

２
年
次

１
年
次

●キャリアデザインⅡ

●データサイエンス

●インターンシップⅠ

●キャリア開発Ⅰ ●キャリア開発Ⅱ ●キャリア開発Ⅲ

数理計画

インターンシップⅡ

キャリアデザイン

●キャリアデザインⅠ

●データサイエンス入門

●基礎統計学

数学概論 ●地域創生演習Ⅰ

卒業研究

１年 ２年 ３年 ４年

多変量解析

●地域創生演習Ⅱ ●卒業研究Ⅰ ●卒業研究Ⅱ

国土・地域計画

水資源利用学

災害の科学（水）

都市計画

景観工学

環境衛生工学

災害の科学（土）

地区・街区計画

サステイナブル・
デザイン

材料学

施工技術

構造力学Ⅰ

構造力学Ⅱ

数理科学

水理学

地盤工学

地理情報分析

●地域分析学 ●計量経済学

防災計画●交通計画

測量

●事業構想学概論

●地域活性化とビジネス

●地域社会・産業と
デザイン

地域社会学

●マクロ経済学

行政学 地方自治

地域資源論

地域環境政策

リスクマネジメント

●地域フィールドワーク コミュニティ・プランナー
概論及び演習

コミュニティ・プランナー
実践編

コミュニティ・プランナー
フィールドワーク演習

地域調査法

●応用統計処理

●地域政策概論

●ミクロ経済学

●ビジネスモデル論

●法学概論

●経営学概論

※コミュニティ・プランナー
実践論

※コミュニティ・プランナー
フィールドワーク演習

※コミュニティ・プランナー
概論及び演習

※コミュニティ・プランナー
概論及び演習

※科目はコミュニティ・プランナー関連科目（全学共通科目）

※コミュニティ・プランナー
実践論

※コミュニティ・プランナー
フィールドワーク演習

●必修科目
■ 緑枠：基盤教育科目
■ 桃枠：全学共通科目
■ 白枠：専門基礎
■ 茶枠：専門基幹（政策コース）
■ 黄枠：専門基幹（科学コース）
■ 青枠：専門関連
■ 紫枠：卒業研究

●必修科目
■ 緑枠：基盤・全学共通
■ 桃枠：全学共通科目
■ 白枠：専門基礎
■ 黄枠：専門基幹
■ 茶枠：専門基幹（政策コース）
■ 青枠：専門基幹（戦略コース）
■ 紫枠：卒業研究

キャリアデザイン
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（4）地域創生学類 地域政策コースのカリキュラムマップ （５）地域創生学類 地域科学コースのカリキュラムマップ

カリキュラムマップ

科目関連図

カリキュラムマップ

科目関連図

（１）知識・技術 （３）表現 （４）主体性 （５）協働性（２）思考力・判断力

科目配当年次

地域創生学類の DP 人間や生活環境に関する理論を理解
し、情報メディアや空間設計の技術を
修得している。

実務で必要なプロセスを理解し、デザ
インに関わる分析力・発想力・設計力
を発揮できる。

課題について議論し、調査・分析結果
や提案を資料にまとめ発表すること
ができる。

自らの分析力・発想力・設計力で、新
たな価値を創造することができる。

他者との関係を意識しながらチームで
プロジェクトに取り組むことができる。

（１）知識・技術 （２）思考力・判断力

科目配当年次

地域創生学類の DP 人間や生活環境に関する理論を理解
し、情報メディアや空間設計の技術を
修得している。

実務で必要なプロセスを理解し、デザ
インに関わる分析力・発想力・設計力
を発揮できる。

（３）表現
課題について議論し、調査・分析結果
や提案を資料にまとめ発表すること
ができる。

（４）主体性
自らの分析力・発想力・設計力で、新
たな価値を創造することができる。

（５）協働性
他者との関係を意識しながらチームで
プロジェクトに取り組むことができる。

●事業構想学概論

●キャリアデザインⅡ

地域調査法

●データサイエンス

●応用統計処理

●インターンシップⅠ

●キャリア開発Ⅰ

地理情報分析

●キャリア開発Ⅱ ●キャリア開発Ⅲ

●地域政策概論 地域資源論

社会調査法

数理計画

インターンシップⅡ

●キャリアデザインⅠ

● データサイエンス入門

●基礎統計学

数学概論

卒業研究

１年 ２年 ３年 ４年

多変量解析

●地域社会学

●法学概論

都市と文化

●行政学

●地方自治
行政評価

地域産業政策

地域環境政策

地域福祉政策●都市計画

社会起業論

●地域創生演習Ⅱ ●卒業研究Ⅰ ●卒業研究Ⅱ

●国土・地域計画

●地域活性化とビジネス

●地域社会・産業と
デザイン

社会的共通資本
地域交流論

コミュニティ創造

●地域創生演習Ⅰ

地域分析学 計量経済学

交通計画

販売促進
マーケティング・リサーチ

●地域フィールドワーク コミュニティ・プランナー
概論及び演習

コミュニティ・プランナー
実践編

コミュニティ・プランナー
フィールドワーク演習

景観工学

地区・街区計画

サステイナブル・
デザイン

●ミクロ経済学

●ビジネスモデル論

●経営学概論

●マクロ経済学

※科目はコミュニティ・プランナー関連科目（全学共通科目）

●卒業研究Ⅰ・●卒業研究Ⅱ

●地域政策概論　地域調査法　●応用統計処理

●English for Academic Purposes Ⅰ
●English Self-Expression Ⅲ

地域資源論 ●地域社会学 国土・地域計画

●キャリアデザインⅡ　●キャリア開発Ⅰ
●インターンシップⅠ 

計量経済学 環境心理・行動学 水資源利用学 災害の科学(水)
交通計画 景観工学 災害の科学(土)

●キャリア開発Ⅱ・●キャリア開発Ⅲ　インターンシップⅡ

防災計画 地区・街区計画

地域産業政策　地域環境政策 地域福祉政策 行政評価 社会起業論

都市と文化 ●行政学 社会的共通資本
地域交流論 ●都市計画 ●地方自治 コミュニティ創造

地域分析学

●地域創生演習Ⅰ・ ●地域創生演習Ⅱ

●アカデミック・セミナー
●情報化社会と技術

●データサイエンス入門
●基礎統計学

●English Self-Expression Ⅱ
●English Self-Expression Ⅰ

●地域フィールドワーク●社会の中で生きる

●English Reading Skills Ⅱ
●English Reading Skills Ⅰ ●宮城大学の知の体系

●大学での学び入門
●スタートアップセミナー
●キャリアデザインⅠ

●事業構想学概論●地域活性化とビジネス
●地域社会・産業とデザイン

フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
コ
ア

専
門
基
礎
科
目

専
門
科
目（
地
域
科
学
コ
ー
ス
基
幹
科
目
）

専
門
科
目（
地
域
政
策
コ
ー
ス
基
幹
科
目
）

卒
業
研
究

４
年
次

３
年
次

２
年
次

１
年
次

●卒業研究Ⅰ・●卒業研究Ⅱ

●地域政策概論 地域調査法 ●応用統計処理

●English for Academic Purposes Ⅰ
●English Self-Expression Ⅲ

地域資源論 地域社会学 国土・地域計画

●キャリア開発Ⅱ・●キャリア開発Ⅲ　インターンシップⅡ

防災計画 地区・街区計画

地域産業政策 地域環境政策 地域福祉政策 行政評価 社会起業論

都市と文化 行政学 社会的共通資本 地域交流論 都市計画
地方自治 コミュニティ創造

●地域分析学

●地域創生演習Ⅰ・ ●地域創生演習Ⅱ

●アカデミック・セミナー

●情報化社会と技術
●データサイエンス入門

●基礎統計学

●English Self-Expression Ⅱ
●English Self-Expression Ⅰ

●地域フィールドワーク●社会の中で生きる

●English Reading Skills Ⅱ
●English Reading Skills Ⅰ ●宮城大学の知の体系

●大学での学び入門
●スタートアップセミナー
●キャリアデザインⅠ

●事業構想学概論●地域活性化とビジネス
●地域社会・産業とデザイン

●キャリアデザインⅡ　●キャリア開発Ⅰ
●インターンシップⅠ 

フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
コ
ア

専
門
基
礎
科
目

専
門
科
目（
地
域
政
策
コ
ー
ス
基
幹
科
目
）

専
門
科
目（
地
域
科
学
コ
ー
ス
基
幹
科
目
）

卒
業
研
究

●計量経済学 環境心理・行動学　水資源利用学 災害の科学(水)
●交通計画 景観工学　災害の科学(土)

４
年
次

３
年
次

２
年
次

１
年
次

●キャリアデザインⅡ

●データサイエンス

●インターンシップⅠ

●キャリア開発Ⅰ ●キャリア開発Ⅱ ●キャリア開発Ⅲ

数理計画

インターンシップⅡ

キャリアデザイン

●キャリアデザインⅠ

●データサイエンス入門

●基礎統計学

数学概論 ●地域創生演習Ⅰ

卒業研究

１年 ２年 ３年 ４年

多変量解析

●地域創生演習Ⅱ ●卒業研究Ⅰ ●卒業研究Ⅱ

国土・地域計画

水資源利用学

災害の科学（水）

都市計画

景観工学

環境衛生工学

災害の科学（土）

地区・街区計画

サステイナブル・
デザイン

材料学

施工技術

構造力学Ⅰ

構造力学Ⅱ

数理科学

水理学

地盤工学

地理情報分析

●地域分析学 ●計量経済学

防災計画●交通計画

測量

●事業構想学概論

●地域活性化とビジネス

●地域社会・産業と
デザイン

地域社会学

●マクロ経済学

行政学 地方自治

地域資源論

地域環境政策

リスクマネジメント

●地域フィールドワーク コミュニティ・プランナー
概論及び演習

コミュニティ・プランナー
実践編

コミュニティ・プランナー
フィールドワーク演習

地域調査法

●応用統計処理

●地域政策概論

●ミクロ経済学

●ビジネスモデル論

●法学概論

●経営学概論

※コミュニティ・プランナー
実践論

※コミュニティ・プランナー
フィールドワーク演習

※コミュニティ・プランナー
概論及び演習

※コミュニティ・プランナー
概論及び演習

※科目はコミュニティ・プランナー関連科目（全学共通科目）

※コミュニティ・プランナー
実践論

※コミュニティ・プランナー
フィールドワーク演習

●必修科目
■ 緑枠：基盤教育科目
■ 桃枠：全学共通科目
■ 白枠：専門基礎
■ 茶枠：専門基幹（政策コース）
■ 黄枠：専門基幹（科学コース）
■ 青枠：専門関連
■ 紫枠：卒業研究

●必修科目
■ 緑枠：基盤・全学共通
■ 桃枠：全学共通科目
■ 白枠：専門基礎
■ 黄枠：専門基幹
■ 茶枠：専門基幹（政策コース）
■ 青枠：専門基幹（戦略コース）
■ 紫枠：卒業研究

キャリアデザイン
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（6）地域創生学類の科目配当表 凡例 ◎ 必修科目

必 科目名 単位 必 科目名 単位 必 科目名 単位 必 科目名 単位 必 科目名 単位 必 科目名 単位 必 科目名 単位 必 科目名 単位
◎ スタートアップ・セミナー 2 ◎ アカデミック・セミナー 2
◎ 社会の中で生きる 1 ◎ キャリアデザインⅠ 1
◎ 大学での学び入門 1
◎ 宮城大学の知の体系 2
◎ 地域フィールドワーク 2
◎ データサイエンス入門 2 ◎ 情報化社会と技術 2
◎ English Self-Expression Ⅰ 1 ◎ English Self-Expression Ⅱ 1 ◎ English Self-Expression Ⅲ 1
◎ English Reading Skills Ⅰ 1 ◎ English Reading Skills Ⅱ 1 ◎ English for Academic Purposes Ⅰ 1

Intercultural Communication 2 Practical English 1 English for Academic Purposes Ⅱ 1
Global Studies Ⅰ 2 Global Studies Ⅱ 2 Extensive Listening 1
中国語Ⅰ 1 中国語Ⅱ 1
韓国語Ⅰ 1 韓国語Ⅱ 1
ベトナム語Ⅰ（集中） 1 ベトナム語Ⅱ（集中） 1
日本の歴史と文化 2 世界の歴史と文化 2

東北の歴史と文化 2
現代社会と哲学 2 現代社会の諸相 2
人と宗教 2 憲法 2
心理学 2 社会と経済 2
数理科学 2 環境科学入門 2
生命科学 2 地球と宇宙 2
数学概論 2 ◎ 基礎統計学 2
物理概論 2
化学概論 2
生物概論 2
音楽 2 美術 2
健康科学 2
スポーツ科学 1
スポーツ実技 1 体を動かす楽しみ 1
アートサイエンス概論 1 総合芸術（集中） 1

基ゼ 全学自由ゼミ（集中） 1
◎ 日本語Ⅰ 1 ◎ 日本語Ⅱ 1

1
1

◎ 日本語Ⅲ 1 日本語Ⅳ 1

◎ 日本事情Ⅰ 2 ◎ 日本事情Ⅱ 2
コミュニティ・プランナー概論及び演習 2 コミュニティ・プランナー実践論 2 2グローバルインターンシップ（集中） 2 学外研修（集中）

産学連携講座Ⅰ（通年）
産学連携講座Ⅱ（通年）

2

★専門基礎科目
◎ 事業構想学概論 2 地域調査法 2 社会調査法 2 地理情報分析 2
◎ 地域活性化とビジネス 1 ◎ 地域政策概論 2 ◎ 法学概論 2 消費者心理学 2
◎ 地域社会・産業とデザイン 1 ◎ ビジネスモデル論 2 ◎ 経営学概論 2 ゲーム理論 2

◎ ミクロ経済学 2 ◎ マクロ経済学 2
◎ 応用統計処理 2
◎ データサイエンス 2 数理計画 2 多変量解析 2
◎ キャリアデザインⅡ 1 ◎ キャリア開発Ⅰ 1 ◎ キャリア開発Ⅱ 1 ◎ キャリア開発Ⅲ 1
◎ インターンシップⅠ 2 インターンシップⅡ 2

★地域政策コース基幹科目
地域資源論 2 都市と文化 2 地域交流論 2 地域産業政策 2

◎ 地域社会学 2 ◎ 行政学 2 ◎ 都市計画 2 地域環境政策 2
◎ 国土・地域計画 2 社会的共通資本 2 ◎ 地方自治 2 地域福祉政策 2

コミュニティ創造 2 行政評価 2
社会起業論 2

★地域科学コース基幹科目
地域分析学 2 計量経済学 2 交通計画 2 防災計画 2

環境心理・行動学 2 景観工学 2 地区・街区計画 2
水資源利用学 2 環境衛生工学 2
災害の科学（水） 2 災害の科学（土） 2

★共通関連科目
経営戦略論 2 ビジネスプロセスマネジメント 2 ロジスティクス 2 現代企業論 2
マーケティング 2 販売促進 2 マーケティングリサーチ 2 ブランディング 2
会計学概論 2 会計学 2 eビジネス 2 リスクマネジメント 2
金融論 2 経営財務 2 企業会計 2 税務会計 2
経営組織論 2 人的資源管理論 2 ＣＳＲ・経営倫理 2

経営情報管理 2
★社会基盤科目

民法 2 商法・会社法 2 知的財産管理 2

公法 2 建築法規・環境法規 2
★生活基盤科目
建築史 2 構造力学Ⅰ 2 構造力学Ⅱ 2 インテリアデザイン 2

材料学 2 建築一般構造 2 建築コスト 2
建築計画 2 施工技術 2 耐震設計法 2
生活環境工学 2 建築設備 2 ファシリティマネジメント 2
ユニバーサルデザイン 2 構造力学演習 1 サスティナブルデザイン 2
水理学 2 地盤工学 2 測量 2

卒業
研究 ◎ 地域創生演習Ⅰ 2 ◎ 地域創生演習Ⅱ 2 ◎ 卒業研究Ⅰ 2 ◎ 卒業研究Ⅱ 4

★地域科学コース基幹科目
◎ 地域分析学 2 ◎ 計量経済学 2 ◎ 交通計画 2 防災計画 2

環境心理・行動学 2 景観工学 2 地区・街区計画 2
水資源利用学 2 環境衛生工学 2
災害の科学（水） 2 災害の科学（土） 2

★地域政策コース基幹科目
地域資源論 2 都市と文化 2 地域交流論 2 地域産業政策 2
地域社会学 2 行政学 2 都市計画 2 地域環境政策 2
国土・地域計画 2 社会的共通資本 2 地方自治 2 地域福祉政策 2

コミュニティ創造 2 行政評価 2
社会起業論 2

★共通関連科目
経営戦略論 2 ビジネスプロセスマネジメント 2 ロジスティクス 2 現代企業論 2
マーケティング 2 販売促進 2 マーケティングリサーチ 2 ブランディング 2
会計学概論 2 会計学 2 eビジネス 2 リスクマネジメント 2
金融論 2 経営財務 2 企業会計 2 税務会計 2
経営組織論 2 人的資源管理論 2 ＣＳＲ・経営倫理 2

経営情報管理 2
★社会基盤科目
民法 2 商法・会社法 2 知的財産管理 2
公法 2 建築法規・環境法規 2

★生活基盤科目
建築史 2 構造力学Ⅰ 2 構造力学Ⅱ 2 インテリアデザイン 2

材料学 2 建築一般構造 2 建築コスト 2
建築計画 2 施工技術 2 耐震設計法 2
生活環境工学 2 建築設備 2 ファシリティマネジメント 2
ユニバーサルデザイン 2 構造力学演習 1 サスティナブルデザイン 2
水理学 2 地盤工学 2 測量 2

卒業
研究 ◎ 地域創生演習Ⅰ 2 ◎ 地域創生演習Ⅱ 2 ◎ 卒業研究Ⅰ 2 ◎ 卒業研究Ⅱ 4

コミュニティ・プラン
ナーフィールドワーク演習

(必修)10単位

専
門
科
目
（
基
幹
）

専
門
科
目
（
関
連
）

(必修) 6単位

(選択)10単位以上/16単位

必修を
含めて
36単位

以上修得

/139単位

卒業要件単位に算入可能
　/30単位

10単位まで
卒業要件単位に算入可能

　/40単位

卒業要件単位に算入可能
　/10単位

卒業要件単位に算入可能
　/37単位

専
門
基
礎
科
目

(必修)26単位

(選択) 8単位以上/16単位

必修を
含めて
34単位

以上修得

/42単位

専
門
科
目
（
基
幹
）

専
門
科
目
（
関
連
）

必修を
含めて
36単位

以上修得

/139単位

必修を
含めて
125単位
以上修得
/287単位

(必修)21単位

※留学生は、English Self-
ExpressionⅠ・Ⅱ・Ⅲ、English
Reading SkillsⅠ・Ⅱ、English for
Academic PurposesⅠの中から2単位
以上選択必修

必修を
含めて
45単位

以上修得

/96単位

留学 ※留学生のみ履修可能
(必修) 7単位/8単位

全学共通科目

(選択) 3単位以上/15単位

(必修) 2単位

(選択)14単位以上/34単位

（選択）2単位以上/11単位

３年前期

(必修)10単位

１年前期 １年後期 ２年前期 ２年後期 ３年後期 ４年前期 ４年後期 必要単位数／配当単位数

(必修)10単位

(選択)10単位以上/20単位

卒業要件単位に算入可能
　/22単位

10単位まで
卒業要件単位に算入可能

　/40単位

卒業要件単位に算入可能
　/10単位

卒業要件単位に算入可能
　/37単位

学類共通

地域政策
コース

地域科学
コース

地域創生学類卒業要件

専門科目履修方法

＜関連科目の履修方法について＞

②社会基盤科目
③生活基盤科目
④全学共通科目のコミュニティ・プランナー実践論及び

コミュニティ・プランナーフィールドワーク演習
⑤地域科学コース基幹科目

専門科目履修方法

＜関連科目の履修方法について＞

②社会基盤科目
③生活基盤科目
④全学共通科目のコミュニティ・プランナー実践論及び

コミュニティ・プランナーフィールドワーク演習
⑤地域政策コース基幹科目

　基盤教育科目から45単位、専門基礎科目から34単位、専門科目から36単位（※）、卒業研究から
10単位を履修し合計で125単位履修すること。

　履修科目の登録の上限：49単位（年間）
ただし、1年次における基盤教育科目の履修登録単位数の上限は35単位

※専門科目については、基幹科目と関連科目を組み合わせて36単位を履修すること。
基幹科目は自コースの基幹科目について、地域政策コースは20単位、地域科学コースは16単位の
履修が必要となる。

　関連科目について、共通関連科目は最大10単位までしか卒業要件に算入できないが、全学共通科目の
コミュニティ・プランナー実践論、コミュニティ・プランナーフィールドワーク演習、加えて他コースの
基幹科目及び自コースの基幹科目の必要単位数を超えるものについては関連科目としてみなすことが
できる。全学共通科目のコミュニティ・プランナー概論及び演習、グローバルインターンシップ、
学外研修は基盤教育科目に参入可能。

基幹科目20単位と、関連科目を16単位履修する。

①共通関連科目（最大10単位まで認定可能）

⑥地域政策コース基幹科目で20単位を超えて
　履修した科目

基幹科目16単位と、関連科目を20単位履修する。

①共通関連科目（最大10単位まで認定可能）

⑥地域科学コース基幹科目で16単位を超えて
　履修した科目

目
科
育
教
盤
基

（

通
共
群
学
全

）

C
F

S
A

S
N

S
S

C
G

産学連携講座Ⅰ，Ⅱは卒業要件単位に含まない。CP
実践論・CPFW演習は専門の関連科目に算入可能。
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（6）地域創生学類の科目配当表 凡例 ◎ 必修科目

必 科目名 単位 必 科目名 単位 必 科目名 単位 必 科目名 単位 必 科目名 単位 必 科目名 単位 必 科目名 単位 必 科目名 単位
◎ スタートアップ・セミナー 2 ◎ アカデミック・セミナー 2
◎ 社会の中で生きる 1 ◎ キャリアデザインⅠ 1
◎ 大学での学び入門 1
◎ 宮城大学の知の体系 2
◎ 地域フィールドワーク 2
◎ データサイエンス入門 2 ◎ 情報化社会と技術 2
◎ English Self-Expression Ⅰ 1 ◎ English Self-Expression Ⅱ 1 ◎ English Self-Expression Ⅲ 1
◎ English Reading Skills Ⅰ 1 ◎ English Reading Skills Ⅱ 1 ◎ English for Academic Purposes Ⅰ 1

Intercultural Communication 2 Practical English 1 English for Academic Purposes Ⅱ 1
Global Studies Ⅰ 2 Global Studies Ⅱ 2 Extensive Listening 1
中国語Ⅰ 1 中国語Ⅱ 1
韓国語Ⅰ 1 韓国語Ⅱ 1
ベトナム語Ⅰ（集中） 1 ベトナム語Ⅱ（集中） 1
日本の歴史と文化 2 世界の歴史と文化 2

東北の歴史と文化 2
現代社会と哲学 2 現代社会の諸相 2
人と宗教 2 憲法 2
心理学 2 社会と経済 2
数理科学 2 環境科学入門 2
生命科学 2 地球と宇宙 2
数学概論 2 ◎ 基礎統計学 2
物理概論 2
化学概論 2
生物概論 2
音楽 2 美術 2
健康科学 2
スポーツ科学 1
スポーツ実技 1 体を動かす楽しみ 1
アートサイエンス概論 1 総合芸術（集中） 1

基ゼ 全学自由ゼミ（集中） 1
◎ 日本語Ⅰ 1 ◎ 日本語Ⅱ 1

1
1

◎ 日本語Ⅲ 1 日本語Ⅳ 1

◎ 日本事情Ⅰ 2 ◎ 日本事情Ⅱ 2
コミュニティ・プランナー概論及び演習 2 コミュニティ・プランナー実践論 2 2グローバルインターンシップ（集中） 2 学外研修（集中）

産学連携講座Ⅰ（通年）
産学連携講座Ⅱ（通年）

2

★専門基礎科目
◎ 事業構想学概論 2 地域調査法 2 社会調査法 2 地理情報分析 2
◎ 地域活性化とビジネス 1 ◎ 地域政策概論 2 ◎ 法学概論 2 消費者心理学 2
◎ 地域社会・産業とデザイン 1 ◎ ビジネスモデル論 2 ◎ 経営学概論 2 ゲーム理論 2

◎ ミクロ経済学 2 ◎ マクロ経済学 2
◎ 応用統計処理 2
◎ データサイエンス 2 数理計画 2 多変量解析 2
◎ キャリアデザインⅡ 1 ◎ キャリア開発Ⅰ 1 ◎ キャリア開発Ⅱ 1 ◎ キャリア開発Ⅲ 1
◎ インターンシップⅠ 2 インターンシップⅡ 2

★地域政策コース基幹科目
地域資源論 2 都市と文化 2 地域交流論 2 地域産業政策 2

◎ 地域社会学 2 ◎ 行政学 2 ◎ 都市計画 2 地域環境政策 2
◎ 国土・地域計画 2 社会的共通資本 2 ◎ 地方自治 2 地域福祉政策 2

コミュニティ創造 2 行政評価 2
社会起業論 2

★地域科学コース基幹科目
地域分析学 2 計量経済学 2 交通計画 2 防災計画 2

環境心理・行動学 2 景観工学 2 地区・街区計画 2
水資源利用学 2 環境衛生工学 2
災害の科学（水） 2 災害の科学（土） 2

★共通関連科目
経営戦略論 2 ビジネスプロセスマネジメント 2 ロジスティクス 2 現代企業論 2
マーケティング 2 販売促進 2 マーケティングリサーチ 2 ブランディング 2
会計学概論 2 会計学 2 eビジネス 2 リスクマネジメント 2
金融論 2 経営財務 2 企業会計 2 税務会計 2
経営組織論 2 人的資源管理論 2 ＣＳＲ・経営倫理 2

経営情報管理 2
★社会基盤科目

民法 2 商法・会社法 2 知的財産管理 2

公法 2 建築法規・環境法規 2
★生活基盤科目
建築史 2 構造力学Ⅰ 2 構造力学Ⅱ 2 インテリアデザイン 2

材料学 2 建築一般構造 2 建築コスト 2
建築計画 2 施工技術 2 耐震設計法 2
生活環境工学 2 建築設備 2 ファシリティマネジメント 2
ユニバーサルデザイン 2 構造力学演習 1 サスティナブルデザイン 2
水理学 2 地盤工学 2 測量 2

卒業
研究 ◎ 地域創生演習Ⅰ 2 ◎ 地域創生演習Ⅱ 2 ◎ 卒業研究Ⅰ 2 ◎ 卒業研究Ⅱ 4

★地域科学コース基幹科目
◎ 地域分析学 2 ◎ 計量経済学 2 ◎ 交通計画 2 防災計画 2

環境心理・行動学 2 景観工学 2 地区・街区計画 2
水資源利用学 2 環境衛生工学 2
災害の科学（水） 2 災害の科学（土） 2

★地域政策コース基幹科目
地域資源論 2 都市と文化 2 地域交流論 2 地域産業政策 2
地域社会学 2 行政学 2 都市計画 2 地域環境政策 2
国土・地域計画 2 社会的共通資本 2 地方自治 2 地域福祉政策 2

コミュニティ創造 2 行政評価 2
社会起業論 2

★共通関連科目
経営戦略論 2 ビジネスプロセスマネジメント 2 ロジスティクス 2 現代企業論 2
マーケティング 2 販売促進 2 マーケティングリサーチ 2 ブランディング 2
会計学概論 2 会計学 2 eビジネス 2 リスクマネジメント 2
金融論 2 経営財務 2 企業会計 2 税務会計 2
経営組織論 2 人的資源管理論 2 ＣＳＲ・経営倫理 2

経営情報管理 2
★社会基盤科目
民法 2 商法・会社法 2 知的財産管理 2
公法 2 建築法規・環境法規 2

★生活基盤科目
建築史 2 構造力学Ⅰ 2 構造力学Ⅱ 2 インテリアデザイン 2

材料学 2 建築一般構造 2 建築コスト 2
建築計画 2 施工技術 2 耐震設計法 2
生活環境工学 2 建築設備 2 ファシリティマネジメント 2
ユニバーサルデザイン 2 構造力学演習 1 サスティナブルデザイン 2
水理学 2 地盤工学 2 測量 2

卒業
研究 ◎ 地域創生演習Ⅰ 2 ◎ 地域創生演習Ⅱ 2 ◎ 卒業研究Ⅰ 2 ◎ 卒業研究Ⅱ 4

コミュニティ・プラン
ナーフィールドワーク演習

(必修)10単位

専
門
科
目
（
基
幹
）

専
門
科
目
（
関
連
）

(必修) 6単位

(選択)10単位以上/16単位

必修を
含めて
36単位

以上修得

/139単位

卒業要件単位に算入可能
　/30単位

10単位まで
卒業要件単位に算入可能

　/40単位

卒業要件単位に算入可能
　/10単位

卒業要件単位に算入可能
　/37単位

専
門
基
礎
科
目

(必修)26単位

(選択) 8単位以上/16単位

必修を
含めて
34単位

以上修得

/42単位

専
門
科
目
（
基
幹
）

専
門
科
目
（
関
連
）

必修を
含めて
36単位

以上修得

/139単位

必修を
含めて
125単位
以上修得
/287単位

(必修)21単位

※留学生は、English Self-
ExpressionⅠ・Ⅱ・Ⅲ、English
Reading SkillsⅠ・Ⅱ、English for
Academic PurposesⅠの中から2単位
以上選択必修

必修を
含めて
45単位

以上修得

/96単位

留学 ※留学生のみ履修可能
(必修) 7単位/8単位

全学共通科目

(選択) 3単位以上/15単位

(必修) 2単位

(選択)14単位以上/34単位

（選択）2単位以上/11単位

３年前期

(必修)10単位

１年前期 １年後期 ２年前期 ２年後期 ３年後期 ４年前期 ４年後期 必要単位数／配当単位数

(必修)10単位

(選択)10単位以上/20単位

卒業要件単位に算入可能
　/22単位

10単位まで
卒業要件単位に算入可能

　/40単位

卒業要件単位に算入可能
　/10単位

卒業要件単位に算入可能
　/37単位

学類共通

地域政策
コース

地域科学
コース

地域創生学類卒業要件

専門科目履修方法

＜関連科目の履修方法について＞

②社会基盤科目
③生活基盤科目
④全学共通科目のコミュニティ・プランナー実践論及び

コミュニティ・プランナーフィールドワーク演習
⑤地域科学コース基幹科目

専門科目履修方法

＜関連科目の履修方法について＞

②社会基盤科目
③生活基盤科目
④全学共通科目のコミュニティ・プランナー実践論及び

コミュニティ・プランナーフィールドワーク演習
⑤地域政策コース基幹科目

　基盤教育科目から45単位、専門基礎科目から34単位、専門科目から36単位（※）、卒業研究から
10単位を履修し合計で125単位履修すること。

　履修科目の登録の上限：49単位（年間）
ただし、1年次における基盤教育科目の履修登録単位数の上限は35単位

※専門科目については、基幹科目と関連科目を組み合わせて36単位を履修すること。
基幹科目は自コースの基幹科目について、地域政策コースは20単位、地域科学コースは16単位の
履修が必要となる。

　関連科目について、共通関連科目は最大10単位までしか卒業要件に算入できないが、全学共通科目の
コミュニティ・プランナー実践論、コミュニティ・プランナーフィールドワーク演習、加えて他コースの
基幹科目及び自コースの基幹科目の必要単位数を超えるものについては関連科目としてみなすことが
できる。全学共通科目のコミュニティ・プランナー概論及び演習、グローバルインターンシップ、
学外研修は基盤教育科目に参入可能。

基幹科目20単位と、関連科目を16単位履修する。

①共通関連科目（最大10単位まで認定可能）

⑥地域政策コース基幹科目で20単位を超えて
　履修した科目

基幹科目16単位と、関連科目を20単位履修する。

①共通関連科目（最大10単位まで認定可能）

⑥地域科学コース基幹科目で16単位を超えて
　履修した科目

目
科
育
教
盤
基

（

通
共
群
学
全

）

C
F

S
A

S
N

S
S

C
G

産学連携講座Ⅰ，Ⅱは卒業要件単位に含まない。CP
実践論・CPFW演習は専門の関連科目に算入可能。

5352

れ
流
の
び
学
の
間
年
４
の
群
学
想
構
業
事

て
い
つ
に
類
学
生
創
域
地

て
い
つ
に
類
学
ン
イ
ザ
デ
造
創
値
価

等
定
検
・
格
資
連
関

1

2

3

4

5

れ
流
の
び
学
の
間
年
４
の
群
学
想
構
業
事

て
い
つ
に
類
学
生
創
域
地

て
い
つ
に
類
学
ン
イ
ザ
デ
造
創
値
価

等
定
検
・
格
資
連
関

1

2

3

4

5

て
い
つ
に
類
学
生
創
域
地

1

2

3

4

5

て
い
つ
に
類
学
生
創
域
地

等
定
検
・
格
資
連
関

1

2

3

4

5

て
い
つ
に
類
学
グ
ン
ニ
ン
ラ
プ
業
事

て
い
つ
に
類
学
グ
ン
ニ
ン
ラ
プ
業
事



（7）履修モデル

地域政策・地域科学の各コースにおいて、卒業要件単位を最低限で満たすための標準的な履修モデル（履修例）を示すものである。
実際の科目履修にあたっては、自らの望む進路を考慮して、下に示す各系の履修モデルを参考に履修を進めることが望まれる。なお、
各コースにおける展開モデルは以下のとおりである。

①地域政策コース

②地域科学コース

地域プランナー

地域アントレプレナー

地域アナリスト

地域エンジニア

地域づくり・まちづくりの手法、行政および政策に関する知識を習得し、合わせて地域課題の分析手法を
学び、地域活性化に資する政策の企画立案、実施を担う地域プランナー（公務員、シンクタンク、コンサ
ルタントなど）を目指す。
社会課題に対する企業の対応に関する知識を習得し、合わせてプロジェクトのマネジメントや起業の手法
を学び、地域活性化に貢献するグローカルにビジネスを展開するリーダー（地域企業、地域金融、ソーシャ
ルビジネスなど）となることを目指す。

地域に出て現状を知り、土木・環境・情報・農業農村工学等の技術を学び、人々の安全な暮らしと産業
の活性化に貢献する技術系公務員や民間のエンジニアなどになることを目指す。

地域の現状を把握・分析・表現するための知識と手法を習得し、科学的なエビデンスに裏付けされた資
料に基づいて将来の地域政策・ビジネス提案を行うことのできる民間のアナリストやコンサルタントなどに
なることを目指す。

宮城大学の知の体系 1前 2 講義 ● ● ● ● ● ●
大学での学び入門 1前 1 講義 ● ● ● ● ● ●
社会の中で生きる 1前 1 講義 ● ● ● ● ● ●
キャリアデザインⅠ 1後 1 講義 ● ● ● ● ● ●
スタートアップ・セミナー 1前 2 講義 ● ● ● ● ● ●
アカデミック・セミナー 1後 2 講義 ● ● ● ● ● ●
地域フィールドワーク 1前 2 講義 ● ● ● ● ● ●
情報化社会と技術 1後 2 講義 ● ● ● ● ● ●
データサイエンス入門 1前 2 講義 ● ● ● ● ● ●
English Reading SkillsⅠ 1前 1 演習 ● ● ● ● ● ●
English Self-ExpressionⅠ 1前 1 演習 ● ● ● ● ● ●
English Reading SkillsⅡ 1後 1 演習 ● ● ● ● ● ●
English Self-ExpressionⅡ 1後 1 演習 ● ● ● ● ● ●
English for Academic PurposesⅠ 2前 1 演習 ● ● ● ● ● ●
English Self-ExpressionⅢ 2前 1 演習 ● ● ● ● ● ●
English for Academic PurposesⅡ 2後 1 演習 ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎
Extensive Listening 2後 1 演習 ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎
Practical English 2前 1 演習 ○ ○ ○ ○ ○ ○
中国語Ⅰ 1・2前 1 演習 ○
中国語Ⅱ 1・2後 1 演習
韓国語Ⅰ 1・2前 1 演習
韓国語Ⅱ 1・2後 1 演習
ベトナム語Ⅰ 1・2集中 1 演習 ○
ベトナム語Ⅱ 1・2集中 1 演習
Global StudiesⅠ 1・2前 2 講義
Global StudiesⅡ 1・2後 2 講義
Intercultural Communication 1・2前 2 講義
日本の歴史と文化 1・2前 2 講義 ○ ○ ◎
世界の歴史と文化 1・2後 2 講義
東北の歴史と文化 1・2後 2 講義 ○ ◎ ◎
現代社会と哲学 1・2前 2 講義
人と宗教 1・2前 2 講義
心理学 1・2前 2 講義
現代社会の諸相 1・2後 2 講義 ○ ○ ○ ○ ○
憲法 1・2後 2 講義 ○ ○ ○ ○ ○ ○
社会と経済 1・2後 2 講義 ○ ○ ◎ ○ ◎ ○
数理科学 1・2前 2 講義 ○ ○ ○
生命科学 1・2前 2 講義 ○ ○
環境科学入門 1・2後 2 講義 ○ ○ ○ ○ ○
地球と宇宙 1・2後 2 講義 ○ ○ ○ ○ ○
数学概論 1・2前 2 講義 ○ ○ ◎ ◎
物理概論 1・2前 2 講義 ○ ○ ◎
化学概論 1・2前 2 講義
生物概論 1・2前 2 講義 ○
基礎統計学 1後 2 講義 ● ● ● ● ● ●
音楽 1・2前 2 講義 ○
美術 1・2後 2 講義
健康科学 1・2前 2 講義 ○ ○ ○ ○ ○
アートサイエンス概論 1前 1 講義
総合芸術 1集中 1 実験・実習

スポーツ科学 1・2前 1 講義
スポーツ実技 1・2前 1 実験・実習

体を動かす楽しみ 1・2後 1 実験・実習

全学自由ゼミ 1・2集中 1 演習 ○ ○ ○ ○ ○ ○
日本語Ⅰ 1前 1 演習 留学生は必修
日本語Ⅱ 1後 1 演習 留学生は必修
日本語Ⅲ 2前 1 演習 留学生は必修
日本語Ⅳ 2後 1 演習
日本事情Ⅰ 1前 2 講義 留学生は必修
日本事情Ⅱ 1後 2 講義 留学生は必修
コミュニティ・プランナー概論及び演習 2前 2 講義 ◎ ◎
コミュニティ・プランナー実践論 2後 2 講義 ◎ ◎
コミュニティ・プランナーフィールドワーク演習 3前 2 演習 ◎ ◎
グローバルインターンシップ 1・2集中 2 演習
学外研修 1・2集中 2 演習 ◎ ◎ ◎ ◎

1・2通 1 講義
1・2通 1 講義

産学連携講座Ⅰ
産学連携講座Ⅱ

基
盤
教
育
科
目

フ
レ

シ

マ
ン
コ
ア

グ
ロ

バ
ル
コ
ミ

ニ
ケ

シ

ン
ソ

シ

ル
サ
イ
エ
ン
ス
ナ
チ

ラ
ル
サ
イ
エ
ン
ス

ア

ト
サ
イ
エ
ン
ス

基盤ゼミ

留
学
生
対
象

卒業要件単位に
含まない

専門関連科目に
算入可能

全学
共通科目

3単位以上修得

留学生
のみ履修可

2単位以上
修得

必修科目を
含めて
45単位以上
修得

留学生は
15単位必修

21単位必修
※ただし留学生に
ついては備考の
とおりとする

必修を含めて
16単位以上
修得

区分ごとの要件１ 区分ごとの要件２ 備考

授
業
形
態

単
位
数

卒業要件

科目
区分 授業科目 配当

年次

ア
ニ
ジ
ン
エ
域
地

ト
ス
リ
ナ
ア
域
地

凡例：●…必修，○…選択科目，◎…選択科目（選択が推奨されるもの）

事業構想学概論 1後 2 講義 ● ● ● ● ● ●
地域活性化とビジネス 1後 1 講義 ● ● ● ● ● ●
地域社会・産業とデザイン 1後 1 講義 ● ● ● ● ● ●
地域政策概論 2前 2 講義 ● ● ● ● ● ●
ビジネスモデル論 2前 2 講義 ● ● ● ● ● ●
ミクロ経済学 2前 2 講義 ● ● ● ● ● ●
地域調査法 2前 2 講義 ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎
データサイエンス 2前 2 講義 ● ● ● ● ● ●
応用統計処理 2前 2 講義 ● ● ● ● ● ●
キャリアデザインⅡ 2前 1 講義 ● ● ● ● ● ●
インターンシップⅠ 2前 2 講義 ● ● ● ● ● ●
法学概論 2後 2 講義 ● ● ● ● ● ●
経営学概論 2後 2 講義 ● ● ● ● ● ●
マクロ経済学 2後 2 講義 ● ● ● ● ● ●
社会調査法 2後 2 講義 ○ ○
数理計画 2後 2 講義 ○ ○ ○ ○ ○
キャリア開発Ⅰ 2後 1 講義 ● ● ● ● ● ●
消費者心理学 3前 2 講義 ○ ○
ゲーム理論 3前 2 講義 ○
地理情報分析 3前 2 講義 ○ ◎ ◎ ◎
多変量解析 3前 2 講義 ○ ◎ ◎
キャリア開発Ⅱ 3前 1 講義 ● ● ● ● ● ●
インターンシップⅡ 3前 2 講義 ○ ○ ○ ○
キャリア開発Ⅲ 3後 1 講義 ● ● ● ● ● ●
地域資源論 2後 2 講義 ○ ○ ○
地域社会学 2後 2 講義 ● ○ ● ● ○ ○
国土・地域計画 2後 2 講義 ● ○ ● ● ○ ○
都市と文化 3前 2 講義 ○ ○
行政学 3前 2 講義 ● ○ ● ● ○ ○
社会的共通資本 3前 2 講義 ○ ○ ○
地域交流論 3後 2 講義 ○ ○
都市計画 3後 2 講義 ● ○ ● ● ○ ○
地方自治 3後 2 講義 ● ○ ● ● ○ ○
コミュニティ創造 3後 2 講義 ○ ○ ○
地域産業政策 4前 2 講義 ○ ○ ○ ○ ○
地域環境政策 4前 2 講義 ○ ○ ○ ○
地域福祉政策 4前 2 講義 ○ ○
行政評価 4前 2 講義 ○ ○ ○
社会起業論 4前 2 講義 ○ ○
地域分析学 2後 2 講義 ○ ● ◎ ● ●
計量経済学 3前 2 講義 ● ○ ● ●
環境心理・行動学 3前 2 講義 ○ ○
水資源利用学 3前 2 講義 ○ ○
災害の科学（水） 3前 2 講義 ○ ○ ◎
交通計画 3後 2 講義 ● ○ ● ●
景観工学 3後 2 講義 ○ ○ ○ ○ ○
環境衛生工学 3後 2 講義 ○ ○
災害の科学（土） 3後 2 講義 ○ ○ ◎
地区・街区計画 4前 2 講義 ○ ○
防災計画 4前 2 講義 ○ ○ ○ ◎ ◎
経営戦略論 2後 2 講義 ○
マーケティング 2後 2 講義 ○ ◎
会計学概論 2後 2 講義 ○
金融論 2後 2 講義 ○
経営組織論 2後 2 講義 ○
ビジネスプロセスマネジメント 3前 2 講義 ○ ○
販売促進 3前 2 講義 ○
会計学 3前 2 講義 ○
経営財務 3前 2 講義
人的資源管理論 3前 2 講義
経営情報管理 3前 2 講義
ロジスティクス 3後 2 講義
マーケティングリサーチ 3後 2 講義 ○ ◎
eビジネス 3後 2 講義
企業会計 3後 2 講義
現代企業論 4前 2 講義
ブランディング 4前 2 講義 ○
リスクマネジメント 4前 2 講義
税務会計 4前 2 講義
ＣＳＲ・経営倫理 4前 2 講義
民法 3前 2 講義 ○ ○
公法 3前 2 講義 ○ ○
商法・会社法 3後 2 講義 ○
建築法規・環境法規 3後 2 講義 ○ ○
知的財産管理 4前 2 講義 ○

地
域
政
策
コ

ス
基
幹
科
目

地
域
科
学
コ

ス
基
幹
科
目

専
門
科
目

関
連
科
目

専
門
基
礎
科
目

共
通
関
連
科
目

社
会
基
盤
科
目

基
幹
科
目

地域科学
コースは
必修を含めて
16単位以上
修得

10単位まで
卒業要件
単位に
算入可能

建築史 2後 2 講義
構造力学Ⅰ 3前 2 講義 ◎
材料学 3前 2 講義 ◎
建築計画 3前 2 講義
生活環境工学 3前 2 講義
ユニバーサルデザイン 3前 2 講義
水理学 3前 2 講義 ◎
構造力学Ⅱ 3後 2 講義 ◎
建築一般構造 3後 2 講義
施工技術 3後 2 講義 ◎
建築設備 3後 2 講義
構造力学演習 3後 1 演習 ◎
地盤工学 3後 2 講義 ◎
インテリアデザイン 4前 2 講義
建築コスト 4前 2 講義
耐震設計法 4前 2 講義
ファシリティマネジメント 4前 2 講義
サスティナブルデザイン 4前 2 講義 ○ ○ ◎
測量 4前 2 講義 ◎
生活環境デザイン概論 2後 2 講義
生活環境デザイン演習Ⅰ 2後 2 演習
生活環境デザイン演習Ⅱ 3前 3 演習
生活環境デザイン演習Ⅲ 3後 3 演習
地域創生演習Ⅰ 3前 2 演習 ● ● ● ● ● ●
地域創生演習Ⅱ 3後 2 演習 ● ● ● ● ● ●
卒業研究Ⅰ 4前 2 演習 ● ● ● ● ● ●
卒業研究Ⅱ 4後 4 演習 ● ● ● ● ● ●

基盤教育科目、全学共通科目、専門基礎科目、専門科目、卒業研究の合計 125 125 141 139 141 142 卒業要件単位数125単位以上修得
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目

関
連
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目

卒
業
研
究

建
築
士
用

価
値
Ｄ
科

目

生
活
基
盤
科
目

10単位必修

区分ごとの要件１ 区分ごとの要件２ 備考

授
業
形
態

単
位
数

卒業要件

科目
区分 授業科目 配当

年次

凡例：●…必修，○…選択科目，◎…選択科目（選択が推奨されるもの）

留学生は
2単位以上
選択必修

地域政策
コースは
必修を含めて
20単位以上
修得

必修科目を
含めて34単位
以上必修

必修科目を
含めて36単位
以上修得

地域政策コース基本モデル 地域科学コース
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ン
エ
域
地

ト
ス
リ
ナ
ア
域
地

地域政策コース基本モデル 地域科学コース
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（7）履修モデル

地域政策・地域科学の各コースにおいて、卒業要件単位を最低限で満たすための標準的な履修モデル（履修例）を示すものである。
実際の科目履修にあたっては、自らの望む進路を考慮して、下に示す各系の履修モデルを参考に履修を進めることが望まれる。なお、
各コースにおける展開モデルは以下のとおりである。

①地域政策コース

②地域科学コース

地域プランナー

地域アントレプレナー

地域アナリスト

地域エンジニア

地域づくり・まちづくりの手法、行政および政策に関する知識を習得し、合わせて地域課題の分析手法を
学び、地域活性化に資する政策の企画立案、実施を担う地域プランナー（公務員、シンクタンク、コンサ
ルタントなど）を目指す。
社会課題に対する企業の対応に関する知識を習得し、合わせてプロジェクトのマネジメントや起業の手法
を学び、地域活性化に貢献するグローカルにビジネスを展開するリーダー（地域企業、地域金融、ソーシャ
ルビジネスなど）となることを目指す。

地域に出て現状を知り、土木・環境・情報・農業農村工学等の技術を学び、人々の安全な暮らしと産業
の活性化に貢献する技術系公務員や民間のエンジニアなどになることを目指す。

地域の現状を把握・分析・表現するための知識と手法を習得し、科学的なエビデンスに裏付けされた資
料に基づいて将来の地域政策・ビジネス提案を行うことのできる民間のアナリストやコンサルタントなどに
なることを目指す。

宮城大学の知の体系 1前 2 講義 ● ● ● ● ● ●
大学での学び入門 1前 1 講義 ● ● ● ● ● ●
社会の中で生きる 1前 1 講義 ● ● ● ● ● ●
キャリアデザインⅠ 1後 1 講義 ● ● ● ● ● ●
スタートアップ・セミナー 1前 2 講義 ● ● ● ● ● ●
アカデミック・セミナー 1後 2 講義 ● ● ● ● ● ●
地域フィールドワーク 1前 2 講義 ● ● ● ● ● ●
情報化社会と技術 1後 2 講義 ● ● ● ● ● ●
データサイエンス入門 1前 2 講義 ● ● ● ● ● ●
English Reading SkillsⅠ 1前 1 演習 ● ● ● ● ● ●
English Self-ExpressionⅠ 1前 1 演習 ● ● ● ● ● ●
English Reading SkillsⅡ 1後 1 演習 ● ● ● ● ● ●
English Self-ExpressionⅡ 1後 1 演習 ● ● ● ● ● ●
English for Academic PurposesⅠ 2前 1 演習 ● ● ● ● ● ●
English Self-ExpressionⅢ 2前 1 演習 ● ● ● ● ● ●
English for Academic PurposesⅡ 2後 1 演習 ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎
Extensive Listening 2後 1 演習 ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎
Practical English 2前 1 演習 ○ ○ ○ ○ ○ ○
中国語Ⅰ 1・2前 1 演習 ○
中国語Ⅱ 1・2後 1 演習
韓国語Ⅰ 1・2前 1 演習
韓国語Ⅱ 1・2後 1 演習
ベトナム語Ⅰ 1・2集中 1 演習 ○
ベトナム語Ⅱ 1・2集中 1 演習
Global StudiesⅠ 1・2前 2 講義
Global StudiesⅡ 1・2後 2 講義
Intercultural Communication 1・2前 2 講義
日本の歴史と文化 1・2前 2 講義 ○ ○ ◎
世界の歴史と文化 1・2後 2 講義
東北の歴史と文化 1・2後 2 講義 ○ ◎ ◎
現代社会と哲学 1・2前 2 講義
人と宗教 1・2前 2 講義
心理学 1・2前 2 講義
現代社会の諸相 1・2後 2 講義 ○ ○ ○ ○ ○
憲法 1・2後 2 講義 ○ ○ ○ ○ ○ ○
社会と経済 1・2後 2 講義 ○ ○ ◎ ○ ◎ ○
数理科学 1・2前 2 講義 ○ ○ ○
生命科学 1・2前 2 講義 ○ ○
環境科学入門 1・2後 2 講義 ○ ○ ○ ○ ○
地球と宇宙 1・2後 2 講義 ○ ○ ○ ○ ○
数学概論 1・2前 2 講義 ○ ○ ◎ ◎
物理概論 1・2前 2 講義 ○ ○ ◎
化学概論 1・2前 2 講義
生物概論 1・2前 2 講義 ○
基礎統計学 1後 2 講義 ● ● ● ● ● ●
音楽 1・2前 2 講義 ○
美術 1・2後 2 講義
健康科学 1・2前 2 講義 ○ ○ ○ ○ ○
アートサイエンス概論 1前 1 講義
総合芸術 1集中 1 実験・実習

スポーツ科学 1・2前 1 講義
スポーツ実技 1・2前 1 実験・実習

体を動かす楽しみ 1・2後 1 実験・実習

全学自由ゼミ 1・2集中 1 演習 ○ ○ ○ ○ ○ ○
日本語Ⅰ 1前 1 演習 留学生は必修
日本語Ⅱ 1後 1 演習 留学生は必修
日本語Ⅲ 2前 1 演習 留学生は必修
日本語Ⅳ 2後 1 演習
日本事情Ⅰ 1前 2 講義 留学生は必修
日本事情Ⅱ 1後 2 講義 留学生は必修
コミュニティ・プランナー概論及び演習 2前 2 講義 ◎ ◎
コミュニティ・プランナー実践論 2後 2 講義 ◎ ◎
コミュニティ・プランナーフィールドワーク演習 3前 2 演習 ◎ ◎
グローバルインターンシップ 1・2集中 2 演習
学外研修 1・2集中 2 演習 ◎ ◎ ◎ ◎

1・2通 1 講義
1・2通 1 講義

産学連携講座Ⅰ
産学連携講座Ⅱ
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象

卒業要件単位に
含まない

専門関連科目に
算入可能

全学
共通科目

3単位以上修得

留学生
のみ履修可

2単位以上
修得

必修科目を
含めて
45単位以上
修得

留学生は
15単位必修

21単位必修
※ただし留学生に
ついては備考の
とおりとする

必修を含めて
16単位以上
修得

区分ごとの要件１ 区分ごとの要件２ 備考

授
業
形
態

単
位
数

卒業要件

科目
区分 授業科目 配当

年次
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凡例：●…必修，○…選択科目，◎…選択科目（選択が推奨されるもの）

事業構想学概論 1後 2 講義 ● ● ● ● ● ●
地域活性化とビジネス 1後 1 講義 ● ● ● ● ● ●
地域社会・産業とデザイン 1後 1 講義 ● ● ● ● ● ●
地域政策概論 2前 2 講義 ● ● ● ● ● ●
ビジネスモデル論 2前 2 講義 ● ● ● ● ● ●
ミクロ経済学 2前 2 講義 ● ● ● ● ● ●
地域調査法 2前 2 講義 ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎
データサイエンス 2前 2 講義 ● ● ● ● ● ●
応用統計処理 2前 2 講義 ● ● ● ● ● ●
キャリアデザインⅡ 2前 1 講義 ● ● ● ● ● ●
インターンシップⅠ 2前 2 講義 ● ● ● ● ● ●
法学概論 2後 2 講義 ● ● ● ● ● ●
経営学概論 2後 2 講義 ● ● ● ● ● ●
マクロ経済学 2後 2 講義 ● ● ● ● ● ●
社会調査法 2後 2 講義 ○ ○
数理計画 2後 2 講義 ○ ○ ○ ○ ○
キャリア開発Ⅰ 2後 1 講義 ● ● ● ● ● ●
消費者心理学 3前 2 講義 ○ ○
ゲーム理論 3前 2 講義 ○
地理情報分析 3前 2 講義 ○ ◎ ◎ ◎
多変量解析 3前 2 講義 ○ ◎ ◎
キャリア開発Ⅱ 3前 1 講義 ● ● ● ● ● ●
インターンシップⅡ 3前 2 講義 ○ ○ ○ ○
キャリア開発Ⅲ 3後 1 講義 ● ● ● ● ● ●
地域資源論 2後 2 講義 ○ ○ ○
地域社会学 2後 2 講義 ● ○ ● ● ○ ○
国土・地域計画 2後 2 講義 ● ○ ● ● ○ ○
都市と文化 3前 2 講義 ○ ○
行政学 3前 2 講義 ● ○ ● ● ○ ○
社会的共通資本 3前 2 講義 ○ ○ ○
地域交流論 3後 2 講義 ○ ○
都市計画 3後 2 講義 ● ○ ● ● ○ ○
地方自治 3後 2 講義 ● ○ ● ● ○ ○
コミュニティ創造 3後 2 講義 ○ ○ ○
地域産業政策 4前 2 講義 ○ ○ ○ ○ ○
地域環境政策 4前 2 講義 ○ ○ ○ ○
地域福祉政策 4前 2 講義 ○ ○
行政評価 4前 2 講義 ○ ○ ○
社会起業論 4前 2 講義 ○ ○
地域分析学 2後 2 講義 ○ ● ◎ ● ●
計量経済学 3前 2 講義 ● ○ ● ●
環境心理・行動学 3前 2 講義 ○ ○
水資源利用学 3前 2 講義 ○ ○
災害の科学（水） 3前 2 講義 ○ ○ ◎
交通計画 3後 2 講義 ● ○ ● ●
景観工学 3後 2 講義 ○ ○ ○ ○ ○
環境衛生工学 3後 2 講義 ○ ○
災害の科学（土） 3後 2 講義 ○ ○ ◎
地区・街区計画 4前 2 講義 ○ ○
防災計画 4前 2 講義 ○ ○ ○ ◎ ◎
経営戦略論 2後 2 講義 ○
マーケティング 2後 2 講義 ○ ◎
会計学概論 2後 2 講義 ○
金融論 2後 2 講義 ○
経営組織論 2後 2 講義 ○
ビジネスプロセスマネジメント 3前 2 講義 ○ ○
販売促進 3前 2 講義 ○
会計学 3前 2 講義 ○
経営財務 3前 2 講義
人的資源管理論 3前 2 講義
経営情報管理 3前 2 講義
ロジスティクス 3後 2 講義
マーケティングリサーチ 3後 2 講義 ○ ◎
eビジネス 3後 2 講義
企業会計 3後 2 講義
現代企業論 4前 2 講義
ブランディング 4前 2 講義 ○
リスクマネジメント 4前 2 講義
税務会計 4前 2 講義
ＣＳＲ・経営倫理 4前 2 講義
民法 3前 2 講義 ○ ○
公法 3前 2 講義 ○ ○
商法・会社法 3後 2 講義 ○
建築法規・環境法規 3後 2 講義 ○ ○
知的財産管理 4前 2 講義 ○
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科
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ス
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目
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礎
科
目

共
通
関
連
科
目

社
会
基
盤
科
目

基
幹
科
目

地域科学
コースは
必修を含めて
16単位以上
修得

10単位まで
卒業要件
単位に
算入可能

建築史 2後 2 講義
構造力学Ⅰ 3前 2 講義 ◎
材料学 3前 2 講義 ◎
建築計画 3前 2 講義
生活環境工学 3前 2 講義
ユニバーサルデザイン 3前 2 講義
水理学 3前 2 講義 ◎
構造力学Ⅱ 3後 2 講義 ◎
建築一般構造 3後 2 講義
施工技術 3後 2 講義 ◎
建築設備 3後 2 講義
構造力学演習 3後 1 演習 ◎
地盤工学 3後 2 講義 ◎
インテリアデザイン 4前 2 講義
建築コスト 4前 2 講義
耐震設計法 4前 2 講義
ファシリティマネジメント 4前 2 講義
サスティナブルデザイン 4前 2 講義 ○ ○ ◎
測量 4前 2 講義 ◎
生活環境デザイン概論 2後 2 講義
生活環境デザイン演習Ⅰ 2後 2 演習
生活環境デザイン演習Ⅱ 3前 3 演習
生活環境デザイン演習Ⅲ 3後 3 演習
地域創生演習Ⅰ 3前 2 演習 ● ● ● ● ● ●
地域創生演習Ⅱ 3後 2 演習 ● ● ● ● ● ●
卒業研究Ⅰ 4前 2 演習 ● ● ● ● ● ●
卒業研究Ⅱ 4後 4 演習 ● ● ● ● ● ●

基盤教育科目、全学共通科目、専門基礎科目、専門科目、卒業研究の合計 125 125 141 139 141 142 卒業要件単位数125単位以上修得
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卒業要件
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区分 授業科目 配当
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凡例：●…必修，○…選択科目，◎…選択科目（選択が推奨されるもの）

留学生は
2単位以上
選択必修

地域政策
コースは
必修を含めて
20単位以上
修得

必修科目を
含めて34単位
以上必修

必修科目を
含めて36単位
以上修得

地域政策コース基本モデル 地域科学コース
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地域政策コース基本モデル 地域科学コース
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４―価値創造デザイン学類について

（1）カリキュラムの特徴
　価値創造デザイン学類では、１年次に「フレッシュマンコア」を中心とした基盤教育科目と事業構想学群共通の専門基礎科目
を学びます。１年次末までに自分の進む学類が決まり、２年次からは，学類共通の専門基礎科目を学びます。２年次後期からは、
感性情報デザインコースか生活環境デザインコースのいずれかを選択し、コース毎に専門科目 ( 基幹 ) を学びます。また、自分
の将来イメージに併せて、他コースの専門科目 ( 関連 ) も履修することができます。４年次には、卒業研究に取り組み４年間の
学びの集大成となります。

（2）価値創造デザイン学類の教育目標

　人間の感性や地域の資源に応じた新しい価値を創造できるサービス・生活環境・
製品（ものづくり）を探求創造する能力（価値創造デザイン力）を育成することを目
的にカリキュラムを構成する。価値創造デザインにおける専門力を高めるため、メディ
ア創造を対象とした「感性情報デザイン」、空間創造を対象とした「生活環境デザイン」
に分類し、それぞれを履修コースとして定める。

　事業構想学群価値創造デザイン学類
では、以下の要件を満たした学生に学士
（価値創造デザイン学）の学位を授与す
る。

　事業構想学の学びに共通して基礎となる概念や理論、分析手法を教授するとともに、
価値創造デザイン学の基礎となる人間の感性や認知に関する基本的な理論を教授する
ための専門基礎科目を置く。それを基盤に履修コースに応じた専門科目を展開する。
　感性情報デザインコースの専門科目では、メディア開発のために必要とされる情報メ
ディアに関する理論やプログラミング技術を教授する。
　生活環境デザインコースの専門科目では、生活環境創造に必要とされる空間構成や
構造に関する理論・技術を教授する。
　両コースに共通した関連科目として、ものづくりを対象とした科目群を設け、製品デ
ザインの基礎理論や地域風土に適応したデザインについて教授する。

　人間や生活環境に関する理論を理解
し、情報メディアや空間設計の技術を修
得している。

学
類
共
通

　学生の協働性を育むために、学生がチームでプロジェクトに取り組む演習を配置す
る。また講義科目においても学生の協働性を生かした教育方法を採用する。
　実社会における協働能力を養うために、学外でのインターンシップを取り入れたキャ
リア教育を実施する。

　他者との関係を意識しながらチームで
プロジェクトに取り組むことができる。協

働
性

　学期毎に設けられる専門演習科目では、学生が主体的に創造する能力を育成する
ための課題設定を行う。最終年次においては、学生がそれまでに身につけた分析力・
発想力・設計力を総合的に生かして新たな価値を創造できるデザインを行う「卒業研
究」を設ける。キャリア教育では、事業構想の諸分野を知り、その中で自分の将来
像をデザインできるようにするためのプログラムを取り入れる。

　自らの分析力・発想力・設計力で、新た
な価値を創造することができる。

主
体
性

知
識
・
技
術

　表現力を育成するために、演習や卒業研究に関する自らの発表機会を積極的に設
けるとともに、講義科目においても学生の表現力育成を考慮した教育方法を採用する。

　課題について議論し、調査・分析結果や
提案を資料にまとめ発表することができる。

表
現

　価値創造デザインに求められる分析力・発想力・設計力を育成するとともに、実
務に必要なプロセスを理解するために、各コースの専門科目と協調した演習科目を
置く。

　実務で必要なプロセスを理解し、デザ
インに関わる分析力・発想力・設計力を発
揮できる。

思
考
力

判
断
力

ディプロマポリシー カリキュラムポリシー

（3）卒業に必要な単位数及び卒業要件

基盤教育
科目

全学共通科目

専門基礎科目

配当単位数 選択必修 必要単位数必修単位数

フレッシュマンコア（FC）

グローバルコミュニケーション分野（GC）

ソーシャルサイエンス分野（SS）

ナチュラルサイエンス分野（NS）

アートサイエンス分野（AS）

基盤ゼミ

留学生対象

45単位
以上

区分

34単位以上

専門科目

21

15

18

18

11

1

留学生のみ8

6

6

36

24

12

24

59

20

41

24

34

10

261

21
（留学生：15）

0

0

2

0

0

留学生のみ7

0

0

34

24

0

0

0

20

0

0

0

10

21
（留学生：17）単位以上

3単位以上

16単位以上

2単位以上

　

留学生のみ7単位以上

24単位以上

感性情報
デザイン
コース

生活環境
デザイン
コース

基幹科目

関連科目

造形・
プロダクト
デザイン科目

生活環境デザインコースの
基幹科目
( 卒業要件外 )

基幹科目

関連科目

造形・
プロダクト
デザイン科目

感性情報デザインコースの
基幹科目
( 卒業要件外 )

卒業研究（3年次卒業研究サーベイ含む）

合計 125単位以上卒業要件単位数

10単位以上

36単位
以上

36単位
以上

卒業要件外

卒業要件外

0
（留学生：2）

3以上

14以上

2以上

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

20単位以上

（卒業要件外）
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に分類し、それぞれを履修コースとして定める。

　事業構想学群価値創造デザイン学類
では、以下の要件を満たした学生に学士
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構造に関する理論・技術を教授する。
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　人間や生活環境に関する理論を理解
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共
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　他者との関係を意識しながらチームで
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　表現力を育成するために、演習や卒業研究に関する自らの発表機会を積極的に設
けるとともに、講義科目においても学生の表現力育成を考慮した教育方法を採用する。

　課題について議論し、調査・分析結果や
提案を資料にまとめ発表することができる。

表
現

　価値創造デザインに求められる分析力・発想力・設計力を育成するとともに、実
務に必要なプロセスを理解するために、各コースの専門科目と協調した演習科目を
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（3）卒業に必要な単位数及び卒業要件
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ナチュラルサイエンス分野（NS）

アートサイエンス分野（AS）
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留学生対象
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以上

区分

34単位以上
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21

15

18
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24
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24
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20

41

24
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0
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2

0
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0

0
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24

0
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0
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合計 125単位以上卒業要件単位数
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価値創造デザイン学類 感性情報デザインコース
カリキュラムマップ

グラフィカル
メディア

インタラクティブ
メディア

人メディア評価

造形基礎

キャリアデザイン

情報メディア

造形プロダクト
デザイン

感性情報デザイン学
演習・研究

●必修科目
■ 緑枠：基盤教育科目
■ 白枠：専門基礎
■ 黄枠：専門基幹（感性情報コース）
■ 青枠：専門関連
■ 紫枠：卒業研究

1年 2年前期 2年後期 3年前期 3年後期 4年前期 4年後期

（4）価値創造デザイン学類感性情報コースのカリキュラムマップ （5）価値創造デザイン学類生活環境デザインコースのカリキュラムマップ

カリキュラムマップ

科目関連図

カリキュラムマップ
（１）知識・技術 （２）思考力・判断力

科目配当年次

価値創造
デザイン学類の DP 人間や生活環境に関する理論を理解

し、情報メディアや空間設計の技術を
修得している。

実務で必要なプロセスを理解し、デザ
インに関わる分析力・発想力・設計力
を発揮できる。

（３）表現
課題について議論し、調査・分析結果
や提案を資料にまとめ発表すること
ができる。

（４）主体性
自らの分析力・発想力・設計力で、新
たな価値を創造することができる。

（５）協働性
他者との関係を意識しながらチームで
プロジェクトに取り組むことができる。

科目関連図

４
年
次

３
年
次

２
年
次

１
年
次

●必修科目　◎価値創造デザイン学類履修推奨科目

●卒業研究Ⅰ　●卒業研究Ⅱ

●English for Academic PurposesⅠ ●English Self-Expression Ⅲ◎数学概論 ◎物理概論

●価値創造デザイン演習Ⅰ ●価値創造デザイン演習Ⅱ

●生活環境デザイン概論　●建築史 ●生活環境デザイン演習Ⅰ

●キャリアデザインⅡ●キャリア開発Ⅰ

造形・プロダクトデザイン演習Ⅰ　造形・プロダクトデザイン演習Ⅱ

●インターンシップⅠ

●キャリア開発Ⅱ・Ⅲ インターンシップⅡ●構造と機能

地区街区計画・ファシリティマネジメント
サスティナブルデザイン

耐震設計法・建築コスト・測量

●生活環境デザイン演習Ⅱ　●生活環境デザイン演習Ⅲ

●卒業研究サーベイ

●情報化社会と技術
●データサイエンス入門

●基礎統計学

●English Self-Expression Ⅱ
●English Self-Expression Ⅰ

●アカデミック・セミナー
◎総合芸術

●地域フィールドワーク
●社会の中で生きる

●English Reading Skills Ⅱ
●English Reading Skills Ⅰ ●宮城大学の知の体系

●大学での学び入門
●スタートアップセミナー
●キャリアデザインⅠ

●事業構想学概論●地域活性化とビジネス
●地域社会・産業とデザイン

フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
コ
ア

専
門
基
礎
科
目

専
門
科
目（
生
活
環
境
デ
ザ
イ
ン
科
目
）

専
門
科
目（
造
形
・プ
ロ
ダ
ク
ト
デ
ザ
イ
ン
科
目
）

卒
業
研
究

●生活環境工学・都市と文化・構造力学Ⅰ・材料学・建築計
画・国土地域計画・ユニバーサルデザイン・●環境心理行
動学・●景観工学・建築一般構造・施工技術・建築法規環
境法規・都市計画・建築設備・構造力学Ⅱ・構造力学演習・
地盤工学・災害の化学（土）・災害の科学（水）

●価値創造デザイン学基礎 ●価値創造デザイン学基礎 ●
情報と環境 ●色彩と形態 ●身体と認識 ●伝統と文化●素
材と加工 ●数理計画 ●応用統計処理 ●応用情報処理

風土・伝統デザイン・造形プロダクトデザイ
ン・グラフィックデザイン・感性デザイン評価
法・インテリアデザイン

（１）知識・技術 （２）思考力・判断力

科目配当年次

価値創造
デザイン学類の DP 人間や生活環境に関する理論を理解

し、情報メディアや空間設計の技術を
修得している。

実務で必要なプロセスを理解し、デザ
インに関わる分析力・発想力・設計力
を発揮できる。

（３）表現
課題について議論し、調査・分析結果
や提案を資料にまとめ発表すること
ができる。

（４）主体性
自らの分析力・発想力・設計力で、新
たな価値を創造することができる。

（５）協働性
他者との関係を意識しながらチームで
プロジェクトに取り組むことができる。

●卒業研究Ⅰ●卒業研究Ⅱ

●English for Academic PurposesⅠ ●English Self-Expression Ⅲ◎数学概論 ◎物理概論

●価値創造デザイン演習Ⅰ ●価値創造デザイン演習Ⅱ

●メディアプログラミング
●ウェブプログラミング ●情報構造と可視化 ●感性情報デザイン演習Ⅰ

●キャリアデザインⅡ ●キャリア開発Ⅰ

造形・プロダクトデザイン演習Ⅰ　造形・プロダクトデザイン演習Ⅱ

グラフィックデザイン

●インターンシップⅠ

●キャリア開発Ⅱ・Ⅲ インターンシップⅡ●構造と機能

知的財産管理 デザインマネジメント プロジェクトマネジメント

エンタテインメントデザイン

●感性情報デザイン演習Ⅰ●感性情報デザイン演習Ⅱ

●卒業研究サーベイ

●必修科目　◎価値創造デザイン学類履修推奨科目

●情報化社会と技術
●データサイエンス入門

●基礎統計学

●English Self-Expression Ⅱ
●English Self-Expression Ⅰ

●アカデミック・セミナー
◎総合芸術 ●地域フィールドワーク●社会の中で生きる

●English Reading Skills Ⅱ
●English Reading Skills Ⅰ ●宮城大学の知の体系

●大学での学び入門
●スタートアップセミナー
●キャリアデザインⅠ

●事業構想学概論●地域活性化とビジネス
●地域社会・産業とデザイン

●ユニバーサルデザイン ●エクスペリエンスデザイン 
●インタフェースデザイン ●ウェブデザイン
●コンピュータグラフィクス 情報サービスデザインⅠ・Ⅱ 
空間情報コンピューティング フィジカルコンピューティング
音響・映像デザイン

風土・伝統デザイン  造形プロダクトデザイン
感性デザイン評価法  インテリアデザイン

●価値創造デザイン学基礎●情報と環境
●色彩と形態 ●身体と認識 ●伝統と文化 
●素材と加工 ●数理計画 ●応用統計処理
●応用情報処理
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卒
業
研
究

４
年
次

３
年
次

２
年
次

１
年
次

知的財産管理 デザインマネジメント プロジェクトマネジメント

グラフィックデザイン

造形・プロダクト
デザイン演習Ⅰ

●事業構想学概論

●地域社会・産業と
デザイン

●キャリアデザインⅡ

●応用統計処理

●応用情報処理

●インターンシップⅠ

●価値創造デザイン演習Ⅰ ●価値創造デザイン演習Ⅱ

●キャリア開発Ⅰ

●構造と機能

●キャリア開発Ⅱ ●キャリア開発Ⅲ

●価値創造デザイン学
基礎

●身体と認識

●伝統と文化

●素材と加工

●数理計画

●感性情報デザイン
演習Ⅰ

●感性情報デザイン
演習Ⅱ

●ユニバーサルデザイン

●ウェブデザイン

情報サービス
デザインⅠ

情報サービス
デザインⅡ

空間情報
コンピューティング

●感性情報デザイン
演習Ⅲ

●エクスペリエンス
デザイン

エンタテイメント
デザイン

風土・伝統デザイン

グラフィックデザイン

インテリアデザイン

造形・プロダクト
デザイン

感性デザイン評価法

編集・広告デザイン

造形・プロダクト
デザイン演習Ⅱ

デザインマネジメント

プロジェクト
マネジメント

知的財産管理

インターンシップⅡ

●キャリアデザインⅠ

●データサイエンス
入門

●情報化社会と技術

数学概論

●卒業研究サーベイ ●卒業研究Ⅰ ●卒業研究Ⅱ

●色彩と形態

●基礎統計学

●インタフェース
デザイン

●コンピュータ
グラフィクス

フィジカル
コンピューティング

音響・映像デザイン

●メディア
プログラミング

●情報構造と可視化

●地域活性化とビジネス

●ウェブ
プログラミング

物理概論

●情報と環境

●事業構想学概論

●地域活性化と
ビジネス

●地域社会・産業と
デザイン

●キャリアデザインⅡ

●情報と環境

●応用統計処理

●応用情報処理

●インターンシップⅠ

●価値創造デザイン
演習Ⅰ

●価値創造デザイン
演習Ⅱ

●キャリア開発Ⅰ

●構造と機能

●キャリア開発Ⅱ ●キャリア開発Ⅲ

●価値創造デザイン学
基礎

●身体と認識

●伝統と文化

●素材と加工

●数理計画

●生活環境デザイン
概論

●建築史

●生活環境デザイン
演習Ⅰ

●生活環境デザイン
演習Ⅱ

ユニバーサル
デザイン

●生活環境工学

●都市と文化

国土・地域計画

情報サービス
デザインⅠ

情報サービス
デザインⅡ

建築計画

構造力学Ⅰ

構造力学演習

●生活環境デザイン
演習Ⅲ

●環境心理・行動学

耐震設計法

風土・伝統デザイン

グラフィック
デザイン

インテリアデザイン

造形・プロダクト
デザイン

感性デザイン評価法

デザインマネジメント

プロジェクト
マネジメント

知的財産管理

インターンシップⅡ

キャリアデザイン

●キャリアデザインⅠ

●データサイエンス
入門

●情報化社会と技術

数学概論

●卒業研究サーベイ ●卒業研究Ⅰ ●卒業研究Ⅱ

材料学

災害の科学（土）

●景観工学

構造力学Ⅱ

建築一般構造

建築法規・環境法規

施工技術

建築設備

都市計画

災害の科学（水）

地盤工学

建築コスト

地区・街区計画

ファシリティ
マネジメント

サスティナブル
デザイン

測量

●基礎統計学

物理概論

１年 ２年 ３年 ４年

生活環境デザイン
演習・研究

造形・プロダクトデザイン
マネジメント造形・プロダクト

デザイン演習Ⅰ
造形・プロダクト
デザイン演習Ⅱ

編集・広告デザイン

●色彩と形態

価値創造デザイン学類  生活環境デザインコース
カリキュラムマップ
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価値創造デザイン学類 感性情報デザインコース
カリキュラムマップ

グラフィカル
メディア

インタラクティブ
メディア

人メディア評価

造形基礎

キャリアデザイン

情報メディア

造形プロダクト
デザイン

感性情報デザイン学
演習・研究

●必修科目
■ 緑枠：基盤教育科目
■ 白枠：専門基礎
■ 黄枠：専門基幹（感性情報コース）
■ 青枠：専門関連
■ 紫枠：卒業研究

1年 2年前期 2年後期 3年前期 3年後期 4年前期 4年後期

（4）価値創造デザイン学類感性情報コースのカリキュラムマップ （5）価値創造デザイン学類生活環境デザインコースのカリキュラムマップ

カリキュラムマップ

科目関連図

カリキュラムマップ
（１）知識・技術 （２）思考力・判断力

科目配当年次

価値創造
デザイン学類の DP 人間や生活環境に関する理論を理解

し、情報メディアや空間設計の技術を
修得している。

実務で必要なプロセスを理解し、デザ
インに関わる分析力・発想力・設計力
を発揮できる。

（３）表現
課題について議論し、調査・分析結果
や提案を資料にまとめ発表すること
ができる。

（４）主体性
自らの分析力・発想力・設計力で、新
たな価値を創造することができる。

（５）協働性
他者との関係を意識しながらチームで
プロジェクトに取り組むことができる。

科目関連図

４
年
次

３
年
次

２
年
次

１
年
次

●必修科目　◎価値創造デザイン学類履修推奨科目

●卒業研究Ⅰ　●卒業研究Ⅱ

●English for Academic PurposesⅠ ●English Self-Expression Ⅲ◎数学概論 ◎物理概論

●価値創造デザイン演習Ⅰ ●価値創造デザイン演習Ⅱ

●生活環境デザイン概論　●建築史 ●生活環境デザイン演習Ⅰ

●キャリアデザインⅡ●キャリア開発Ⅰ

造形・プロダクトデザイン演習Ⅰ　造形・プロダクトデザイン演習Ⅱ

●インターンシップⅠ

●キャリア開発Ⅱ・Ⅲ インターンシップⅡ●構造と機能

地区街区計画・ファシリティマネジメント
サスティナブルデザイン

耐震設計法・建築コスト・測量

●生活環境デザイン演習Ⅱ　●生活環境デザイン演習Ⅲ

●卒業研究サーベイ

●情報化社会と技術
●データサイエンス入門

●基礎統計学

●English Self-Expression Ⅱ
●English Self-Expression Ⅰ

●アカデミック・セミナー
◎総合芸術

●地域フィールドワーク
●社会の中で生きる

●English Reading Skills Ⅱ
●English Reading Skills Ⅰ ●宮城大学の知の体系

●大学での学び入門
●スタートアップセミナー
●キャリアデザインⅠ

●事業構想学概論●地域活性化とビジネス
●地域社会・産業とデザイン
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卒
業
研
究

●生活環境工学・都市と文化・構造力学Ⅰ・材料学・建築計
画・国土地域計画・ユニバーサルデザイン・●環境心理行
動学・●景観工学・建築一般構造・施工技術・建築法規環
境法規・都市計画・建築設備・構造力学Ⅱ・構造力学演習・
地盤工学・災害の化学（土）・災害の科学（水）

●価値創造デザイン学基礎 ●価値創造デザイン学基礎 ●
情報と環境 ●色彩と形態 ●身体と認識 ●伝統と文化●素
材と加工 ●数理計画 ●応用統計処理 ●応用情報処理

風土・伝統デザイン・造形プロダクトデザイ
ン・グラフィックデザイン・感性デザイン評価
法・インテリアデザイン

（１）知識・技術 （２）思考力・判断力

科目配当年次

価値創造
デザイン学類の DP 人間や生活環境に関する理論を理解

し、情報メディアや空間設計の技術を
修得している。

実務で必要なプロセスを理解し、デザ
インに関わる分析力・発想力・設計力
を発揮できる。

（３）表現
課題について議論し、調査・分析結果
や提案を資料にまとめ発表すること
ができる。

（４）主体性
自らの分析力・発想力・設計力で、新
たな価値を創造することができる。

（５）協働性
他者との関係を意識しながらチームで
プロジェクトに取り組むことができる。

●卒業研究Ⅰ●卒業研究Ⅱ

●English for Academic PurposesⅠ ●English Self-Expression Ⅲ◎数学概論 ◎物理概論

●価値創造デザイン演習Ⅰ ●価値創造デザイン演習Ⅱ

●メディアプログラミング
●ウェブプログラミング ●情報構造と可視化 ●感性情報デザイン演習Ⅰ

●キャリアデザインⅡ ●キャリア開発Ⅰ

造形・プロダクトデザイン演習Ⅰ　造形・プロダクトデザイン演習Ⅱ

グラフィックデザイン

●インターンシップⅠ

●キャリア開発Ⅱ・Ⅲ インターンシップⅡ●構造と機能

知的財産管理 デザインマネジメント プロジェクトマネジメント

エンタテインメントデザイン

●感性情報デザイン演習Ⅰ●感性情報デザイン演習Ⅱ

●卒業研究サーベイ

●必修科目　◎価値創造デザイン学類履修推奨科目

●情報化社会と技術
●データサイエンス入門

●基礎統計学

●English Self-Expression Ⅱ
●English Self-Expression Ⅰ

●アカデミック・セミナー
◎総合芸術 ●地域フィールドワーク●社会の中で生きる

●English Reading Skills Ⅱ
●English Reading Skills Ⅰ ●宮城大学の知の体系

●大学での学び入門
●スタートアップセミナー
●キャリアデザインⅠ

●事業構想学概論●地域活性化とビジネス
●地域社会・産業とデザイン

●ユニバーサルデザイン ●エクスペリエンスデザイン 
●インタフェースデザイン ●ウェブデザイン
●コンピュータグラフィクス 情報サービスデザインⅠ・Ⅱ 
空間情報コンピューティング フィジカルコンピューティング
音響・映像デザイン

風土・伝統デザイン  造形プロダクトデザイン
感性デザイン評価法  インテリアデザイン

●価値創造デザイン学基礎●情報と環境
●色彩と形態 ●身体と認識 ●伝統と文化 
●素材と加工 ●数理計画 ●応用統計処理
●応用情報処理
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卒
業
研
究

４
年
次

３
年
次

２
年
次

１
年
次

知的財産管理 デザインマネジメント プロジェクトマネジメント

グラフィックデザイン

造形・プロダクト
デザイン演習Ⅰ

●事業構想学概論

●地域社会・産業と
デザイン

●キャリアデザインⅡ

●応用統計処理

●応用情報処理

●インターンシップⅠ

●価値創造デザイン演習Ⅰ ●価値創造デザイン演習Ⅱ

●キャリア開発Ⅰ

●構造と機能

●キャリア開発Ⅱ ●キャリア開発Ⅲ

●価値創造デザイン学
基礎

●身体と認識

●伝統と文化

●素材と加工

●数理計画

●感性情報デザイン
演習Ⅰ

●感性情報デザイン
演習Ⅱ

●ユニバーサルデザイン

●ウェブデザイン

情報サービス
デザインⅠ

情報サービス
デザインⅡ

空間情報
コンピューティング

●感性情報デザイン
演習Ⅲ

●エクスペリエンス
デザイン

エンタテイメント
デザイン

風土・伝統デザイン

グラフィックデザイン

インテリアデザイン

造形・プロダクト
デザイン

感性デザイン評価法

編集・広告デザイン

造形・プロダクト
デザイン演習Ⅱ

デザインマネジメント

プロジェクト
マネジメント

知的財産管理

インターンシップⅡ

●キャリアデザインⅠ

●データサイエンス
入門

●情報化社会と技術

数学概論

●卒業研究サーベイ ●卒業研究Ⅰ ●卒業研究Ⅱ

●色彩と形態

●基礎統計学

●インタフェース
デザイン

●コンピュータ
グラフィクス

フィジカル
コンピューティング

音響・映像デザイン

●メディア
プログラミング

●情報構造と可視化

●地域活性化とビジネス

●ウェブ
プログラミング

物理概論

●情報と環境

●事業構想学概論

●地域活性化と
ビジネス

●地域社会・産業と
デザイン

●キャリアデザインⅡ

●情報と環境

●応用統計処理

●応用情報処理

●インターンシップⅠ

●価値創造デザイン
演習Ⅰ

●価値創造デザイン
演習Ⅱ

●キャリア開発Ⅰ

●構造と機能

●キャリア開発Ⅱ ●キャリア開発Ⅲ

●価値創造デザイン学
基礎

●身体と認識

●伝統と文化

●素材と加工

●数理計画

●生活環境デザイン
概論

●建築史

●生活環境デザイン
演習Ⅰ

●生活環境デザイン
演習Ⅱ

ユニバーサル
デザイン

●生活環境工学

●都市と文化

国土・地域計画

情報サービス
デザインⅠ

情報サービス
デザインⅡ

建築計画

構造力学Ⅰ

構造力学演習

●生活環境デザイン
演習Ⅲ

●環境心理・行動学

耐震設計法

風土・伝統デザイン

グラフィック
デザイン

インテリアデザイン

造形・プロダクト
デザイン

感性デザイン評価法

デザインマネジメント

プロジェクト
マネジメント

知的財産管理

インターンシップⅡ

キャリアデザイン

●キャリアデザインⅠ

●データサイエンス
入門

●情報化社会と技術

数学概論

●卒業研究サーベイ ●卒業研究Ⅰ ●卒業研究Ⅱ

材料学

災害の科学（土）

●景観工学

構造力学Ⅱ

建築一般構造

建築法規・環境法規

施工技術

建築設備

都市計画

災害の科学（水）

地盤工学

建築コスト

地区・街区計画

ファシリティ
マネジメント

サスティナブル
デザイン

測量

●基礎統計学

物理概論

１年 ２年 ３年 ４年

生活環境デザイン
演習・研究

造形・プロダクトデザイン
マネジメント造形・プロダクト

デザイン演習Ⅰ
造形・プロダクト
デザイン演習Ⅱ

編集・広告デザイン

●色彩と形態

価値創造デザイン学類  生活環境デザインコース
カリキュラムマップ
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（6）価値創造デザイン学類の科目配当表 凡例 ◎ 必修科目

必 科目名 単位 必 科目名 単位 必 科目名 単位 必 科目名 単位 必 科目名 単位 必 科目名 単位 必 科目名 単位 必 科目名 単位
◎ スタートアップ・セミナー 2 ◎ アカデミック・セミナー 2
◎ 社会の中で生きる 1 ◎ キャリアデザインⅠ 1
◎ 大学での学び入門 1
◎ 宮城大学の知の体系 2
◎ 地域フィールドワーク 2
◎ データサイエンス入門 2 ◎ 情報化社会と技術 2
◎ English Self-Expression Ⅰ 1 ◎ English Self-Expression Ⅱ 1 ◎ English Self-Expression Ⅲ 1
◎ English Reading Skills Ⅰ 1 ◎ English Reading Skills Ⅱ 1 ◎ English for Academic Purposes Ⅰ 1

Intercultural Communication 2 Practical English 1 English for Academic Purposes Ⅱ 1
Global Studies Ⅰ 2 Global Studies Ⅱ 2 Extensive Listening 1
中国語Ⅰ 1 中国語Ⅱ 1
韓国語Ⅰ 1 韓国語Ⅱ 1
ベトナム語Ⅰ（集中） 1 ベトナム語Ⅱ（集中） 1
日本の歴史と文化 2 世界の歴史と文化 2

東北の歴史と文化 2
現代社会と哲学 2 現代社会の諸相 2
人と宗教 2 憲法 2
心理学 2 社会と経済 2
数理科学 2 環境科学入門 2
生命科学 2 地球と宇宙 2
数学概論 2 ◎ 基礎統計学 2
物理概論 2
化学概論 2
生物概論 2
音楽 2 美術 2
健康科学 2
スポーツ科学 1
スポーツ実技 1 体を動かす楽しみ 1
アートサイエンス概論 1 総合芸術（集中） 1

基ゼ 全学自由ゼミ（集中） 1
◎ 日本語Ⅰ 1 ◎ 日本語Ⅱ 1

1
1

◎ 日本語Ⅲ 1 日本語Ⅳ 1

◎ 日本事情Ⅰ 2 ◎ 日本事情Ⅱ 2
コミュニティ・プランナー概論及び演習 2 コミュニティ・プランナー実践論 2 2グローバルインターンシップ（集中） 2 学外研修（集中）

産学連携講座Ⅰ（通年）
産学連携講座Ⅱ（通年）

2

★専門基礎科目
◎ 事業構想学概論 2 ◎ 価値創造デザイン演習Ⅰ 2 ◎ 価値創造デザイン演習Ⅱ 2
◎ 地域活性化とビジネス 1 ◎ 価値創造デザイン学基礎 2 ◎ 身体と認識 2 ◎ 構造と機能 2
◎ 地域社会・産業とデザイン 1 ◎ 情報と環境 2 ◎ 伝統と文化 2

◎ 色彩と形態 2 ◎ 素材と加工 2
◎ 応用統計処理 2
◎ 応用情報処理 2 ◎ 数理計画 2
◎ キャリアデザインⅡ 1 ◎ キャリア開発Ⅰ 1 ◎ キャリア開発Ⅱ 1 ◎ キャリア開発Ⅲ 1
◎ インターンシップⅠ 2 インターンシップⅡ 2

★感性情報デザイン科目
◎ ユニバーサルデザイン 2

◎ メディアプログラミング 2 ◎ インタフェースデザイン 2
◎ ウェブプログラミング 2 ◎ ウェブデザイン 2
◎ 情報構造と可視化 2 ◎ コンピュータグラフィクス 2 ◎ エクスペリエンスデザイン 2
◎ 感性情報デザイン演習Ⅰ 2 ◎ 感性情報デザイン演習Ⅱ 3 ◎ 感性情報デザイン演習Ⅲ 3

情報サービスデザインⅠ 2 情報サービスデザインⅡ 2
フィジカルコンピューティング 2 空間情報コンピューティング 2
音響・映像デザイン 2 エンタテインメントデザイン 2
★造形・プロダクトデザイン科目
風土・伝統デザイン 2 造形・プロダクトデザイン 2 デザインマネジメント 2
グラフィックデザイン 2 感性デザイン評価法 2 プロジェクトマネジメント 2
インテリアデザイン 2 編集・広告デザイン 2 知的財産管理 2
造形・プロダクトデザイン演習Ⅰ 3 造形・プロダクトデザイン演習Ⅱ 3

卒業
研究 ◎ 卒業研究サーベイ 2 ◎ 卒業研究Ⅰ 4 ◎ 卒業研究Ⅱ 4

★生活環境デザイン科目
生活環境デザイン概論 2 生活環境工学 2 環境心理・行動学 2
建築史 2 都市と文化 2 景観工学 2

生活環境デザイン演習Ⅰ 2 生活環境デザイン演習Ⅱ 3 生活環境デザイン演習Ⅲ 3

構造力学Ⅰ 2 構造力学Ⅱ 2 耐震設計法 2
材料学 2 構造力学演習 1 建築コスト 2
建築計画 2 建築一般構造 2 地区・街区計画 2
国土・地域計画 2 建築法規・環境法規 2 ファシリティマネジメント 2
災害の科学（土） 2 施工技術 2 サスティナブルデザイン 2

建築設備 2 測量 2
都市計画 2
災害の科学（水） 2
地盤工学 2

★生活環境デザイン科目
◎ 生活環境デザイン概論 2 ◎ 生活環境工学 2 ◎ 環境心理・行動学 2
◎ 建築史 2 ◎ 都市と文化 2 ◎ 景観工学 2
◎ 生活環境デザイン演習Ⅰ 2 ◎ 生活環境デザイン演習Ⅱ 3 ◎ 生活環境デザイン演習Ⅲ 3

構造力学Ⅰ 2 構造力学Ⅱ 2 耐震設計法 2
材料学 2 構造力学演習 1 建築コスト 2
建築計画 2 建築一般構造 2 地区・街区計画 2
国土・地域計画 2 建築法規・環境法規 2 ファシリティマネジメント 2
災害の科学（土） 2 施工技術 2 サスティナブルデザイン 2
ユニバーサルデザイン 2 建築設備 2 測量 2

都市計画 2
災害の科学（水） 2
地盤工学 2

★造形・プロダクトデザイン科目
風土・伝統デザイン 2 造形・プロダクトデザイン 2 デザインマネジメント 2
グラフィックデザイン 2 感性デザイン評価法 2 プロジェクトマネジメント 2
インテリアデザイン 2 編集・広告デザイン 2 知的財産管理 2
造形・プロダクトデザイン演習Ⅰ 3 造形・プロダクトデザイン演習Ⅱ 3

卒業
研究 ◎ 卒業研究サーベイ 2 ◎ 卒業研究Ⅰ 4 ◎ 卒業研究Ⅱ 4

★感性情報デザイン科目

メディアプログラミング 2 インタフェースデザイン 2
ウェブプログラミング 2 ウェブデザイン 2
情報構造と可視化 2 コンピュータグラフィクス 2 エクスペリエンスデザイン 2
感性情報デザイン演習Ⅰ 2 感性情報デザイン演習Ⅱ 3 感性情報デザイン演習Ⅲ 3

情報サービスデザインⅠ 2 情報サービスデザインⅡ 2
フィジカルコンピューティング 2 空間情報コンピューティング 2
音響・映像デザイン 2 エンタテインメントデザイン 2

３年前期１年前期 １年後期 ２年前期 ２年後期 ３年後期 ４年前期 ４年後期 必要単位数／配当単位数

必修を
含めて
125単位
以上修得

/261単位

(必修)21単位

※留学生は、English Self-
ExpressionⅠ・Ⅱ・Ⅲ、English
Reading SkillsⅠ・Ⅱ、English for
Academic PurposesⅠの中から2単位
以上選択必修

必修を
含めて
45単位

以上修得

/96単位

(選択) 3単位以上/15単位

必修を
含めて
36単位

以上修得

/60単位

G
C

必修を
含めて
34単位

以上修得

/36単位

留学 ※留学生のみ履修可能
(必修) 7単位/8単位

全学共通科目

専
門
基
礎
科
目

(必修)34単位

(選択)
卒業要件単位に算入可能
　　　　　　　　/ 2単位

基
盤
教
育
科
目(

全
学
群
共
通)

F
C

S
S

(必修) 2単位

(選択)14単位以上/34単位
N
S

A
S （選択）2単位以上/11単位

コミュニティ・プランナー
フィールドワーク演習

専
門
科
目

(

卒
業
要
件
外)

(必修)24単位

卒業要件単位に算入可能
　　　　　　　　/12単位

卒業要件単位に算入可能
　　　　　　　　/24単位

卒業要件単位に算入可能
　　　　　　　　/24単位

(必修)20単位

卒業要件単位に算入可能
　　　　　　　　/41単位

専
門
科
目

専
門
科
目

(

卒
業
要
件
外)

専
門
科
目

(必修)10単位

必修を
含めて
36単位

以上修得

/85単位

卒業要件外　　　/34単位

卒業要件外　　　/59単位

(必修)10単位

学類共通

価値創造デザイン学類 卒業要件

専門科目履修方法

専門科目履修方法

基盤教育科目から45単位、専門基礎科目から34単位、専門科目から36単位（※）、卒業研究から
10単位を履修し合計で125単位履修すること。
履修科目の登録の上限：49単位（年間）
ただし、1年次における基盤教育科目の履修登録単位数の上限は35単位
※感性情報デザインコースは感性情報デザイン基幹科目24単位必修。
感性情報デザイン関連科目及び造形・プロダクトデザイン科目から12単位を選択する。
生活環境デザインコースは生活環境デザイン基幹科目20単位必修。
生活環境デザイン関連科目及び造形・プロダクトデザイン科目から16単位を選択する。
全学共通科目のコミュニティ・プランナー概論及び演習、グローバルインターンシップ、
学外研修は基盤教育科目に参入可能。

感性情報デザイン基幹科目 24 単位は必修。
感性情報デザイン関連科目または造形・プロダクト
デザイン科目から 12 単位を選択。

生活環境デザイン基幹科目 20 単位は必修。
生活環境デザイン関連科目または造形・
プロダクトデザイン科目から 16 単位を選択。

感
性
情
報
デ
ザ
イ
ン
コ

ス

生
活
環
境
デ
ザ
イ
ン
コ

ス

産学連携講座Ⅰ，Ⅱ及びCP実践論・
CPFW演習は卒業要件単位に含まない
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（6）価値創造デザイン学類の科目配当表 凡例 ◎ 必修科目

必 科目名 単位 必 科目名 単位 必 科目名 単位 必 科目名 単位 必 科目名 単位 必 科目名 単位 必 科目名 単位 必 科目名 単位
◎ スタートアップ・セミナー 2 ◎ アカデミック・セミナー 2
◎ 社会の中で生きる 1 ◎ キャリアデザインⅠ 1
◎ 大学での学び入門 1
◎ 宮城大学の知の体系 2
◎ 地域フィールドワーク 2
◎ データサイエンス入門 2 ◎ 情報化社会と技術 2
◎ English Self-Expression Ⅰ 1 ◎ English Self-Expression Ⅱ 1 ◎ English Self-Expression Ⅲ 1
◎ English Reading Skills Ⅰ 1 ◎ English Reading Skills Ⅱ 1 ◎ English for Academic Purposes Ⅰ 1

Intercultural Communication 2 Practical English 1 English for Academic Purposes Ⅱ 1
Global Studies Ⅰ 2 Global Studies Ⅱ 2 Extensive Listening 1
中国語Ⅰ 1 中国語Ⅱ 1
韓国語Ⅰ 1 韓国語Ⅱ 1
ベトナム語Ⅰ（集中） 1 ベトナム語Ⅱ（集中） 1
日本の歴史と文化 2 世界の歴史と文化 2

東北の歴史と文化 2
現代社会と哲学 2 現代社会の諸相 2
人と宗教 2 憲法 2
心理学 2 社会と経済 2
数理科学 2 環境科学入門 2
生命科学 2 地球と宇宙 2
数学概論 2 ◎ 基礎統計学 2
物理概論 2
化学概論 2
生物概論 2
音楽 2 美術 2
健康科学 2
スポーツ科学 1
スポーツ実技 1 体を動かす楽しみ 1
アートサイエンス概論 1 総合芸術（集中） 1

基ゼ 全学自由ゼミ（集中） 1
◎ 日本語Ⅰ 1 ◎ 日本語Ⅱ 1

1
1

◎ 日本語Ⅲ 1 日本語Ⅳ 1

◎ 日本事情Ⅰ 2 ◎ 日本事情Ⅱ 2
コミュニティ・プランナー概論及び演習 2 コミュニティ・プランナー実践論 2 2グローバルインターンシップ（集中） 2 学外研修（集中）

産学連携講座Ⅰ（通年）
産学連携講座Ⅱ（通年）

2

★専門基礎科目
◎ 事業構想学概論 2 ◎ 価値創造デザイン演習Ⅰ 2 ◎ 価値創造デザイン演習Ⅱ 2
◎ 地域活性化とビジネス 1 ◎ 価値創造デザイン学基礎 2 ◎ 身体と認識 2 ◎ 構造と機能 2
◎ 地域社会・産業とデザイン 1 ◎ 情報と環境 2 ◎ 伝統と文化 2

◎ 色彩と形態 2 ◎ 素材と加工 2
◎ 応用統計処理 2
◎ 応用情報処理 2 ◎ 数理計画 2
◎ キャリアデザインⅡ 1 ◎ キャリア開発Ⅰ 1 ◎ キャリア開発Ⅱ 1 ◎ キャリア開発Ⅲ 1
◎ インターンシップⅠ 2 インターンシップⅡ 2

★感性情報デザイン科目
◎ ユニバーサルデザイン 2

◎ メディアプログラミング 2 ◎ インタフェースデザイン 2
◎ ウェブプログラミング 2 ◎ ウェブデザイン 2
◎ 情報構造と可視化 2 ◎ コンピュータグラフィクス 2 ◎ エクスペリエンスデザイン 2
◎ 感性情報デザイン演習Ⅰ 2 ◎ 感性情報デザイン演習Ⅱ 3 ◎ 感性情報デザイン演習Ⅲ 3

情報サービスデザインⅠ 2 情報サービスデザインⅡ 2
フィジカルコンピューティング 2 空間情報コンピューティング 2
音響・映像デザイン 2 エンタテインメントデザイン 2
★造形・プロダクトデザイン科目
風土・伝統デザイン 2 造形・プロダクトデザイン 2 デザインマネジメント 2
グラフィックデザイン 2 感性デザイン評価法 2 プロジェクトマネジメント 2
インテリアデザイン 2 編集・広告デザイン 2 知的財産管理 2
造形・プロダクトデザイン演習Ⅰ 3 造形・プロダクトデザイン演習Ⅱ 3

卒業
研究 ◎ 卒業研究サーベイ 2 ◎ 卒業研究Ⅰ 4 ◎ 卒業研究Ⅱ 4

★生活環境デザイン科目
生活環境デザイン概論 2 生活環境工学 2 環境心理・行動学 2
建築史 2 都市と文化 2 景観工学 2

生活環境デザイン演習Ⅰ 2 生活環境デザイン演習Ⅱ 3 生活環境デザイン演習Ⅲ 3

構造力学Ⅰ 2 構造力学Ⅱ 2 耐震設計法 2
材料学 2 構造力学演習 1 建築コスト 2
建築計画 2 建築一般構造 2 地区・街区計画 2
国土・地域計画 2 建築法規・環境法規 2 ファシリティマネジメント 2
災害の科学（土） 2 施工技術 2 サスティナブルデザイン 2

建築設備 2 測量 2
都市計画 2
災害の科学（水） 2
地盤工学 2

★生活環境デザイン科目
◎ 生活環境デザイン概論 2 ◎ 生活環境工学 2 ◎ 環境心理・行動学 2
◎ 建築史 2 ◎ 都市と文化 2 ◎ 景観工学 2
◎ 生活環境デザイン演習Ⅰ 2 ◎ 生活環境デザイン演習Ⅱ 3 ◎ 生活環境デザイン演習Ⅲ 3

構造力学Ⅰ 2 構造力学Ⅱ 2 耐震設計法 2
材料学 2 構造力学演習 1 建築コスト 2
建築計画 2 建築一般構造 2 地区・街区計画 2
国土・地域計画 2 建築法規・環境法規 2 ファシリティマネジメント 2
災害の科学（土） 2 施工技術 2 サスティナブルデザイン 2
ユニバーサルデザイン 2 建築設備 2 測量 2

都市計画 2
災害の科学（水） 2
地盤工学 2

★造形・プロダクトデザイン科目
風土・伝統デザイン 2 造形・プロダクトデザイン 2 デザインマネジメント 2
グラフィックデザイン 2 感性デザイン評価法 2 プロジェクトマネジメント 2
インテリアデザイン 2 編集・広告デザイン 2 知的財産管理 2
造形・プロダクトデザイン演習Ⅰ 3 造形・プロダクトデザイン演習Ⅱ 3

卒業
研究 ◎ 卒業研究サーベイ 2 ◎ 卒業研究Ⅰ 4 ◎ 卒業研究Ⅱ 4

★感性情報デザイン科目

メディアプログラミング 2 インタフェースデザイン 2
ウェブプログラミング 2 ウェブデザイン 2
情報構造と可視化 2 コンピュータグラフィクス 2 エクスペリエンスデザイン 2
感性情報デザイン演習Ⅰ 2 感性情報デザイン演習Ⅱ 3 感性情報デザイン演習Ⅲ 3

情報サービスデザインⅠ 2 情報サービスデザインⅡ 2
フィジカルコンピューティング 2 空間情報コンピューティング 2
音響・映像デザイン 2 エンタテインメントデザイン 2

３年前期１年前期 １年後期 ２年前期 ２年後期 ３年後期 ４年前期 ４年後期 必要単位数／配当単位数

必修を
含めて
125単位
以上修得

/261単位

(必修)21単位

※留学生は、English Self-
ExpressionⅠ・Ⅱ・Ⅲ、English
Reading SkillsⅠ・Ⅱ、English for
Academic PurposesⅠの中から2単位
以上選択必修

必修を
含めて
45単位

以上修得

/96単位

(選択) 3単位以上/15単位

必修を
含めて
36単位

以上修得

/60単位

G
C

必修を
含めて
34単位

以上修得

/36単位

留学 ※留学生のみ履修可能
(必修) 7単位/8単位

全学共通科目

専
門
基
礎
科
目

(必修)34単位

(選択)
卒業要件単位に算入可能
　　　　　　　　/ 2単位

基
盤
教
育
科
目(

全
学
群
共
通)

F
C

S
S

(必修) 2単位

(選択)14単位以上/34単位
N
S

A
S （選択）2単位以上/11単位

コミュニティ・プランナー
フィールドワーク演習

専
門
科
目

(

卒
業
要
件
外)

(必修)24単位

卒業要件単位に算入可能
　　　　　　　　/12単位

卒業要件単位に算入可能
　　　　　　　　/24単位

卒業要件単位に算入可能
　　　　　　　　/24単位

(必修)20単位

卒業要件単位に算入可能
　　　　　　　　/41単位

専
門
科
目

専
門
科
目

(

卒
業
要
件
外)

専
門
科
目

(必修)10単位

必修を
含めて
36単位

以上修得

/85単位

卒業要件外　　　/34単位

卒業要件外　　　/59単位

(必修)10単位

学類共通

価値創造デザイン学類 卒業要件

専門科目履修方法

専門科目履修方法

基盤教育科目から45単位、専門基礎科目から34単位、専門科目から36単位（※）、卒業研究から
10単位を履修し合計で125単位履修すること。
履修科目の登録の上限：49単位（年間）
ただし、1年次における基盤教育科目の履修登録単位数の上限は35単位
※感性情報デザインコースは感性情報デザイン基幹科目24単位必修。
感性情報デザイン関連科目及び造形・プロダクトデザイン科目から12単位を選択する。
生活環境デザインコースは生活環境デザイン基幹科目20単位必修。
生活環境デザイン関連科目及び造形・プロダクトデザイン科目から16単位を選択する。
全学共通科目のコミュニティ・プランナー概論及び演習、グローバルインターンシップ、
学外研修は基盤教育科目に参入可能。

感性情報デザイン基幹科目 24 単位は必修。
感性情報デザイン関連科目または造形・プロダクト
デザイン科目から 12 単位を選択。

生活環境デザイン基幹科目 20 単位は必修。
生活環境デザイン関連科目または造形・
プロダクトデザイン科目から 16 単位を選択。

感
性
情
報
デ
ザ
イ
ン
コ

ス

生
活
環
境
デ
ザ
イ
ン
コ

ス

産学連携講座Ⅰ，Ⅱ及びCP実践論・
CPFW演習は卒業要件単位に含まない
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（7）履修モデル
①感性情報デザインコース

②生活環境デザインコース

メディアデザイン系

ウェブデザイン系

システムデザイン系

造形デザイン系

プロダクトデザイン系

建築デザイン系

コミュニティデザイン系

感性情報デザインの基礎となるデザイン理論・技術に加えて，インターフェースや応用アプリケーションに
関する技術を修得する。情報通信・ゲーム関連企業等におけるシステムプランナーやデザイナーを目指す。

感性情報デザインの基礎となるデザイン理論・技術に加えて，ウェブ上でのメディアデザイン手法と情報通
信技術を修得する。ウェブデザイナーや一般企業での広告企画プランナーを目指す。

感性情報デザインの基礎となるデザイン理論・技術に加えて，情報通信技術を中心としてプロジェクトマネ
ジメントに関する技術を修得する。情報関連企業でのシステムインテグレーター・エンジニアを目指す。

感性情報デザインの基礎となるデザイン理論・技術に加えて，主にモノづくりに注目した造形デザインの技
術を中心に修得する。製造関連企業におけるプロダクトデザイナーや伝統工芸デザイナーを目指す。

生活環境デザインの基礎となるデザイン理論・技術に加えて，建築に関する基礎理論と技術を中心に修得
する。建築士資格に必要な科目を修得することにより二級建築士の受験資格を得ることができる。建築士
やインテリアデザイナー等を目指す。
生活環境デザインの基礎となるデザイン理論・技術に加えて，地域コミュニティや伝統工芸等に関する科
目について中心に修得する。地域に密着した企業でのデザイナーやコミュニティプランナーを目指す。

生活環境デザインの基礎となるデザイン理論・技術に加えて，主にモノづくりに注目した造形デザインの技
術を中心に修得する。インテリアデザイナーやプロダクトデザイナー，伝統工芸デザイナーを目指す。

1前 2 講義 ● ● ● ● ● ● ●
1前 1 講義 ● ● ● ● ● ● ●
1前 1 講義 ● ● ● ● ● ● ●
1後 1 講義 ● ● ● ● ● ● ●
1前 2 講義 ● ● ● ● ● ● ●
1後 2 講義 ● ● ● ● ● ● ●
1前 2 講義 ● ● ● ● ● ● ●
1後 2 講義 ● ● ● ● ● ● ●
1前 2 講義 ● ● ● ● ● ● ●
1前 1 演習 ● ● ● ● ● ● ●
1前 1 演習 ● ● ● ● ● ● ●
1後 1 演習 ● ● ● ● ● ● ●
1後 1 演習 ● ● ● ● ● ● ●
2前 1 演習 ● ● ● ● ● ● ●
2前 1 演習 ● ● ● ● ● ● ●
2後 1 演習 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
2後 1 演習 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
2前 1 演習

1・2前 1 演習
1・2後 1 演習
1・2前 1 演習
1・2後 1 演習

1・2集中 1 演習
1・2集中 1 演習
1・2前 2 講義 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
1・2後 2 講義
1・2前 2 講義
1・2前 2 講義 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
1・2後 2 講義
1・2後 2 講義 ○
1・2前 2 講義
1・2前 2 講義
1・2前 2 講義 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
1・2後 2 講義
1・2後 2 講義
1・2後 2 講義 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
1・2前 2 講義 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
1・2前 2 講義
1・2後 2 講義 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
1・2後 2 講義 ○ ○ ○
1・2前 2 講義 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
1・2前 2 講義 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
1・2前 2 講義
1・2前 2 講義

1後 2 講義 ● ● ● ● ● ● ●
1・2前 2 講義
1・2後 2 講義 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
1・2前 2 講義

1前 1 講義 ○ ○
1集中 1 実験・実習 ○ ○
1・2前 1 講義
1・2前 1 実験・実習

1・2後 1 実験・実習

1・2集中 1 演習
1前 1 演習
1後 1 演習
2前 1 演習
2後 1 演習 留学生の選択科目
1前 2 講義
1後 2 講義
2前 2 講義 ○ ○
2後 2 講義
3前 2 演習

1・2集中 2 演習
1・2集中 2 演習
1・2通 1 講義
1・2通 1 講義

留学生は必修

留学生は必修

卒業要件単位に
含まない

日本事情Ⅱ
コミュニティ・プランナー概論及び演習
コミュニティ・プランナー実践論
コミュニティ・プランナーフィールドワーク演習

産学連携講座Ⅰ
産学連携講座Ⅱ

全学自由ゼミ
日本語Ⅰ
日本語Ⅱ
日本語Ⅲ
日本語Ⅳ
日本事情Ⅰ

グローバルインターンシップ
学外研修

健康科学
アートサイエンス概論
総合芸術
スポーツ科学
スポーツ実技
体を動かす楽しみ

物理概論
化学概論
生物概論
基礎統計学
音楽
美術

社会と経済
数理科学
生命科学
環境科学入門
地球と宇宙
数学概論

東北の歴史と文化
現代社会と哲学
人と宗教
心理学
現代社会の諸相
憲法

ベトナム語Ⅱ
Global StudiesⅠ
Global StudiesⅡ
Intercultural Communication
日本の歴史と文化
世界の歴史と文化

Practical English
中国語Ⅰ
中国語Ⅱ
韓国語Ⅰ
韓国語Ⅱ
ベトナム語Ⅰ

English Reading SkillsⅡ
English Self-ExpressionⅡ
English for Academic PurposesⅠ
English Self-ExpressionⅢ
English for Academic PurposesⅡ
Extensive Listening

アカデミック・セミナー
地域フィールドワーク
情報化社会と技術
データサイエンス入門
English Reading SkillsⅠ
English Self-ExpressionⅠ

宮城大学の知の体系
大学での学び入門
社会の中で生きる
キャリアデザインⅠ
スタートアップ・セミナー

卒業要件単位に
含まない

基
盤
教
育
科
目

ソ

シ

ル
サ
イ
エ
ン
ス
ナ
チ

ラ
ル
サ
イ
エ
ン
ス

ア

ト
サ
イ
エ
ン
ス

フ
レ

シ

マ
ン
コ
ア

グ
ロ

バ
ル
コ
ミ

ニ
ケ

シ

ン

基盤ゼミ

留
学
生
対
象

全学
共通科目

2単位以上
修得

3単位
以上修得

留学生のみ
履修可能

必修を含めて
16単位以上
修得

必修科目を
含めて
45単位以上
修得

留学生は
15単位必修

21単位必修
※ただし
留学生に
ついては
備考のとおり
とする

区分ごとの要件１ 区分ごとの要件２ 備考

感性情報
デザインコース

生活環境
デザインコース 卒業要件

科目
区分

授
業
形
態

単
位
数

授業科目 配当
年次

系
ン
イ
ザ
デ
ム
テ
ス
シ

系
ン
イ
ザ
デ
形
造

系
ン
イ
ザ
デ
ト
ク
ダ
ロ
プ

系
ン
イ
ザ
デ
築
建

1後 2 講義 ● ● ● ● ● ● ●
1後 1 講義 ● ● ● ● ● ● ●
1後 1 講義 ● ● ● ● ● ● ●
2前 2 講義 ● ● ● ● ● ● ●
2前 2 講義 ● ● ● ● ● ● ●
2前 2 講義 ● ● ● ● ● ● ●
2前 2 演習 ● ● ● ● ● ● ●
2前 2 講義 ● ● ● ● ● ● ●
2前 2 講義 ● ● ● ● ● ● ●
2前 1 講義 ● ● ● ● ● ● ●
2前 2 講義 ● ● ● ● ● ● ●
2後 2 講義 ● ● ● ● ● ● ●
2後 2 講義 ● ● ● ● ● ● ●
2後 2 講義 ● ● ● ● ● ● ●
2後 2 演習 ● ● ● ● ● ● ●
2後 2 講義 ● ● ● ● ● ● ●
2後 1 講義 ● ● ● ● ● ● ●
3前 2 講義 ● ● ● ● ● ● ●
3前 1 講義 ● ● ● ● ● ● ●
3前 2 講義
3後 1 講義 ● ● ● ● ● ● ●
2後 2 講義 ● ● ● ●
2後 2 講義 ● ● ● ●
2後 2 講義 ● ● ● ●
2後 2 演習 ● ● ● ●
3前 2 講義 ● ● ● ● 生活環境デザインコースは

関連科目に算入

3前 2 講義 ● ● ● ●
3前 2 講義 ● ● ● ●
3前 2 講義 ● ● ● ●
3前 3 演習 ● ● ● ●
3後 2 講義 ● ● ● ●
3後 3 演習 ● ● ● ●
3前 2 講義 ○ ○
3前 2 講義 ○ ○
3前 2 講義 ○
3後 2 講義 ○ ○
3後 2 講義 ○ ○
4前 2 講義 ○
3前 2 講義 ○ ○ ○
3前 2 講義 ○ ○ ○ ○ ○
3前 3 演習 ○ ○
3前 2 講義 ○
3後 2 講義 ○ ○ ◯
3後 2 講義 ○ ○
3後 2 講義 ○ ○
3後 3 演習 ○ ○
4前 2 講義 ○
4前 2 講義 ○ ○
4前 2 講義 ○ ○
2後 2 講義 ● ● ●
2後 2 講義 ● ● ●
2後 2 演習 ● ● ●
3前 2 講義 ● ● ●
3前 2 講義 ● ● ●
3前 3 演習 ● ● ●
3後 2 講義 ● ● ●
3後 2 講義 ● ● ●
3後 3 演習 ● ● ●

都市と文化
生活環境デザイン演習Ⅱ
環境心理・行動学
景観工学
生活環境デザイン演習Ⅲ

プロジェクトマネジメント
知的財産管理
生活環境デザイン概論
建築史
生活環境デザイン演習Ⅰ
生活環境工学

インテリアデザイン
造形・プロダクトデザイン
感性デザイン評価法
編集・広告デザイン
造形・プロダクトデザイン演習Ⅱ
デザインマネジメント

情報サービスデザインⅡ
空間情報コンピューティング
エンタテインメントデザイン
風土・伝統デザイン
グラフィックデザイン
造形・プロダクトデザイン演習Ⅰ

感性情報デザイン演習Ⅱ
エクスペリエンスデザイン
感性情報デザイン演習Ⅲ
情報サービスデザインⅠ
フィジカルコンピューティング
音響・映像デザイン

情報構造と可視化
感性情報デザイン演習Ⅰ
ユニバーサルデザイン
インタフェースデザイン
コンピュータグラフィクス
ウェブデザイン

構造と機能
キャリア開発Ⅱ
インターンシップⅡ
キャリア開発Ⅲ
メディアプログラミング
ウェブプログラミング

身体と認識
伝統と文化
素材と加工
価値創造デザイン演習Ⅱ
数理計画
キャリア開発Ⅰ

色彩と形態
価値創造デザイン演習Ⅰ
応用情報処理
応用統計処理
キャリアデザインⅡ
インターンシップⅠ

事業構想学概論
地域活性化とビジネス
地域社会・産業とデザイン
価値創造デザイン学基礎
情報と環境

基
幹
科
目

関
連
科
目

造
形
・
プ
ロ
ダ
ク
ト

デ
ザ
イ
ン
科
目

基
幹
科
目

専
門
基
礎
科
目

感
性
情
報
デ
ザ
イ
ン
科
目

専
門
科
目

生
活
環
境
デ
ザ
イ
ン
科
目

感性情報
デザイン
コースは
24単位必修

生活環境
デザイン
コースは
20単位必修

感性情報
デザイン
コースは
必修を
含めて36単位
以上修得

必修科目を
含めて
34単位以上
修得

3前 2 講義 ★
3前 2 講義 ★
3前 2 講義 ★
3前 2 講義
3前 2 講義
3後 2 講義 ★
3後 1 演習 ★
3後 2 講義 ★
3後 2 講義 ★
3後 2 講義 ★
3後 2 講義 ★
3後 2 講義 ○ ○
3後 2 講義
3後 2 講義
4前 2 講義 ★
4前 2 講義 ★
4前 2 講義 ★
4前 2 講義 ○ ○
4前 2 講義 ○ ○
4前 2 講義
3後 2 演習 ● ● ● ● ● ● ●
4前 4 演習 ● ● ● ● ● ● ●
4後 4 演習 ● ● ● ● ● ● ●

基盤教育科目、全学共通科目、専門基礎科目、専門科目、卒業研究の合計 125 125 125 125 125 138 125 卒業要件単位数125単位以上修得

測量
卒業研究サーベイ
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ

地盤工学
耐震設計法
建築コスト
地区・街区計画
ファシリティマネジメント
サスティナブルデザイン

建築一般構造
建築法規・環境法規
施工技術
建築設備
都市計画
災害の科学（水）

材料学
建築計画
国土・地域計画
災害の科学（土）
構造力学Ⅱ
構造力学演習

構造力学Ⅰ

卒業研究

専
門
科
目

生
活
環
境
デ
ザ
イ
ン
科
目

関
連
科
目

生活環境
デザインコース
は必修を含めて
36単位以上
修得

10単位

区分ごとの要件１ 区分ごとの要件２ 備考

感性情報
デザインコース

生活環境
デザインコース 卒業要件

科目
区分

授
業
形
態

単
位
数

授業科目 配当
年次

系
ン
イ
ザ
デ
ム
テ
ス
シ

系
ン
イ
ザ
デ
形
造

系
ン
イ
ザ
デ
ト
ク
ダ
ロ
プ

系
ン
イ
ザ
デ
築
建

凡例：●…必修，○…選択科目，◎…選択科目（選択が推奨されるもの），★…資格取得に関連する科目

価値創造デザイン学類の履修モデル 凡例：●…必修，○…選択科目，◎…選択科目（選択が推奨されるもの），★…資格取得に関連する科目

留学生は
2単位以上
選択必修

6362

れ
流
の
び
学
の
間
年
４
の
群
学
想
構
業
事

て
い
つ
に
類
学
グ
ン
ニ
ン
ラ
プ
業
事

て
い
つ
に
類
学
生
創
域
地

て
い
つ
に
類
学
ン
イ
ザ
デ
造
創
値
価

等
定
検
・
格
資
連
関

1

2

3

4

5

れ
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び
学
の
間
年
４
の
群
学
想
構
業
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て
い
つ
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グ
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ラ
プ
業
事
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つ
に
類
学
生
創
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地
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つ
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学
ン
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ザ
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等
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検
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1
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5



（7）履修モデル
①感性情報デザインコース

②生活環境デザインコース

メディアデザイン系

ウェブデザイン系

システムデザイン系

造形デザイン系

プロダクトデザイン系

建築デザイン系

コミュニティデザイン系

感性情報デザインの基礎となるデザイン理論・技術に加えて，インターフェースや応用アプリケーションに
関する技術を修得する。情報通信・ゲーム関連企業等におけるシステムプランナーやデザイナーを目指す。

感性情報デザインの基礎となるデザイン理論・技術に加えて，ウェブ上でのメディアデザイン手法と情報通
信技術を修得する。ウェブデザイナーや一般企業での広告企画プランナーを目指す。

感性情報デザインの基礎となるデザイン理論・技術に加えて，情報通信技術を中心としてプロジェクトマネ
ジメントに関する技術を修得する。情報関連企業でのシステムインテグレーター・エンジニアを目指す。

感性情報デザインの基礎となるデザイン理論・技術に加えて，主にモノづくりに注目した造形デザインの技
術を中心に修得する。製造関連企業におけるプロダクトデザイナーや伝統工芸デザイナーを目指す。

生活環境デザインの基礎となるデザイン理論・技術に加えて，建築に関する基礎理論と技術を中心に修得
する。建築士資格に必要な科目を修得することにより二級建築士の受験資格を得ることができる。建築士
やインテリアデザイナー等を目指す。
生活環境デザインの基礎となるデザイン理論・技術に加えて，地域コミュニティや伝統工芸等に関する科
目について中心に修得する。地域に密着した企業でのデザイナーやコミュニティプランナーを目指す。

生活環境デザインの基礎となるデザイン理論・技術に加えて，主にモノづくりに注目した造形デザインの技
術を中心に修得する。インテリアデザイナーやプロダクトデザイナー，伝統工芸デザイナーを目指す。

1前 2 講義 ● ● ● ● ● ● ●
1前 1 講義 ● ● ● ● ● ● ●
1前 1 講義 ● ● ● ● ● ● ●
1後 1 講義 ● ● ● ● ● ● ●
1前 2 講義 ● ● ● ● ● ● ●
1後 2 講義 ● ● ● ● ● ● ●
1前 2 講義 ● ● ● ● ● ● ●
1後 2 講義 ● ● ● ● ● ● ●
1前 2 講義 ● ● ● ● ● ● ●
1前 1 演習 ● ● ● ● ● ● ●
1前 1 演習 ● ● ● ● ● ● ●
1後 1 演習 ● ● ● ● ● ● ●
1後 1 演習 ● ● ● ● ● ● ●
2前 1 演習 ● ● ● ● ● ● ●
2前 1 演習 ● ● ● ● ● ● ●
2後 1 演習 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
2後 1 演習 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
2前 1 演習

1・2前 1 演習
1・2後 1 演習
1・2前 1 演習
1・2後 1 演習

1・2集中 1 演習
1・2集中 1 演習
1・2前 2 講義 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
1・2後 2 講義
1・2前 2 講義
1・2前 2 講義 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
1・2後 2 講義
1・2後 2 講義 ○
1・2前 2 講義
1・2前 2 講義
1・2前 2 講義 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
1・2後 2 講義
1・2後 2 講義
1・2後 2 講義 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
1・2前 2 講義 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
1・2前 2 講義
1・2後 2 講義 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
1・2後 2 講義 ○ ○ ○
1・2前 2 講義 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
1・2前 2 講義 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
1・2前 2 講義
1・2前 2 講義

1後 2 講義 ● ● ● ● ● ● ●
1・2前 2 講義
1・2後 2 講義 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
1・2前 2 講義

1前 1 講義 ○ ○
1集中 1 実験・実習 ○ ○
1・2前 1 講義
1・2前 1 実験・実習

1・2後 1 実験・実習

1・2集中 1 演習
1前 1 演習
1後 1 演習
2前 1 演習
2後 1 演習 留学生の選択科目
1前 2 講義
1後 2 講義
2前 2 講義 ○ ○
2後 2 講義
3前 2 演習

1・2集中 2 演習
1・2集中 2 演習
1・2通 1 講義
1・2通 1 講義

留学生は必修

留学生は必修

卒業要件単位に
含まない

日本事情Ⅱ
コミュニティ・プランナー概論及び演習
コミュニティ・プランナー実践論
コミュニティ・プランナーフィールドワーク演習

産学連携講座Ⅰ
産学連携講座Ⅱ

全学自由ゼミ
日本語Ⅰ
日本語Ⅱ
日本語Ⅲ
日本語Ⅳ
日本事情Ⅰ

グローバルインターンシップ
学外研修

健康科学
アートサイエンス概論
総合芸術
スポーツ科学
スポーツ実技
体を動かす楽しみ

物理概論
化学概論
生物概論
基礎統計学
音楽
美術

社会と経済
数理科学
生命科学
環境科学入門
地球と宇宙
数学概論

東北の歴史と文化
現代社会と哲学
人と宗教
心理学
現代社会の諸相
憲法

ベトナム語Ⅱ
Global StudiesⅠ
Global StudiesⅡ
Intercultural Communication
日本の歴史と文化
世界の歴史と文化

Practical English
中国語Ⅰ
中国語Ⅱ
韓国語Ⅰ
韓国語Ⅱ
ベトナム語Ⅰ

English Reading SkillsⅡ
English Self-ExpressionⅡ
English for Academic PurposesⅠ
English Self-ExpressionⅢ
English for Academic PurposesⅡ
Extensive Listening

アカデミック・セミナー
地域フィールドワーク
情報化社会と技術
データサイエンス入門
English Reading SkillsⅠ
English Self-ExpressionⅠ

宮城大学の知の体系
大学での学び入門
社会の中で生きる
キャリアデザインⅠ
スタートアップ・セミナー

卒業要件単位に
含まない

基
盤
教
育
科
目

ソ

シ

ル
サ
イ
エ
ン
ス
ナ
チ

ラ
ル
サ
イ
エ
ン
ス

ア

ト
サ
イ
エ
ン
ス

フ
レ

シ

マ
ン
コ
ア

グ
ロ

バ
ル
コ
ミ

ニ
ケ

シ

ン

基盤ゼミ

留
学
生
対
象

全学
共通科目

2単位以上
修得

3単位
以上修得

留学生のみ
履修可能

必修を含めて
16単位以上
修得

必修科目を
含めて
45単位以上
修得

留学生は
15単位必修

21単位必修
※ただし
留学生に
ついては
備考のとおり
とする

区分ごとの要件１ 区分ごとの要件２ 備考

感性情報
デザインコース

生活環境
デザインコース 卒業要件

科目
区分

授
業
形
態

単
位
数

授業科目 配当
年次

系
ン
イ
ザ
デ
ム
テ
ス
シ

系
ン
イ
ザ
デ
形
造

系
ン
イ
ザ
デ
ト
ク
ダ
ロ
プ

系
ン
イ
ザ
デ
築
建

1後 2 講義 ● ● ● ● ● ● ●
1後 1 講義 ● ● ● ● ● ● ●
1後 1 講義 ● ● ● ● ● ● ●
2前 2 講義 ● ● ● ● ● ● ●
2前 2 講義 ● ● ● ● ● ● ●
2前 2 講義 ● ● ● ● ● ● ●
2前 2 演習 ● ● ● ● ● ● ●
2前 2 講義 ● ● ● ● ● ● ●
2前 2 講義 ● ● ● ● ● ● ●
2前 1 講義 ● ● ● ● ● ● ●
2前 2 講義 ● ● ● ● ● ● ●
2後 2 講義 ● ● ● ● ● ● ●
2後 2 講義 ● ● ● ● ● ● ●
2後 2 講義 ● ● ● ● ● ● ●
2後 2 演習 ● ● ● ● ● ● ●
2後 2 講義 ● ● ● ● ● ● ●
2後 1 講義 ● ● ● ● ● ● ●
3前 2 講義 ● ● ● ● ● ● ●
3前 1 講義 ● ● ● ● ● ● ●
3前 2 講義
3後 1 講義 ● ● ● ● ● ● ●
2後 2 講義 ● ● ● ●
2後 2 講義 ● ● ● ●
2後 2 講義 ● ● ● ●
2後 2 演習 ● ● ● ●
3前 2 講義 ● ● ● ● 生活環境デザインコースは

関連科目に算入

3前 2 講義 ● ● ● ●
3前 2 講義 ● ● ● ●
3前 2 講義 ● ● ● ●
3前 3 演習 ● ● ● ●
3後 2 講義 ● ● ● ●
3後 3 演習 ● ● ● ●
3前 2 講義 ○ ○
3前 2 講義 ○ ○
3前 2 講義 ○
3後 2 講義 ○ ○
3後 2 講義 ○ ○
4前 2 講義 ○
3前 2 講義 ○ ○ ○
3前 2 講義 ○ ○ ○ ○ ○
3前 3 演習 ○ ○
3前 2 講義 ○
3後 2 講義 ○ ○ ◯
3後 2 講義 ○ ○
3後 2 講義 ○ ○
3後 3 演習 ○ ○
4前 2 講義 ○
4前 2 講義 ○ ○
4前 2 講義 ○ ○
2後 2 講義 ● ● ●
2後 2 講義 ● ● ●
2後 2 演習 ● ● ●
3前 2 講義 ● ● ●
3前 2 講義 ● ● ●
3前 3 演習 ● ● ●
3後 2 講義 ● ● ●
3後 2 講義 ● ● ●
3後 3 演習 ● ● ●

都市と文化
生活環境デザイン演習Ⅱ
環境心理・行動学
景観工学
生活環境デザイン演習Ⅲ

プロジェクトマネジメント
知的財産管理
生活環境デザイン概論
建築史
生活環境デザイン演習Ⅰ
生活環境工学

インテリアデザイン
造形・プロダクトデザイン
感性デザイン評価法
編集・広告デザイン
造形・プロダクトデザイン演習Ⅱ
デザインマネジメント

情報サービスデザインⅡ
空間情報コンピューティング
エンタテインメントデザイン
風土・伝統デザイン
グラフィックデザイン
造形・プロダクトデザイン演習Ⅰ

感性情報デザイン演習Ⅱ
エクスペリエンスデザイン
感性情報デザイン演習Ⅲ
情報サービスデザインⅠ
フィジカルコンピューティング
音響・映像デザイン

情報構造と可視化
感性情報デザイン演習Ⅰ
ユニバーサルデザイン
インタフェースデザイン
コンピュータグラフィクス
ウェブデザイン

構造と機能
キャリア開発Ⅱ
インターンシップⅡ
キャリア開発Ⅲ
メディアプログラミング
ウェブプログラミング

身体と認識
伝統と文化
素材と加工
価値創造デザイン演習Ⅱ
数理計画
キャリア開発Ⅰ

色彩と形態
価値創造デザイン演習Ⅰ
応用情報処理
応用統計処理
キャリアデザインⅡ
インターンシップⅠ

事業構想学概論
地域活性化とビジネス
地域社会・産業とデザイン
価値創造デザイン学基礎
情報と環境

基
幹
科
目

関
連
科
目

造
形
・
プ
ロ
ダ
ク
ト

デ
ザ
イ
ン
科
目

基
幹
科
目

専
門
基
礎
科
目

感
性
情
報
デ
ザ
イ
ン
科
目

専
門
科
目

生
活
環
境
デ
ザ
イ
ン
科
目

感性情報
デザイン
コースは
24単位必修

生活環境
デザイン
コースは
20単位必修

感性情報
デザイン
コースは
必修を
含めて36単位
以上修得

必修科目を
含めて
34単位以上
修得

3前 2 講義 ★
3前 2 講義 ★
3前 2 講義 ★
3前 2 講義
3前 2 講義
3後 2 講義 ★
3後 1 演習 ★
3後 2 講義 ★
3後 2 講義 ★
3後 2 講義 ★
3後 2 講義 ★
3後 2 講義 ○ ○
3後 2 講義
3後 2 講義
4前 2 講義 ★
4前 2 講義 ★
4前 2 講義 ★
4前 2 講義 ○ ○
4前 2 講義 ○ ○
4前 2 講義
3後 2 演習 ● ● ● ● ● ● ●
4前 4 演習 ● ● ● ● ● ● ●
4後 4 演習 ● ● ● ● ● ● ●

基盤教育科目、全学共通科目、専門基礎科目、専門科目、卒業研究の合計 125 125 125 125 125 138 125 卒業要件単位数125単位以上修得

測量
卒業研究サーベイ
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ

地盤工学
耐震設計法
建築コスト
地区・街区計画
ファシリティマネジメント
サスティナブルデザイン

建築一般構造
建築法規・環境法規
施工技術
建築設備
都市計画
災害の科学（水）

材料学
建築計画
国土・地域計画
災害の科学（土）
構造力学Ⅱ
構造力学演習

構造力学Ⅰ

卒業研究

専
門
科
目

生
活
環
境
デ
ザ
イ
ン
科
目

関
連
科
目

生活環境
デザインコース
は必修を含めて
36単位以上
修得

10単位

区分ごとの要件１ 区分ごとの要件２ 備考

感性情報
デザインコース

生活環境
デザインコース 卒業要件

科目
区分

授
業
形
態

単
位
数

授業科目 配当
年次

系
ン
イ
ザ
デ
ム
テ
ス
シ

系
ン
イ
ザ
デ
形
造

系
ン
イ
ザ
デ
ト
ク
ダ
ロ
プ

系
ン
イ
ザ
デ
築
建

凡例：●…必修，○…選択科目，◎…選択科目（選択が推奨されるもの），★…資格取得に関連する科目

価値創造デザイン学類の履修モデル 凡例：●…必修，○…選択科目，◎…選択科目（選択が推奨されるもの），★…資格取得に関連する科目

留学生は
2単位以上
選択必修
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５―関連資格・検定等

制限なし

制限なし 可

可

可

可
可
可

可

可

（独）情報処理推進機構

（財）画像情報教育振興協会

東京商工会議所 検定センター

（公社）色彩検定協会                                  
インターネットスキル認定普及協会

（株）ボーンデジタル 検定事務局

建築技術教育普及センター

（財）統計質保証推進協会

制限なし

制限なし

制限なし
二級建築士合格後受験可

建築士指定科目を修めて
卒業した場合受験可

卒業後
受験可

卒業後

制限なし
制限なし

制限なし

統計検定（1，準1，2，3，4級）

ITパスポート試験・情報セキュリティマネジメント試験・
基本情報技術者試験・応用情報技術者試験・ITストラ
テジスト試験・システムアーキテクト試験・プロジェクト
マネージャ試験・ネットワークスペシャリスト試験・デー
タベーススペシャリスト試験・エンベデッドシステムスペ
シャリスト試験・ITサービスマネージャ試験・システム監
査技術者試験・情報処理安全確保支援士試験

プロダクトデザイン検定（1，2級）

二級建築士及び木造建築士

インテリアプランナー
アソシエイト・インテリアプランナー

可
可
可
可

（社）インテリア設計士協会　

（社）商業施設技術団体連合会
       受験係

公益社団法人日本 FM 協会   

( 財 ) 不動産適正取引推進機構
（公）建築技術教育普及センター

（財）建設業振興基金試験研修本部 

制限なし
制限なし
制限なし

二級建築士合格後受験可
二級建築士合格後受験可
士補取得後受験可

（教務担当教員に問合せ）

２級取得後実務経験５年
８年以上の実務経験

卒業後
卒業後
卒業後

卒業後
卒業後

インテリア設計士　1級
インテリア設計士　２級
商業施設士
商業施設士補
ファシリティーマネージャー
宅地建物取引主任者
建築設備士
建築施工管理技士（1級）
建築施工管理技士（2級）

色彩検定（1，2，3,UD級）
ウェブデザイン技能検定（3級）

カラーコーディネーター検定（1，2，3級）・
福祉住環境コーディネーター検定(1,2,3級)

ＣＧクリエイター検定・ＣＧエンジニア検定・Webデザイ
ナー検定・画像処理エンジニア検定・マルチメディア検定

資      格 受験資格 在学中 連絡先

建築士受験指定科目に該当する科目一覧 

指定科目の
分類 

建築士受験に必要な単位
数と建築実務の経験年数 

二級・木造建築士

必要な実務経験数

①建築設計
製図

②建築計画

④建築設備

⑤構造力学

⑦建築材料

⑧建築生産

⑨建築法規
①～⑨小計

⑩その他

①～⑩合計

⑥建築一般
構造

③建築環境工学

　　　開講科目名
生活環境デザイン演習Ⅰ
生活環境デザイン演習Ⅱ
生活環境デザイン演習Ⅲ
建築史
建築計画
環境心理・行動学
地区・街区計画
生活環境工学
建築設備
構造力学Ⅰ
構造力学Ⅱ
構造力学演習
建築一般構造
耐震設計法
材料学
施工技術
建築コスト
建築法規・環境法規

生活環境デザイン概論
インテリアデザイン※※
都市と文化
景観工学
都市計画
サスティナブルデザイン
ファシリティマネジメント

履修学年
3年
3年
3年
2年
3年
3年
4年
3年
3年
3年
3年
3年
3年
4年
3年
3年
4年
3年

2年
3年
3年
3年
3年
4年
4年

地域創生学類
他学類履修※
他学類履修※
他学類履修※

選択
選択
選択
選択
選択
選択
選択
選択
選択
選択
選択
選択
選択
選択
選択

他学類履修※
選択
選択
選択
選択
選択
選択

価値創造デザイン学類
選択
選択
選択
選択
選択
選択
選択
選択
選択
選択
選択
選択
選択
選択
選択
選択
選択
選択

選択
選択
選択
選択
選択
選択
選択

単位数
2
3
3
2
2
2
2
2
2
2
2
1
2
2
2
2
2
2

2
2
2
2
2
2
1

小計

8単位

12単位

⒒単位

4単位

2単位
37単位

14単位

51単位

5単位

7単位

6単位

1単位

1単位
20単位

適宜

40単位
0年

3単位

7単位

6単位

1単位

1単位
20単位

適宜

30単位
1年

3単位

7単位

6単位

1単位

1単位
20単位

適宜

20単位
２年

※域創生学類では開講しないため、他学類履修　※※地域創生学類は4年次開講　
64
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